


























Eクラス冒険者は果てなき騎士の夢を見る




「先生、ステータス画面が読めないんだけど」II
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　リカさんと初めて会ったのは三年前、俺が十五歳のときだ。

　その日、俺は冒険者になるため冒険者ギルドを訪れていた。冒険者として活動するには、最初にギルドでの登録が必要なのだ。

「ここが冒険者ギルドか」

　王都で生まれ育った俺だが、冒険者ギルドに来たのはこれが初めてのことだった。

　フレンス王国内でも最大規模を誇るという王都の冒険者ギルドは、冒険者という言葉から想像できる泥どろ臭くさいイメージとは違って、清せい潔けつ感かん漂ただよう立派な建物だった。

　それでも一歩中に足を踏み入れると、ここが荒くれ者たちの集う場所だということがすぐに理解できた。

　熱気。喧けん噪そう。そこに混じる金属の擦こすれる冷たい音。

　ギルドの中は大勢の冒険者であふれかえっていた。たくさんの厳いかつい顔と鋭い視線に出迎えられる。

　思わず入り口で立ち止まってしまった俺の態度を見て、新顔であることはすぐにばれてしまったらしい。幾人かの冒険者から値踏みするような視線が飛んでくる。

　人からの視線には慣れているのだが、相手が武器や防具を装備した人間だったので少し緊張してしまう。手が自然と腰に下げた剣の柄つかに伸び、その硬い感触を求めてしまう。

　ここが冒険者ギルドか──改めてそう実感した俺は、他の冒険者からの視線を浴びながら、入り口を潜くぐってまっすぐ正面にあった受付カウンターに向かった。

　受付では若く綺き麗れいな受うけ付つけ嬢じようたちが、笑顔で冒険者たちの対応をしていた。

　朝のこの時間は混雑するらしく、彼女たちの前には長蛇の列ができている。登録するためには俺もここに並べばいいのだろうか？

　ひとまず列の最後尾に並んでみる。

「おい、坊主」

「え？」

　いきなり後ろから話しかけられ、俺は振り返った。

　俺の後ろに並ぼうとしていた四人組のパーティーの一人が、俺を見下ろすようにジロジロと見ていた。

「お前、見ない顔だな。新人か？」

「そうだけど」

「ふ～ん。登録はもう終わってるのか？」

「いや、まだだ。今日はその登録のために来てて」

「なら並ぶのはここじゃねえよ。今の時間、時間のかかる冒険者登録は別で受け付けしてるんだ。そっちに行け」

　そう言われて、列を詰められてしまう。

「あ、ありがと」

　教えてもらったのでお礼を口にするが、向こうはもうこっちを見ていなかった。楽しそうに仲間とこれから受けるクエストについて話している。

　こんな風に、俺も冒険を一緒に楽しむ仲間ができるだろうか？

　少しだけわくわくしながら、周囲を見回して、男に言われた冒険者登録受付用のカウンターを探してみる。

　受付カウンターの隣となりに、それらしき場所があった。

　他の受付嬢が忙しそうに働いている横で、一人ぽつんと暇そうに佇たたずんでいる受付嬢がいた。恐らくはあそこがそうだろう。もしも違った場合は、彼女に正確な場所を聞けばいい。

「登録までこぎ着けられるかな？」

「どうだろうな。びびって逃げちまうんじゃないか？」

　先程の冒険者たちがこっちを見て、そんなことを囁ささやいていた。なんのことかわからず首を傾かしげたが、見つけた受付嬢に近付くにつれ、その意味を理解することになった。

　それくらい美しく、冷たい人がそこにいた。

　綺麗な銀色の髪。憂うれいを帯おびたグリーンの瞳ひとみ。

　ツンと横に伸びた耳が特徴的だが、それよりも目を奪われたのは、彼女の纏まとっている空気だった。ギルドはどこもかしこもうるさいほどに賑にぎやかなのに、彼女の周りだけはすべてが凍り付いたような静けさで満ちている。

　彼女の前に誰も並んでいないのは、彼女が登録を担当しているのではなく、純粋に話しかけるのが躊躇ためらわれるからではないだろうか。彼女の容姿に釣られて近付いてきた男たちは、その凍えるような眼差しで一いち瞥べつされただけで怯おびえて踵きびすを返している。

　よし、話しかけるのはやめよう。俺はそう考えた。

　受付嬢は他にもいるし、なんだったら受付が空く時間帯に出直してくればいい。あえて彼女に話しかける理由はないはずだ。

　ない……はずなんだけど。

　その冷たい横顔はたしかに他者を拒絶していた。

　けれど他の人たちの楽しげなやり取りを、どこか羨うらやましそうに眺めているようにも見えたのだ。

「すみません。冒険者登録したいんだけど」

　気が付けば、俺は彼女に話しかけていた。

　彼女の視線が向けられる。まるで背中に氷の刃やいばでも突きつけられたかのような、そんな錯覚さえ覚える冷ややかな目つき。

「あの、俺、冒険者登録がしたいんだけど」

　それに負けないように、もう一度繰り返す。

　すると彼女の瞳が戸惑うように揺れ、威圧感が少しだけ和やわらいだ。

「かしこまりました。ではこちらの書類にご記入ください」

　感情の乏とぼしい平へい坦たんな声が返ってくる。どうやら登録を受け付けてもらえるらしい。

「それと登録料をお願いできますか？」

「わかった」

　登録料を支払い、カウンターの上に差し出された紙に記入していく。

　名前や年齢、志望動機。そこはよかった。正直に記入していったが、最後の項目、ステータスの欄らんに俺はなにも書くことができなかった。

　けれど彼女は気にする様子はなく、空欄のある書類を受け取った。もしかしたらステータスの記入は必ひつ須すではないのかも知れない。そう思った直後、彼女は冷や水を浴びせるように要求してきた。

「それでは最後にステータスの開示をお願い致します」

　そうだよな。個人のことが一番わかるステータスの開示が不要なわけがない。

　あらかじめわかっていたことではあるけど、この先の反応を思うと気が進まなかった。

「あの、ステータスを開示していただけなければ冒険者登録は出来かねるのですが」

　何度か繰り返し要求されたところで観念し、オープンと唱えて自分のステータスを開いた。

　誰にも読めない俺だけのステータスを。

「……え？」

　俺のステータスを見て、彼女が初めて表情を変えた。

　驚き。俺のステータスを見た人全員が最初に見せる顔だ。

　そして次に、得体の知れないものを前にしたような目で俺を見るのだ。まるで怪物かなにかを見るような目で。

　けれど彼女は違った。

「……羨ましい」

　俺のステータスに羨せん望ぼうの眼差しを向け、彼女はそうつぶやいた。

　これには俺の方が驚かされる。そんなことを言われたのは生まれて初めてだった。そんな感想、絶対に聞くことはないと思っていたのに。

　なんだろう。不思議な気持ちだった。口元に笑みが浮かんでしまう。

　それを見て、彼女は尋ねる。

「……なぜ笑うのですか？」

「ごめん。俺のステータスを見て、羨ましいなんて言ったのはあんたが初めてだったから」

　俺の言葉に彼女も納得したようだった。

　それからいくつかの言葉を交わす。彼女とやり取りをするうちに、この人とは長い付き合いになる予感がした。

　その予感を本物にするために、俺は自己紹介をすることにした。

「はじめまして。俺はライ・オルガスだ。これからよろしくな！」

「はじめまして。私はリカリアーナ・リスティマイヤと言います」

　彼女も名乗り返してくれる。

　リカリアーナ・リスティマイヤ。綺麗な響きの名前だった。見た感じ年上だから、リカさんと呼ぼう。そんなことを考えていた俺に、彼女は頭を下げて続けた。

「これからよろしくお願い致しますね、ライさん」

　後になって思えば、このリカさんの言葉こそが、俺の冒険者生活の始まりを告げる言葉だったのだろう。

　それからずっと、冒険者としての俺の一番近くには、リカさんがいたのだった。
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　夕刻、二階建ての宿『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』内にある食堂のカウンター席で、俺は一人思い悩んでいた。

「う～ん。どうする？　どうすればいいんだろう？」

「ライさん、どうしたんですか？」

　俺を心配して話しかけてくれたのは、今日も元気いっぱいに働いていたロロナちゃんだった。

「さっきからずっと頭を抱えてますけど、なにか悩み事でもあるんですか？　わたしでよければ聞かせてください」

「……本当に？」

「もちろんです。あ、いつもみたいにお父さんの方がいいなら呼んできますけど」

「いや、ロロナちゃんの方がいい」

　俺が今抱えている問題は、親父おやじさんでは助言のしようがないだろう。

　正確にいうのであれば、女性じゃないとわからない問題である。だからロロナちゃんが話しかけてくれたのは、まさに天の助けに等しかった。

「ロロナちゃんさえよければ、相談に乗ってくれないか？」

「任せてください！」

　目をまっすぐ見てお願いすると、ロロナちゃんはその瞳ひとみにやる気の炎を漲みなぎらせた。

「お父さんじゃなくてわたしがライさんから頼られるなんて、もしかしたら初めてかも知れません！　どんなお悩みでもばっちり解決してみせますよ！　さあ、悩み事を教えてください！」

「実はさ、今朝のことなんだけど」

　今朝、俺は期限の切れかけていた魔まの森もりへの通行許可証を再発行してもらうべく、いつものように冒険者ギルドを訪ねた。混雑するギルドの中も慣れたもので、他の冒険者たちを避よけつつまっすぐリカさんのいるカウンターに向かった。

　その足取りは軽やかだったことだろう。朝の日課である剣の修行でおもしろいことが出来るようになり、少しだけ浮かれていたのだ。

　リカさんにも早くこのことを伝えたいと思って、

『リカさん、聞いてくれよ！　実はさっき山で剣の修行をしてるときに──』

『すみません、ライさん。私は少しやることがありますので、許可証の発行は誰か別の人に頼んでください』

　しかしリカさんは軽く頭を下げて、足早に立ち去ってしまった。

　……まあ、そういうこともあるだろう。

　残念ではあったけど、そのときはそう考えて、俺は仕方なく他の受付嬢に通行許可証を発行してもらい、魔の森に向かってモンスターの討伐に励んだ。

　そして倒したモンスターの買取をしてもらうべく、夕方にもう一度ギルドを訪れた俺は、カウンターで作業していたリカさんを見つけた。

　今度こそ話を聞いてもらおうと思い、俺は今日一番の速度でカウンターに駆け寄っていった。

『リカさん、リカさん、実は修行してたら必殺技が使えるようになってさ──』

『すみません、ライさん。色々と忙しくて。モンスターの素材の買取査定は別の人に頼んでもらえますか？』

　しかしリカさんは軽く頭を下げて、またもや足早に立ち去ってしまったのだった。

「……俺、どうもリカさんに避けられてるみたいなんだ」

「避けられてる？　リカリアーナさんにですか？」

「そう。一回ならまだしも、二回もなんて明らかにおかしい」

　冒険者になって三年、こんなことは初めてだった。よくも悪くもリカさんは表情を変えることなく、いつも淡々と俺の話を聞いてくれていたのに。

「なるほど。話はわかりました」

　ロロナちゃんは俺の話を聞いて何度か頷うなずくと、

「ちなみに、なにか怒らせるようなことをした覚えは？」

「うぐっ」

「心当たりがあるみたいですね」

「心当たりというか、ほぼ確定的な出来事がひとつあって」

　そちらは今から二週間ほど前のこと、魔の森で行われたドラゴン探索での一件だ。

　迷い込んだマルドゥナダンジョンで、心配して冒険に同行してくれたリカさんにとんでもないことをしてしまった。弁明させて欲しい部分はあるけど、結果的に俺はリカさんの唇を奪ってしまったのだ。

　しかも初めての。

「ロロナちゃんってさ、キスしたことある？」

「と、突然なんですか？」

　衝動的に口からもれた質問に、ロロナちゃんが目に見えて狼ろう狽ばいする。

「き、キスですか？　そそそそれはもう、ええ、わたしくらい大人な女性なら経験していて当然と言いますか！」

　したことがないらしい。見栄を張ろうとしているみたいだけど、顔が真っ赤だし、目が完全に泳いでいる。

「……すみません。噓うそです。したことありません」

　本人も自分で言っていて無理があると思ったのか、最終的に素直に認めた。

「あれです。キスは本当に好きな人ができて、付き合うことができたときにするものですから。わたしが経験してないのは、ある意味当然のことなんです！」

「そんな力説しなくても、別に経験してるかどうかでなにかが変わるわけじゃないし」

「本当ですか？　こいつ子供っぽいなとか思ってません？」

「思ってないよ」

　あえて小悪魔的な言動をするときがあるから、本人としては恥ずかしいのかも知れないが、年齢を考えれば別におかしなことではないだろう。

「まあ、そうやって照れちゃうところはまだまだ子供かもな」

「ライさん以外に言われたときは、ちゃんと冗談混じりで返せますよーだ」

　軽くからかうと、ロロナちゃんは持っていたお盆で赤くなった顔を半分隠し、軽くにらみつけてきた。

「けどまた、どうして急にそんなこと聞いてきたんですか？」

「それなんだけど」

　俺はリカさんの唇を奪ってしまった一件を話した。

　あまり誰かに話すようなことでもないけど、ロロナちゃんなら言いふらしたりはしないだろう。

「──という経緯で、リカさんの唇を奪っちゃってさ。たぶんそれが原因で避けられてるんだと思う」

「ふ～ん。そうなんですか。へえ、そんなことがあったんですね」

「ああ。だからロロナちゃん、同じ女性として、こういうときに俺はどうすればいいのか、なにか助言をください！」

「……いいですけどね、別に。緊急事態だったみたいですし、そもそもわたしがとやかく言えるようなことでもありませんし」

　頭を下げてお願いすると、ロロナちゃんはぶつぶつとなにかをつぶやき、それからぷくりと頰ほおを膨ふくらませた。

「えいっ」

　かと思えば、突然自分の頰を軽く叩たたいて顔を戻し、一度大きく深呼吸をしてから、いつもの明るい笑顔に戻って俺に向き直った。

「つまり、わたしにリカリアーナさんと仲直りするのを手伝って欲しいってことですよね？」

　ロロナちゃんの百ひやく面めん相そうに少し戸惑いつつも、俺は首を縦に振った。

「わかりました。改めてお任せください。しっかりと協力させていただきますので」

「ありがと。このお礼はさせてもらうから」

「いいんですよ。いえ、仲直りさせるのは微妙によくないんですが、ライさんのお悩みを解決すると言った手前、そこはぐっと堪こらえて協力させていただきます！」

「ありがとう……でいいのかな？」

「大丈夫です。それでリカリアーナさんに避けられるようになってしまったとのことですが、他にはなにか変化とかありませんか？　口汚く罵ののしられるとか、冷たい目でにらまれるとか」

「冷たい目で見られるのは前からそうだよ。罵られたりはされてないけど」

「そう言えば、リカリアーナさんってそうですね。あ、けどそれなら嫌われたんじゃなくて、顔を合わせるのが恥ずかしくて避けられてるって可能性もありませんか？」

「いや、実はその冒険のすぐあと、お詫わびの意味も込めて俺のおごりで食事に行ったんだ。恥ずかしがってるだけならそれも断るはずだから、たぶん違うと思う」

「むむむ、それも初耳です。でもそうですね、それなら恥ずかしくて避けられてるって感じじゃなさそうですね」

「やっぱり嫌われたのかな？」

「決めつけるのはまだ早いですよ。ちなみに、その食事の席でのリカリアーナさんの様子はどうだったんですか？」

「……そう言えば、そのときから様子がおかしかった気がするな」

　酔ったあとのリカさんの印象があまりにも強かったから、今の今まで思い出せなかったけど、間違いなくあのときのリカさんはいつもとは様子が違っていた。ご飯も食べずに、なにかを忘れようとするようにお酒ばかり飲んでいた。

「じゃあ、もしかしたらライさんとは関係ないことで、なにかあったのかも知れませんね。忙しいというのも本当のことかも知れませんよ？」

「つまり俺が考え過ぎてるだけ？」

「ライさんが嫌われた可能性もゼロじゃないですけどね」

　ロロナちゃんがにっこり笑顔で現実を突きつけてくる。俺を元気づけたいのか落ち込ませたいのか、どっちなんだろうか？

「どちらにせよ、リカリアーナさんと今距離が出来てるのは間違いないわけですし、ここはひとつ贈り物でもしてみてはどうでしょうか？」

「贈り物？」

「嫌われてしまったなら仲直りのために。リカリアーナさんが他のことで大変なら元気づけるために。贈り物は効果的だと思います」

「なるほど」

　いい考えかも知れない。

　問題は俺が、女の子相手になにを贈っていいのかわからないってことだけど。

「ロロナちゃんならなにをもらったら嬉うれしい？」

「う～ん。わたしはなにをもらったかより、誰にもらったかを重視しますからね。変な物でも、その人が一生懸命選んでくれたものなら嬉しいです」

　素敵で難しいアドバイスだった。俺が悩んだ末に選ぶ代しろ物ものは、間違いなく武器の手入れ道具とか食べ物とかになるだろう。

　俺の顔を見てそのあたりを察したのか、ロロナちゃんは少し考えてから手を胸の前で叩いた。なにか名案を思いついたようだ。

「じゃあ、明日わたしと一緒にリカリアーナさんへの贈り物を探しに行きましょう。わたしが色々と、女の子が欲しがりそうなものを教えてあげますから」

「助かるけど、お店はいいの？」

「買い出しということでお父さんには許してもらいます。ただ、そっちにもお付き合いしてもらうことになりますけど大丈夫ですか？」

「もちろん。荷物持ちくらいならいくらでも付き合うよ」

「では明日の朝、うちの前で待ち合わせということで」

　約束を交わすと、ロロナちゃんはスカートの裾すそを翻ひるがえして仕事に戻っていった。

　その後ろ姿がすごく楽しそうに見えたのは、果たして俺の気のせいだろうか？

「お待ちどおさん」

　タイミングを見計らっていたかのように、親父さんが注文した料理を届けてくれる。

「待ってまし──って、あれ？」

　料理は注文したとおりのものだったが、一緒に置かれたコップの中身は、俺が頼んだお酒ではなくただの水だった。

「親父さん、お酒は？」

「馬鹿野郎。明日うちの可か愛わいい娘とデートするっていうのに、二日酔いで行くつもりか？」

「デートって、明日は買い物に付き合ってもらうだけだよ」

「ライがそう思っていても、ロロナの方は違うかも知れないだろ？　いいから、今夜のところは水で我慢しとけ。いざというとき、お前にはロロナの護衛をしてもらわないといけないんだからな」

「護衛？」

「そうだ。例の事件、また被害者が出たってよ」

　被害者と聞いて、すぐに親父さんがなんのことを言っているのか理解した。

「被害者って、例の連続殺人の？」

「これで七人目の被害者ってわけだ。いつもどおりの食い散らかしぶりだったらしい」

　マルドゥナダンジョン発見の話題もいくらか落ち着いた王都では、もっぱら連続殺人鬼の話題で持ちきりだった。

　最初の犯行は今から一月半ほど前になるか。人通りの少ない裏路地で女性の怪死体が見つかったのを皮切りに、立て続けに六名の、いや、七名の被害者が出ている。

　被害者に共通する特徴として、女性であることと遺体が獣かなにかに食い散らかされていることが挙げられる。しかも同一人物による犯行であることを誇こ示じするように、頭部だけはいずれも綺き麗れいなまま残してあるという。犯行現場は凄せい惨さんの一言だろう。

　そのため、今回の連続殺人鬼はこう呼ばれていた。

「人ひと喰くい、か」

「なんでも、そんな名前のスキルを持つ咎とが持もちが、帝国で確認されてるらしい」

　咎持ちというのは通称であり、正式には『咎とが人びと系けいスキル保有者』という。

　数多くあるスキルは、それぞれ戦闘系スキル、魔法系スキル、職人系スキルなど、傾向によって大別できるのだが、その中のひとつに咎人系スキルと分類されたスキル群が存在する。

　盗賊。詐欺師。暗殺者。呪じゆ術じゆつ師し。そして殺人鬼。

　今回の人喰いのような希少なものを含めるともっと多いが、咎人系スキルとは罪科を犯す才を指すスキル群だ。

　スキルに沿った職業がその人の天職だという考えでいえば、つまり咎人系スキル保有者は、生まれながらに神より『お前は犯罪者になるだろう』と名指しされた人間ということになる。

　よって十歳のステータス確認の際、この咎人系スキルの発現を確認された子供は、例外なく国の管理下に置かれることになる。

　ランクによって拘束の度合いは異なり、低ければ定期的な所在報告義務や軽い監視など。高いランクを生まれ持った者は、まだ罪を犯していないにもかかわらず一生を牢ろうに繋つながれて過ごすこともあると聞く。

　それでもこのフレンス王国での咎人系スキル保有者の扱いは、大陸を見渡せばまだ軽い方だ。他の国では見つかり次第即抹殺というところもあるらしい。件くだんの人喰いが発見された帝国もそうだった気がする。

　もちろん、咎人系スキルを生まれ持ったからといって、全員が本当に犯罪者になるわけではない。普通に生きている人もいる。けど歴史上に名を残すような犯罪者のほぼすべてが、この咎人系スキルを持っていたのも事実である。

　どちらにせよ、実際に殺人を犯してしまっている以上、今回の連続殺人鬼には嫌悪感しか湧わかないが。

「その帝国の人喰いが、この国にやってきたのかも知れないな。まだ捕まってないんだろ？」

「みたいだな。帝国騎士が血ち眼まなこになって探してるらしいが、未いまだに個人の特定すらできていない状況だってよ」

「顔もステータスもわかってないのに、そんなに有名なんだ」

「とんでもないことをやらかしてるからな。なんでも五年くらい前に、帝国にあるうちみたいな宿の食堂に現れて、そこにいた人間を全員喰っちまったんだとさ」

「……嫌な話だな」

　特に食事時に聞きたい話ではない。まあ、この程度で食欲が失うせるなら、冒険者なんてやっていられないんだけど。

「けどそんなことがあったなら尚更、顔くらいはわかってるんじゃあ？」

「そこは本当によくわかってないみたいだな。男って話もあるし、女って話もある。年齢もまだ十代の子供って話もあるし、二十歳を超えた大人って噂うわさもあるみたいでよ」

「また情報が錯さく綜そうしてるな。しかもどれも特徴らしい特徴がないし」

「特徴ならひとつ気になる噂もあるぞ。……ん、いやけどこれはなぁ」

　いきなり口を噤つぐんだ親父さんを見て首を傾げると、「あくまでも噂なんだがな」と改めて前置きした上でその特徴を教えてくれた。

「なんでもその人喰いは、銀髪のエルフなんだとよ」

「銀髪のエルフ……」

　そう言われて思い出すのは、当然リカさんのことである。

　あの人がそんなことするはずがないので、俺はちょっと険しい表情をしてしまった。あくまでも噂なのはわかっているのだが、まるでリカさんの悪口を聞いたみたいで気分がよくない。

「とまあ、王都も最近は物騒なわけだ。ライ。明日はちゃんとロロナを護衛してくれよ」

　親父さんもそれを察してか、人喰いの話題を切り上げて最初の話に戻す。

「任せてくれ。親父さんが心配するようなことにはならないよ」

　俺も親父さんの頼みを快く引き受ける。頼まれなくても、ロロナちゃんが危ない目にあったら助けるに決まっているが、俺は気を引き締めるために、お酒ではなく用意された冷たい水を呷あおるのだった。
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　翌日、朝の日課だけこなしたあと、宿に戻ってロロナちゃんを待っていると、しばらくして私服のロロナちゃんが店から出てきた。

「お待たせしました、ライさん！」

　日差しの暖かい天気に似つかわしい膝ひざ丈たけの短いスカートに、明るい色の上着。いつもは結ゆい上あげている髪を今日は下ろしており、なんだかいつもとは印象が違った。少し大人っぽい気がする。

「へ、変ですかね」

　ロロナちゃんは俺の視線に気付き、毛先を指で触りながら聞いてくる。

「よく似合ってるよ。その髪型も可愛いと思う」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　ロロナちゃんは頰を嬉しそうにゆるませる。

　そんな表情を見ると、親父さんに言われたのもあって、これはもしかしてデートなのではないかと変に意識してしまう。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

　内心のくすぐったさを表には出さないように努めつつ、俺たちはリカさんの贈り物選びに出発した。

「ライさん。まずはどこへ行きましょうか？」

「この時間だし、やっぱり青空市かな？」

「青空市。いいですね。近くのとこから見て回りましょう」

　宿や食事処の連なる城壁に近い細い路地から、住宅の固まっている方角に向かって歩いていく。

　フレンス王国の王都ラシェールは、周囲を城壁に囲まれた城じよう塞さい都市だ。といっても城壁は古びており、所々崩れかけている始末である。

　王都が城塞都市としての真価を発揮して外国と戦っていたのは遙はるか昔のことだ。今では魔の森を挟んだ隣国を除いて、周辺諸国を平定し終えているため、この王都が戦場になることはまずあり得ないと言われている。城壁の修しゆう繕ぜんは最低限のみで、古き時代の面影をわざと残しているという噂だった。

　城壁は街の中心にある王城の周りと、貴族たちが主に暮らしている高級住宅街の周りにも築かれている。だから街のどこにいても、遠くを見渡せばどこかの城壁に辿たどり着つくことになる。王都が城壁の街と呼ばれているのも納得の景色だった。

　遠くの街からやってくる人たちは、古めかしい城壁の存在に威圧感を覚えるらしいけど、ずっとここで暮らしている俺にはその感覚はよくわからない。

　むしろ城壁の表面の亀き裂れつや崩れ方を目印として覚えているので、たとえ道に迷っても一度どこかの城壁まで行けば、今自分が街のどこにいるのかがわかって便利だと思うくらいだ。

　王都で生まれ育ったロロナちゃんもそれは同じだろう。鼻歌を唄うたいながら、軽やかな足取りで歩いている。

　談笑しながら歩くこと少し、住宅街のところどころにある開けた広場のひとつに到着する。

　雨が降っていなければ毎朝のように行われている青空市では、大通り沿いにある看板を掲げたお店とは違い、駆け出しの職人や近くの村で作物を作っている農家の人たち、遠くの街から来た行商人などが好き勝手に商品を並べて販売している。

　ひとつの広場で欲しい物が見つからなくても、他の広場へ足を運べば、大概のものは揃そろうと言われている。値段も交渉次第でかなり安くなるので、俺も昔からよく消耗品などの購入に使っていた。

「ライさん、こういう細工品はどうですか？」

「綺き麗れいだけど、リカさんってアクセサリーとかはつけてないからなぁ」

　ロロナちゃんと一緒に露店を覗のぞき込こみ、ああでもない、こうでもないとリカさんへの贈り物を選んでいく。

　結構な掘り出し物はいくつかあったが、どれも今ひとつピンと来なかった。リカさんがもらって喜んでいる姿が想像できない。

「そういえば、わたしリカリアーナさんのことあんまりよく知らないんですよね」

　広場に出ていた店すべてを見終わり、次の広場に移動するタイミングで、ロロナちゃんがそう切り出した。

「贈り物選びの参考になるかも知れませんし、リカリアーナさんのこと色々と教えてもらっていいですか？」

「リカさんのことか。そうだな。リカさんはギルドの受付嬢で、俺の担当をしてくれているんだ」

「それは知ってます」

「あとは……ああ、エルフなんだよ」

「それも見たらわかりますよ」

　そりゃそうだ。俺はなにを言っているんだ？

「趣味とか、好きな食べ物とかが知りたいんですけど」

「……ごめん。知らない」

「知らないんですか？」

「リカさん、自分のことは話したがらない人だから。食事とかに誘っても基本的に断られてばっかりだよ。この前のが最初で最後」

　三年間、ずっとお世話になっているのに、俺はリカさんの好きな食べ物ひとつも知らない。この前の冒険を経て、少しだけ距離が縮まったかと思ったけど、結局、あのあと食事に誘っても断られてばかりだった。

「お二人って、わたしが思っていたほど深い仲ってわけでもないんですね」

「なんでちょっと嬉しそうなの？」

「おっといけません。ここで喜ぶのは乙女的には正解ですが、頼れる女としてはダメですよね」

　ロロナちゃんは自分の頰をむにむにともみほぐす。

「けど困りましたね。好きな物がなにもわからないとなると、贈り物を選ぶのが難しいです。ライさんが悩むのも納得ですよ」

「そうだよなぁ。お酒はこの前たくさん飲んでたけど、別に好きだから飲んでたようには見えなかったしなぁ」

「う～ん。じゃあ、別の方向から選んでみますか？」

「と言うと？」

「リカリアーナさん個人の好きな物がわからないなら、エルフの人が好む物を探すんです。たしかエルフの人って、普通は森の奥に隠れて住んでるんですよね？」

「森で生まれ育って、あまり人間の国には来ないものらしいな」

　エルフはあくまでも俺たちと同じヒト種族だけど、数が少なく、部族ごとに森の奥に隠れて住んでいると言われていた。一部では伝説扱いされているくらいで、俺もずっと王都に住んでいるが、エルフはリカさん以外見たことがない。

　そういう意味では、リカさんはエルフの中でも変わり者ということになるのかも知れない。

「異国の地にエルフは自分一人だけなんですから、リカリアーナさんも故郷のことを思い出して、ふと寂さびしくなったりすることもあるかも知れません。それを慰なぐさめられる……そうですね、お花なんてどうでしょう？」

「お花か」

　リカさんがお花に水をやっている姿を想像する。予想以上にしっくりときた。

「いいかも知れない。ただ、リカさんはギルドの寮で暮らしてるらしいから、部屋で育てられる物とかの方がいいかもな」

「ならいいのを知ってます。前にあっちの方の広場で、小さな植木鉢に入ったお花を売ってるお店を見つけたんですよ」

　腕を絡め、俺を引っ張って駆け出そうとするロロナちゃん。

　けれど急に走り始めた所せ為いで、向こうから人が歩いてきていたことに気付けず、正面からぶつかってしまう。

「きゃっ！」

「おっと」

　地面に倒れそうになるロロナちゃんを腕で支える。咄とつ嗟さのことだったので、半分抱きしめるような形になってしまった。

「ロロナちゃん、大丈夫？」

「あ、ありがとうございます、ライさん」












　ロロナちゃんは頰を赤く染め、自分の足で立つと、ぶつかった相手に向かって頭を下げた。

「あの、すみません。急いでいて前を見ていませんでした。そちらは大丈夫ですか？」

　フードを目ま深ぶかに被かぶったその男は、ロロナちゃんが軽かったのもあって倒れたりはしていなかった。

　怒っている様子もないのだが、なぜか俺とロロナちゃんを交互に見てニヤリと笑った。まるで獲物を前に舌なめずりをする蛇へびのような、そんないやらしい笑みだった。ロロナちゃんがびくりと肩を震わせ、顔を青くする。

　俺はロロナちゃんを庇かばうように前に出た。

「……次からは気をつけようね」

　男はフードを被り直し、一言だけ言って歩き去っていった。

　後ろ姿が完全に見えなくなったところで、ロロナちゃんが俺の背中から出てくる。

「なんか怖い人でしたね」

「そうだな」

　身のこなしは荒事とはあまり関係ないようだったけど、その眼差しに妙な迫力のある男だった。

「そんなことより、ライさん。お店に急ぎましょうか。あそこ、午前中しか出してないんですよ」

「切り替え早いな、ロロナちゃん」

「うちは本格的な酒場じゃないですけど、お酒を扱ってますので、ああいう変な感じのお客さんはよくいますからね。いちいち気にしてたらやってられないですよ」

　ロロナちゃんは明るく笑い飛ばす。親父さんに似てたくましいことである。

「それに、ライさんもいますからね」

「俺？」

「はい。咄嗟に後ろに庇ってくれました。なんかわたし、不ふ謹きん慎しんですがちょっとドキッとしちゃいました」

「ま、まあ、親父さんからも頼まれてるしな」

「お父さんから頼まれてなければ、わたしのこと守ってくれないんですか？」

　ロロナちゃんが上目遣いでそう聞いてくる。

　女の子にそんなことを言われてしまったら、男として返すべき言葉はひとつしかなかった。

「まさか。ロロナちゃんが危ないときは、どこにいたって駆けつけるよ」

「ふふっ、なら安心ですね」

　ロロナちゃんはあまり真に受けていない素振りで、より強く俺の腕を自分の身体からだの方に引っ張って歩き出す。

　その頰は林りん檎ごのように赤くなっていたが、俺はそれには気付かないふりをした。
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　それからしばらくして、リカさんへの贈り物は決まった。その後、ロロナちゃんの買い物に付き合い、両手にたくさんの荷物を持って俺たちは『黄金の雄鶏亭』に帰ってきた。

「今日はありがとな、ロロナちゃん。お陰でいい物が買えたよ」

「いえいえ、お役に立てたなら嬉しいです。わたしも色々と買えて助かりました。ちょっと買いすぎてしまって、ライさんにはごめんなさいですけど。荷物、重たくなかったですか？」

「これくらいなら余裕だよ。倍の量でも平気だ」

「すごい！　さすがは冒険者ですね！」

「まあ、俺はカウンターベアーも倒したことがあるからな！」

「とってもすごいです。そのモンスターがどれくらい強いのかはよくわかりませんが」

　そうだよな。冒険者じゃないと、モンスターの具体的な強さはわからないよな。

　それでも純粋にロロナちゃんが褒めてくれているのはわかった。他のみんなはあんまり信じてくれなかったので、結構嬉しかったりする。

「じゃあ、わたしは荷物をお父さんに渡してきますね」

「中まで運ぶよ」

「大丈夫です。ライさんはリカリアーナさんに贈り物を渡しに行ってあげてください。こういうのは早ければ早いほどいいんですからね」

「……なら、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

　俺は宿の入り口のところに荷物を置いて、冒険者ギルドに向かうことにした。リカさん、喜んでくれるといいんだけど。

「あの、ライさん！」

　歩き出したところをロロナちゃんに呼び止められる。

「わたし、ライさんとリカリアーナさんが仲直りできればいいって思ってます。本当です。けど、仲良くなりすぎるのもそれはそれでおもしろくなくて、その、ええと」

「ロロナちゃん？」

「だからわたし、わたしはですね」

　ロロナちゃん自身も、自分でなにを伝えたいのかよくわかっていない様子だった。けどやがて自分の中で言葉が形になったのか、笑みを浮かべて続けた。

「だからわたし、腕によりをかけて夕ご飯を作るので、帰ってきたら仲直りできたお祝いをしましょう」

　だから早く帰ってきてください、とその微笑ほほえみに言われているような気がした。

「それだけです！　わたし、ライさんとリカリアーナさんが仲直りできるように祈ってますから！」

　顔を赤くして、ロロナちゃんは宿の中に消えていった。

　……もしかしてだけど。

　ロロナちゃんの言葉を思い出し、俺は頰を指で掻かいた。

　自意識過剰でなければ、少なからずロロナちゃんから好意を持たれているのだろうか？

　この一年ほぼ毎日顔を会わせているわけだし、それなりに仲良くなれたとは思うけど、そこまで好意を持たれるようなことをした記憶がない。というより、情けない姿を多く見せていると思うのだが。

　けれど今の言葉も、これまでのリカさんへの不自然な敵意も、嫉しつ妬とだと考えれば納得がいくのだ。

　……まあ、すべて俺の自うぬ惚ぼれかも知れないが。

　どちらにせよ、ロロナちゃんもリカさんと仲直りして欲しいと応援してくれているのだ。ここは男らしく、ビシッと決めてこよう。

「よしっ、行きますか」

　俺は意気込みも新たに、冒険者ギルドに向かって出発するのだった。
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　冒険者ギルドの中に入ると、リカさんは受付でいつものように仕事をしていた。

　その周りには他のギルド職員が数人、各々の仕事をこなしている。

　さてどうしたものか。リカさんは目立つのが嫌いだから、さすがに受付カウンターで贈り物を手渡しするわけにもいかない。できれば、他の人には気付かれずに呼び出したいものだが。

「やっほー、ライくん！　そんなところでこそこそしてどうしたの？」

「うぉっ！」

　入り口からこっそりとリカさんの様子をうかがっていると、いきなりのあいさつと同時に強い衝撃が背中に走った。

　後ろを振り向く。俺の腰の辺りに抱きついていたのは、子供のように小柄な女の子だった。












　ツインテールに結んだ髪に大きな瞳。冒険者ギルドの制服から伸びた腕や足は、日に焼けたものとは異なる褐色の肌をしている。

　そんな彼女の腕に込められた力は、幼い見た目とは裏腹にパワフルだ。

　それもそのはず。彼女は見た目通りの幼子ではない。大人でも子供にしか見えない小柄な体格とは裏腹に、恵まれた筋力値と耐久値で有名なヒト種族、ドワーフの女性なのだ。

　ルッフル・マルドゥガル。これで二十歳を超えているらしいギルドの受付嬢である。

「ちょうどよかった。ルッフル、頼みがあるんだけど」

「え？　なになに？」

　ルッフルはリカさんと一番仲がいい同僚である。俺は彼女に事情を伝え、リカさんをこっそり呼び出してもらうことにした。

「──というわけなんだけど」

「なるほどなるほど。リカに贈り物ねぇ」

「頼めるか？」

「それくらいならお安い御用！　全部このルッフルさんに任せてちょうだいよ！」

　ルッフルはにんまりと笑うと、胸を叩いて快く請け負ってくれた。

「ライくんはギルドの裏手で待ってて！　すぐにリカを向かわせるからね！」

「頼むな」

「ふっふっふ。任せておいて。では早速──お～い、リカ！　ちょっといい？」

　リカさんの方に向かうルッフルと別れ、指定されたギルドの裏手に向かう。

　贈り物を後ろ手に隠しながら、リカさんが来るのを待つ。

　しかし、リカさんはなかなか現れなかった。

　もしかしたら仕事が忙しくて手が離せないのかも知れない。あるいは、ルッフルが失敗したのか。それとも俺が呼んでいると知って拒否しているのか。

　贈り物を渡す緊張も相まって不安に思っていると、向こうからリカさんがやってくるのが見えた。

「お待たせしてすみません」

「リカさん。よかった」

　少なくとも、顔も合わせたくないほど嫌われてはいないらしい。

「仕事中にごめん」

「いえ。問題ありません」

　そう言ってから、リカさんは口を閉じ、視線を自分の足下に落とした。

　珍しい反応である。表情こそいつもと同じだが、どことなくそわそわしているような気がする。視線を俺と合わせてくれない。

　不思議には思ったが、俺は手の中の贈り物の存在を思い出し、早速本題を切り出した。

「リカさん。ルッフルからもしかしたら聞いたかもだけど」

「はい。ルッフルからライさんの用件は聞いています」

「そっか。じゃあ話は早い。リカさんには俺が冒険者になったときから、ずっとお世話になっていて」

「あの！」

　贈り物を渡す前に日頃の感謝の気持ちを伝えようとしたところ、これまた珍しいことに、リカさんにしては大きな声で遮さえぎられてしまった。

「お気持ちは嬉しく思うのですが、ライさんには私などよりも、もっと素敵な人がいると思うのです。ですからどうか、伝えようとしてくださっているその言葉は、別の人に伝えてあげてください」

「え？　いや、俺はリカさんに──」

「私はダメです。そんな言葉、贈る価値がありません」

「そんなことないって、俺、リカさんには心の底から──」

「それは私がライさんを騙だましているからです。過去を隠し、本性を隠しているから。本当の私はとても醜くて、あなたに好きになってもらえるような存在ではないのです。だから告白なんて──」

「ん？　告白？」

「え？」

「えっ？」

　顔を見合わせる俺たち。なにか話が食い違っているような。

　リカさんも察したのか、恐る恐るといった感じで口を開いた。

「ライさんが私をここに呼び出した用件というのは、一体なんなのでしょう？」

「リカさんに贈り物を渡したかったからだけど、ルッフルからそう聞いてたんじゃないの？」

「いえ、そんなことは一言も聞いていません。……どうやらはかられたようですね」

　リカさんは突然後ろを振り返り、刃のような視線で一いち瞥べつした。

　すると建物の陰から「やばっ」と声がして、誰かが一目散に逃げていくのが見えた。

　子供のような小さな人影が誰だったのかは、わざわざ追いかけて確認するまでもない。

「ルッフルにしては、やけに素直にお願いを聞いてくれたと思ったらそういうことか」

　ルッフル・マルドゥガルはそういう一面のある少女なのである。

「ルッフルにはあとで文句を言っておくとして、リカさん、これを受け取ってくれ」

　ルッフルの所為で変な空気になってしまったが、リカさんに贈り物を手渡す。

　リカさんは、戸惑いの表情で贈り物と俺を交互に見た。

「なぜ突然、私に贈り物などを？」

「ほら、俺がリカさんを怒らせるようなことをしちゃったからさ」

「……なにをやらかしたんですか？」

　困惑から一転、リカさんがジト目で見てくる。

「もしかして、マルドゥナダンジョンに侵入したとかですか？　ダメですよ。あそこは今、ギルドの方で一時的に立ち入り禁止にしています。いくらライさんでも潜もぐることは許可できません」

「違うよ。気にはなるけど、マルドゥナダンジョンに潜ったりはしてないって」

「では今度はなんの規則を破ったのですか？　それとも他の冒険者パーティーと揉もめ事でも起こしてしまいましたか？　私も一緒に謝りますので、パーティー名を教えてください」

「どっちも違うから！　ていうか、リカさんの中の俺ってそういう感じなの？」

「ライさんには魔まの森もりに無許可で侵入した前科がありますし、他の冒険者の方と揉めたことも片手の指の数では効かないでしょう？」

「その節は本当にお世話になりました」

　俺にも他の冒険者から馬鹿にされて、我慢できなかった若い頃もあったのだ。

「けど今回はなにもしてないから！」

「では他に私を怒らせるようなこととは一体？」

「それは、ほら、あれだよ。この前、ポーションを飲ませるために──」

「わかりました。わかりましたからそこから先は言わないでください」

　リカさんは頰を赤くして、俺の言葉を遮った。

「ですが、そのことは食事をおごっていただいて終わった話のはずです。贈り物をもらうようなことではありません」

「でもリカさん、そのことで俺を怒っていて最近避けてたんじゃないの？」

「いいえ。私はライさんに腹を立てていることはありませんし、避けているつもりもありませんでしたが」

「最近、話しかけてもすぐ立ち去るのは？」

「それはギルドナイトとしての仕事の方が立て込んでいまして。ギルドマスターから、例の連続殺人事件の犯人について、最優先で情報をまとめて欲しいと指示を受けていたんです」

「殺人事件の？　そんなことをなんで冒険者ギルドが？」

　そういった犯罪の取り締まりは衛兵の仕事だ。凶悪犯などになると騎士団も出てくるが、冒険者ギルドの職分からは外れている。

「冒険者ギルドにというよりは、騎士団からギルドマスターへの私的な依頼のようです。それでギルドマスターから私に依頼が回ってきました。冒険者ギルドとしても、この連続殺人を放置してはおけないという判断だそうです」

「けどなんでそれがリカさんに？」

「それは……昔、咎人系スキルについて色々と調べていた時期がありまして。多少は詳しいものですから。もうすでに情報分析は終わっていますが、それなりに有用なものになっているとは思います」

「なるほど。……なるほど」

　ということはなんだ？

「本当にただ、忙しかっただけ？」

「はい」

「俺のことが嫌いになったわけじゃない？」

「はい」

「……そっか」

　大きく息を吐き出して、その場にしゃがみこんだ。なんだか自分でも不思議なくらい安心してしまった。

「なんだ。よかった。俺はてっきり嫌われたものだとばかり」

「……勘違いさせてしまったみたいですみません」

「リカさんが謝るようなことじゃないよ。俺が勘違いしてただけなんだから」

「いえ、私の表情筋がもう少しまともに機能していたら、そのような勘違いもなかったでしょうし。こちらの贈り物もお返し致します」

　リカさんは少しだけ眉まゆを申し訳なさそうに歪ゆがめて、渡した贈り物を返そうとしてきた。

　それを手で制する。

「せっかくだからそれは受け取っておいてくれ」

「ですが、受け取る理由がありません」

「たくさんあるよ。リカさんにはいつもお世話になってるし、さっき言ってたみたいに、たくさん迷惑もかけちゃってるからさ。そのお詫びということで」

「ですが……」

「あとはあれだ。この先もたくさん迷惑をかけると思うから、これからも末永くよろしくって意味もこめて受け取って欲しいな」

「……わかりました。それではありがたく受け取らせていただきます」

　リカさんはしばし迷ったのち、改めて贈り物を受け取ってくれた。

「開けてもいいですか？」

「ああ。気に入ってもらえるかはわからないけど」

「では失礼して」

　リカさんが贈り物の包みを開ける。

　中から出てきたのは、液体の入った小さな瓶だ。ちょうど以前、リカさんが持っていた体力回復ポーションのような代物である。

「これはポーション、ではないですよね？」

「残念だけど、ポーションを買うような大金は用意できなかった。それは香水だよ」

「香水ですか」

　リカさんは瓶に鼻を近付けて匂においを嗅かぐ。

「……花の香り、だけではありませんね。新緑の匂いが混ざってます」

「森の香りっていうのかな？　そんな感じの香水なんだ。リカさんの故郷がどんなところかは知らないけど、エルフの人は森の中の村に住んでいることが多いって聞いてたから、もしかしたらリカさんもそうで、故郷の森を懐かしむときもあるんじゃないかと思ってさ。そんなときに少しでも慰められるように選んでみたんだけど」

「なるほど。森の香りですか」

　リカさんは香水の蓋ふたをわずかに開いた。しばらくそのまま、匂いを楽しむように目を閉じる。

「あー、もしかして全然森と故郷とは関係なかったりした？」

「いいえ。私の故郷も森の中にありました。帝国の東に広がる大きな森です。……ええ、そうですね。おぼろげな記憶ではありますが、たしかにあの場所はこんな匂いに包まれていたような気がします」

　どこか遠くを見るような眼差しでリカさんは語る。

　気持ちを慰められるようにと選んだのだが、もしかしたら逆に郷きよう愁しゆうを思い起こさせてしまったのかも知れない。

「ごめん。なんか逆に寂しい気持ちにさせちゃったかな？」

「ご安心ください。そういうことはありませんので」

「本当に？」

「本当ですよ。私に寂しいなんて思う感情はありません」

　リカさんは香水の蓋を閉じると、俺に目線を合わせ、頰をかすかに緩ゆるめてみせた。

　透明な、触れれば消えてしまいそうな淡い微笑ほほえみ。

「ありがとうございます。こちらは大切に使わせていただきますね」

　俺は息を呑のんだ。呑まずにはいられなかった。

　初めて見たリカさんの笑顔は、酷ひどく寂しい孤独な笑顔だった。





　　　　　◇◆◇






「ライさん、お帰りなさい！」

　明るい笑顔に出迎えられる。

　ロロナちゃんの元気な声を聞いて、リカさんのほほ笑みを見てからどこかへ飛んで行っていた魂がようやく戻ってきた。

「ただいま、ロロナちゃん」

「はい、おかえりなさい！　それで成果はどうでしたか？　リカリアーナさんとは仲直りできましたか？」

「仲直りできたよ。というか、ロロナちゃんの言っていたとおり俺の勘違いで、別に嫌われたわけじゃなかったらしい」

　さっそくと言わんばかりに聞いてくるロロナちゃんに、事の顚てん末まつを説明する。

「なーんだ。そうだったんですか」

「ごめん、色々と手伝ってもらったのに」

「気にしないでください。どちらにせよ、リカリアーナさんと元の関係に戻れてよかったですね、ライさん」

「ああ。本当に」

　結果的にすべては俺の勘違いだったわけだが、あのときロロナちゃんが声をかけてくれなかったら、今もまだ俺は悩んでいたことだろう。

　それに昨日あれだけ落ち込んでいた俺が、リカさんに贈り物を渡すところまでがんばれたのは、ロロナちゃんに力を分けてもらえたからだ。……リカさんの笑顔を初めて見ることができたのは、間違いなくロロナちゃんのお陰だ。

　ロロナちゃんの笑顔には、見る人を明るい気持ちにする力があった。

　それは俺だけじゃない。多くの人がそう思っていることだろう。この店にたくさんのお客さんが毎日詰めかけているのは、親父さんの料理が美う味まいのもあるが、ロロナちゃんの笑顔が見たいからだろう。間違いなく、ロロナちゃんこそが『黄金の雄鶏亭』の看板娘なのだ。

「ありがとう、ロロナちゃん。これからもよろしくな」

「ど、どうしたんですか？　そんな改まって」

「そう言いたくなっただけだよ。ロロナちゃんがここにいてくれて、本当によかったって思ったんだ」

「なっ、ん、そんな」

　ロロナちゃんは瞬時に首まで真っ赤になると、俺から隠すように顔を背け、頰をおさえてしゃがみこんだ。

　しばらくそのまま恥じらっていたが、やがて動揺から立ち直り、立ち上がって汗をぬぐった。

「わたしもライさんと出会えて、本当によかったって思ってますから」

　それから振り返って笑った顔を見せてくれた。

「だからこれからも末永くよろしくお願いしますね！」

　輝くような微笑み。

　それは間違いなく、今日一番の素敵な笑顔だった。




　──その最高の笑顔を見ていたのが俺だけではなかったことに、俺は最後まで気が付くことができなかったのだった。
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　思い返してみれば、初めての犯行と呼べるものは、八歳のあのときがそうだったのだろう。

　当時、僕は仲のいい友達が持っている人形が欲しかった。

　別に高い物でも珍しいものでもなかったのだが、どうしても欲しくて、僕は親にねだって同じ物を買ってもらった。

　けれど、不思議なことに僕は満足できなかった。

　欲しかった人形はもう手に入ったというのに、友達が大事にしているあの人形が欲しいという欲求は収まらなかった。むしろ日に日にその欲求は増していき、堪こらえられないほどに大きくなった。

　そこで僕は、自分の持っていた人形と友達の持っていた人形を、友達に気付かれないようにこっそりと交換してしまうことにした。

　悪いことをしている自覚はあった。

　けれど同じ物なんだからいいだろうと、そう思って実行してしまった。

　実際に友達は僕が交換したことに気付いていないようだった。人形は手作りなので、些さ細さいな違いはあるはずなのだが、友達はいつものようにその人形を大事に大事に扱っていた。

　だから僕は、自分が人形を勝手に交換していたことを暴ばく露ろした。

　友達は最初呆ぼう然ぜんとなって、その手から人形を滑り落とした。それから泣き、怒り出し、返してと叫んだ。だから僕は人形を返すことにした。いや、もう一度交換することにしたのだ。

　僕がこっそりと交換した方の人形が、友達が落とした衝撃で壊れてしまったので、僕も同じように床に叩たたき付つけてから返した。友達の泣き声がさらに大きくなった。

　その日を境に、その友達と一緒に遊ぶことはなくなった。

　結局、欲しかった人形は手に入らず、友達はなくし、親にもこっぴどく怒られたけれど、僕は大きな満足感を得ていた。自分が本当に欲しかったものは手に入ったのだと、言葉では説明できない実感があった。

　……今になって思えば、僕が本当に欲しかったのは人形ではなく、友達の大事な物だったのだろう。

　さらにいえば、それを失ったときの彼女の顔が見たかったのだ。僕の初めての友達で初恋の女の子は、笑顔がとても可か愛わいらしい女の子だったから。

　そんな僕のステータスに、このスキルがあったのは当然のことだったのだろう。

　二年後に行われたステータス開示の際に初めて見た自分のステータスには、聖ハレヤ語でくっきりとそのスキルが刻まれていた。

　盗賊スキル。ランクはＣ。相手の持ち物を奪い取る才能、とステータスには記されていた。──それは咎とが人びと系けいスキルと呼ばれるスキルのひとつだった。

　だから僕は当然の帰結として犯罪者となり、こうして今は殺人鬼として活躍しているのだった。





　　　　　◇◆◇






　各地で凶行を重ねてきた僕は現在、フレンス王国の王都ラシェールに滞在していた。

　すでにこれまでに七度、この地で犯行に及んでいた。つまり僕の手によってすでに十四人の犠牲者が出ているのである。

　そう、十四人だ。首をわざわざ残している遺体は七人だが、実際はその倍の数を殺害している。一度の狩りにつき二人。男女一名ずつ、それが僕の殺人鬼としてのスタイルだった。

　具体的にはまず街を散策して、獲物となる女を見み繕つくろうところから僕の狩りは始まる。

　基本的に獲物として狙ねらうのは女だが、かといって女なら誰でもいいわけではない。第一条件として、笑顔の可愛い女の子であることは外せなかった。

　そしてもうひとつの条件として、その女の子には大事な人がいなければならない。恋人や夫といった関係の男がいると最高だ。

　王都だけあって僕好みの笑顔の可愛い女の子はたくさんいるのだが、この第二条件の方がなかなか難しい。

　僕くらいになると、一目見ただけで一緒にいる男女の関係性を見抜くことは容易たやすいのだが、薄っぺらい関係性ばかりが眼めについて、本当の意味で恋をしている女の子には巡り会えなかった。

「……今日も空振りか」

　半日街を練り歩いたのだが、獲物を見つけることはできなかった。

　そうなると、そろそろ切り上げることを考えないといけない。

　一月以上色々とはしゃいでしまった結果、僕は巷ちまたで人ひと喰くい連続殺人鬼として大きな噂うわさになっていた。衛兵だけではなく、騎士団も重い腰をあげて僕を捜し始めている。このままでは見つかるのも時間の問題だろう。

　自分の欲望を優先するあまり、僕の犯行には一定のリスクが伴う。

　一応は遺体を損傷させたりして手がかりを潰つぶしてはいるが、咎とが持もちの行動原理などを分析し、情報を上手にまとめあげられる人間が王都にいた場合、僕の行動原理を把握されている可能性は否定できなかった。

「そろそろ潮しお時どきか」

　僕は本物の人喰いとは違うのだ。一人や二人だけならともかく、さすがに騎士団全員を敵に回して逃げ切る自信はなかった。本格的に追い詰められる前に王都を発たつべきだろう。

　獲物を探すのを中断し、僕は青空市を回り出しゆつ立たつの準備をすることにした。

　──運命の出会いがあったのは、まさにそのときのことだった。

「きゃっ！」

　誰かが僕にぶつかる。

　可愛らしい悲鳴。女の子だ。

　視線を向けると、僕にぶつかって倒れそうになった彼女を、連れの男が抱き留めて支えていた。女の子は頰ほおを赤らめて照れている。恋をしている顔だった。

　男の方がどうかはわからないが、少なくとも彼女は男の方に気があるようだった。これはもしや僕の獲物になり得るかも知れない。そう思い、僕は一いつ旦たん出立を見送って、彼女について調べることにした。

　素性はすぐにわかった。『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』という宿のロロナという看板娘だそうだ。男の方はライ・オルガス。こちらは冒険者らしい。

　ただし、Ｅクラスの冒険者。強すぎても面倒だが、弱すぎても困る。ことを起こしたとき、僕の思惑どおりに動いてくれるかがわからない。それに僕がアジトとして使っている場所を遠くから見張る視線も感じるような気がする。

　やはり今回は見送るべきだろうか？

　そう思っていた僕は見てしまった。想おもい人に向けるロロナちゃんの笑顔を。

　それは明るく、愛らしく、とても素晴らしい最高の笑顔で。

　だからそれが歪ゆがんだときの顔が見たくて、その顔を見たくて、どうしても見たくて。

　数日後、僕はロロナちゃんをさらったのだった。





　　　　　◇◆◇






　王都の繁華街からは外れた裏路地の奥、そこに僕がアジトとして使っている廃はい墟きよはあった。

　元々は居間だっただろう大部屋の床の上に、手足を縛ったロロナちゃんを優しく寝かせる。そのあと、涙目でにらみつけてくる彼女の口を塞ふさいでいた布を取ってあげた。

「やあ、ロロナちゃん。はじめまして。僕の自己紹介は必要かい？」

　恐怖を煽あおるように話しかける。

　けれど、ロロナちゃんは気丈に僕のことをにらみつけたまま口を開いた。

「わたしをさらってどうするつもりですか？　言っておきますが、わたしの家にはお金なんてありませんからね？」

「お金なんて要らないよ。それを奪うのはもうとっくの昔に飽きたからね」

　僕も最初から人の命を狙っていたわけではない。

　最初は相手の大事にしている物を、次は生活に関わる大事なお金を、それで満足できなくなった頃になって、人にとって最も大事な物である命に手を出したのだ。

「僕が欲しいのは命さ。人間にとって最も大事な命、それを奪うことが僕の生いき甲が斐いだからね」

　そう言うと、ようやくロロナちゃんの顔に恐怖がにじみだした。身体の震えが大きくなる。

「もしかして、ひ、人ひと喰くい連続殺人鬼？」

「そう呼ばれているね。もっとも、僕に人喰いスキルなんてものはない。そう呼ばれる所以ゆえんになったのはこいつが原因さ」

　僕が指を鳴らすと、暗がりから一体の獣が姿を現した。

「子犬？」

　それは黒い毛の小さな犬。一見するとそうとしか見えない生き物だった。

　だがその本質は違う。可愛らしい姿は擬ぎ態たいだ。

　剝はがれた屋根の隙すき間まから差し込む月光が、獣の本性を暴き立てる。月明かりに照らされた獣の口は裂け、牙きばは伸び、みるみるうちに巨大化し、オオカミの頭と人間の胴体を持つ怪物と化した。

　その異形の姿を見て、「ひっ」とロロナちゃんは口から短い悲鳴をもらした。

「も、モンスター？」

「そう、ライカンスロープだ。手て懐なずけるのに苦労したよ」

　横にやってきたライカンスロープに手を伸ばし、その硬い毛並みを撫なであげた。ライカンスロープはなんの反応も示さなかったが、僕の手に嚙かみつくこともなかった。

「僕には猛もう獣じゆう使つかいのスキルがあってね。知ってるかい？　あれってモンスターだって、やろうと思えば手懐けられるんだぜ？　他の奴は危ないからとか難しいからとか言って避けるが、僕から言わせてもらえば、猛獣よりもモンスターの方がよっぽど手懐けやすいってもんだよ」

　なにせ普通の獣にはないが、モンスターには人間と同じくステータスが存在している。教会と冒険者ギルドが協力して作り上げたモンスター目録を見れば、そのモンスターが調教しやすいかどうかも一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　モンスターの使し役えき。この猛獣使いの特技が長年、僕が捕まることなく暴れ回れた大きな理由だった。

「このライカンスロープは便利でね、太陽光を浴びせると子犬に、月光を浴びせるとオオカミ男の姿に変身させることができる。街に連れ込むのも簡単だ。なんでもその牙で嚙み砕いて食べてくれるから、証しよう拠こ隠いん滅めつにはもってこいのモンスターさ」

「じゃあ、今までの被害者は全員？」

「こいつの腹の中ってこと。そしてもうすぐ君も、君の大事な人も全身を嚙み砕かれてこいつに喰われることになる」

「わたしの大事な人、も？」

「そうさ。さっき金品を奪うのは飽きたと言ったが、それは人の命を奪うのも同じでね。僕はもう、ただ誰かを殺すだけじゃ満足できないんだ」

　ただ殺すだけなら、さらわずにその場で殺せばいい。けれど僕はあえて、リスクを背負ってまで誘拐という工程を挟んでいる。

　それはなぜか？　簡単だ。自分の命よりも大事な物を奪うためだ。

「ライ・オルガスくんだっけ？　さっき、そこいらにいる奴を使って、彼のところにこっそりと手紙を届けておいたよ。君を助けたければ一人でこの場所にやってこい、ってね。もちろん、衛兵や騎士団に通報すれば、君を殺すとも書いておいた」

「なんで、ライさんを？」

「決まってるじゃないか。君の目の前で彼を殺すためだよ」

　怯おびえるロロナちゃんに顔を近付け、僕はにっこりと笑って教えてあげた。

「彼は君を助けるために一人でやってくる。そこをライカンスロープに襲わせて、頭からボリボリと食べさせる。そして、それを君に見せつける。つまり彼は君の所せ為いで死ぬんだ」

「そ、そんな……」

「う～ん。いい顔だ。けれど、きっとその瞬間を見たとき、君はもっといい表情を見せてくれるだろう」

　まさに自分の命よりも大事な物が奪われる瞬間だ。そしてそのあと、自分の命も足下から喰われて消えていく。そのふたつが合わさったときの表情だけが、僕の心の渇きを満たしてくれるのだ。

「……あなたはどうして、こんなことをするんですか？」

　これから起きる惨さん劇げきを聞いて、顔を絶望の色で彩らせていたロロナちゃんがそんなことを聞いてきた。

「なんでそんな酷ひどいことができるんですか？　一体、なんのために？」

「理由か……それは僕の方が聞きたいかな」

「え？」

「僕はね、盗賊スキルを持っているんだ。有名な咎人系スキルだから君も知ってると思うけど、盗賊スキルは熟練度が１００に達したときに強奪衝動をもたらす。文字通り、なにかを奪わずにはいられなくなる衝動さ」

「じゃあ、その衝動に耐えられなくてあなたは犯行を？」

「そういうこと。僕もしたくてやってるわけじゃないんだ」

　その言葉は半分本当のことで、半分は噓うそだった。

　最初はたしかにそうだった気がする。衝動を我慢するのが苦しくて苦しくて犯行に及んだ。けれど、気が付けば衝動とは関係なしに凶行に及ぶようになっていた。その行為自体が楽しくなっていた。

　僕に盗賊スキルが与えられた理由はわからない。けれど僕が凶行に及ぶ理由は、人が大事な物を奪われるときの苦しむ顔が見たいから、だ。

「フィリーア教がよく言ってるよね。この世界はステータスがすべてだって。ああ、僕もそう思う。きっと他の咎持ちもみんなそう思ってる。この世界はステータスがすべてだから、こういう風に生まれてしまった私たちは、仕方がないから神様の言うとおりに犯行に及ぼう、ってね」

　咎人系スキルは大なり小なり、すべてがそういった衝動を有する。

　人の物を奪いたい。人を殺したい。人を食べたい。そういった誰かを害さずにはいられない衝動を持つからこそ、僕たち咎持ちは隔離され、管理され、そして時にまだなんの罪も犯していないにもかかわらず処分される。自分のしていることを思えば当然の判断だった。

　つまり咎持ちとはそういうもの。

　社会における危険分子。誰かを害さずには存在できない、人の姿をした災害だ。

「だからね、ロロナちゃん。恨むのなら僕ではなく、こんなスキルを僕に与えた神様か、あるいは運が悪かった自分を恨んでくれ」

　この言葉を僕はよく使った。これまでの被害者はこう言うと、泣き叫ぶことが多かった。僕の同情を引くためか、哀あわれむ言葉をかけてくることもあった。

　けれど、そのときロロナちゃんが見せたものは、これまでの被害者たちとは違った。

「情けない人。つまりあなたは自分に負けたんですね」

　僕を見つめる目にただ純粋な侮ぶ蔑べつを込めて、ロロナちゃんはそう言った。

「自分の弱さをスキルやステータスの所為にしないでください。世の中には、自分のステータスが他とは違うって理由で馬鹿にされたり、怖がられたりしても、それでも必死に歯を食いしばって我慢して、夢を叶かなえようとがんばってる人もいるんです！」

「うるさい！」

「きゃっ！」

　気が付けば、僕は大声をあげて目の前にいる女の頰を叩いていた。

「うるさい！　黙れ！　僕ら咎持ちの苦労も知らない癖くせに！」

　許せなかった。許せなかった。

　普通のスキルを持っているだけの人間が、僕のことを弱いというのが許せなかった。

「今に見てろ！　お前も、お前の大事な男も、ただでは殺さないからな！　苦しめて、泣いて懇こん願がんして謝るまで許さないからな！」

「ライさんはあなたなんかに負けません。いつもモンスター討伐をがんばってるんだから！」

「はっ！　そいつが冒険者だってのは調べたから知ってるよ。お前の前では格好つけてたかも知れないが、ライ・オルガスはＥクラスの弱小冒険者に過ぎない。対して、僕のライカンスロープの討伐推奨レベルは34。Ｂクラス冒険者だって手こずるようなモンスターだぞ！」

「ライさんは討伐推奨レベル35のカウンターベアーを倒したって言ってました！」

「噓に決まってるだろ！　Ｅクラスの冒険者がカウンターベアーを倒せるもんか！」

　そんな噓を信じるだなんて馬鹿な女だった。恋は盲目というが、ステータスを確認するくらいしろというのだ。

「今に見てろ。そいつの化けの皮を剝はがしてやる。もっとも、そいつがお前を助けにくればの話だがな。今頃怖くて、ベッドの中で震えてるんじゃないか？」

「ライさんは必ず来てくれます。そう約束してくれたんだから！」

「どうだかな」

　とはいえ、本当に来なかったらつまらないというものだ。この苛いら々いらは、ライ・オルガスをこの女の前で徹底的に痛めつけないと収まらない。

　手紙を届けた時間からすると、そろそろ来てもいい頃なのだが……。

「さあ、早く来い。僕の力を見せてやる」

　そのとき、今まで黙っていたライカンスロープがうなり声をあげた。誰かが廃墟の中に足を踏み入れた合図だ。

「来たか。よし、ライカンスロープ。侵入者を僕の前に連れてこい！」

「グルァ！」

　ライカンスロープは大きな声で吼ほえ、床を蹴けって部屋を飛び出していった。

「くっくっく、さあ、楽しい宴うたげの始まりだ」

　頼れる我が下僕は、ものの数秒もしないうちにこの部屋に戻ってきた。

　壁をぶちぬいて。物言わぬ骸むくろになって。

「……へ？」

　自分のすぐ傍そばの床に倒れ伏したまま動かなくなったライカンスロープを見下ろして、それからライカンスロープが放ほうり込こまれた壁の穴を見て、僕は呆然と立ち尽くした。一体なにが起こったのかが理解できない。

　だがすぐ理解することになった。壁の穴の向こうから、黒い髪の少年が姿を見せた。

「ライさん！」

　女が喜びの声をあげた。

　ああ、なるほど。たしかに現れたのはライ・オルガスだった。青空市で見た顔と一緒である。

　ん？　じゃあライカンスロープはあいつにやられたのか？　底辺冒険者のあの男に？

「馬鹿な！　ありえない！　お前、一体なにを──」

　したのだと問とい質ただそうとした瞬間には、ライ・オルガスはすぐ目の前にいて拳こぶしを振りかぶっていた。直後、頰を中心に全身をすさまじい衝撃が駆け巡り、僕は後ろの壁に叩き付けられていた。

「ライさん！　ライさん！」

「ロロナちゃん。大丈夫か？」

「はいっ！」

「そっか。遅くなってごめんな。これでも全速力で走ってきたんだけど」

「大丈夫です！　ライさんが来てくれるって信じてましたから！」

　回る視界の中で、そんな会話が聞こえた。

　助けにやってきた王子様と救い出されるお姫様。そんな題名をつけたくなるような、胸くその悪くなる光景だった。

「く、くくっ、なるほど少しはやるみたいだな」

　どうやら少しライ・オルガスを甘く見ていたらしい。調査にかけた時間が少なかったため、情報に見落としがあったようだ。

　しかし問題はない。僕には切り札がある。

「ロロナちゃん、下がっていてくれ」

　起きあがった僕を見て、ライ・オルガスが助け出したロロナを背に庇かばって前に出ると、初めて腰の剣を引き抜いた。

　だがそんなことをしても無駄だ。僕の最強の切り札はすべてを貫く。

「こいつは獰どう猛もうでね。働かせると、あとで僕の肉を対価に差し出す必要があるんだ」

　自分の大事な身体を差し出すという行為には虫むし唾ずが走るが、その力はライカンスロープと比べても遙はるかに上だった。その殺傷性は騎士やＡクラスの最上級冒険者をも殺しうるほどだ。

　その恐ろしさから付けられた異名は森の暗殺者。

　名を──

「行け！　キラーヘラクロス！　奴を殺せェ！」

　僕の命令に従って、最強のモンスターであるキラーヘラクロスが銀の弾丸となって飛び出した。

　キラーヘラクロスは瞬きの間に、ライ・オルガスを背後のロロナもろともに貫き──

「……あれ？」

　殺すことなく、なぜか途中で粉々になってしまった。

　見れば、ライ・オルガスが剣を振り抜いた状態で構えていた。まさかキラーヘラクロスのスピードを見切って、剣で迎撃したとでもいうのだろうか？

　あり得ない。そんなことができる奴がいるとしたら、それはもうＳクラス冒険者でしか、いやＳクラス冒険者でもできるかどうか……。

「おい」

　ライ・オルガスが低い声で僕に声をかけた。黒い瞳ひとみが、僕を見つめる。

「お前、覚悟はいいな？」

　人の姿をした怪物が、憤ふん怒ぬに染まった目で僕を見つめていた。

「ひぃいいいいいいい！」

　僕は逃げた。騎士団に見つかったときのため、廃墟のあちこちに忍ばせていたすべてのモンスターを総動員して、遮しや二に無む二にその場から逃げ出した。

　手持ちのモンスターではあの怪物を倒すことはできないだろう。けれど、足止めには有効だ。大半のモンスターには怪物ではなく、その後ろにいたロロナを狙ねらうように命令しておいた。

　けれど、もしもあの怪物が本当に血も涙もない怪物で、怒りにまかせて僕を追ってきたら？

　死ぬ。僕の一番大事な物が奪われる。嫌だ。そんなのは嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！

　僕はこれまで殺してきた人間たちのように、必死の形ぎよう相そうになって走り続けた。

　そうやって五分くらい経過しただろうか。

　どこともわからない路地裏まで走り続けた僕は、破裂しそうになる胸を押さえ、後ろを振り返った。

　あの怪物はどこにもいない。僕は逃げることに成功したのだ。

「は、ははっ、やった。やったぞ！」

　安あん堵どのあまりその場にへたり込みそうになる。けれど、震える足を叱しつ咤たして、壁で身体からだを支えながらゆっくりと前に進んだ。

　休んでいる暇はない。この僕の大事な物を脅かしたあいつに、ライ・オルガスという男に報復しないといけない。

「くそっ、ライ・オルガスめ。今に見てろ。僕の恐ろしさを今度こそ味わわせてやる」

　なに、やり方は色々とある。直接戦闘で勝てないのなら、間接的に攻めればいい。

　ロロナも使える。今度はライ・オルガスを苦しめるための人質として有効活用してやろう。

　口元に笑みが浮かぶ。久しく感じていなかった最高の強奪に至れる気配に、僕に宿る盗賊スキルも喜んでいるのがわかる。

　そうだ。今度こそわからせてやる。どちらが本物の怪物なのか。

「我は咎持ち。人の姿をした災害。出会ったが最後、絶望だけが訪れる」

　呪のろうように口にした報復の誓い──それを引き金にしたように、誰かが僕の背後に立った。

　背筋が震える。まさか、と思いながら振り返る。

　そこには、しかしライ・オルガスはいなかった。




　──代わりに銀髪の死神が立っていた。




「あ」

　その美しさに見み惚とれたときにはすべてが遅かった。死神が戯たわむれるように振るった手が、僕の腹を優しく貫いていた。

　痛みよりも先に恐怖から、僕はその場に膝ひざをついた。

　自分の腹を見ると、臓器がごっそりと抜き取られていた。鮮血が噴き出し、辺りを真っ赤に染めていく。

　そのとき頭上から嫌な音が聞こえてきた。

　これまで幾人もの人間を、ライカンスロープに喰わせていた僕だから、それがなんの音かすぐにわかった。

　これは咀そ嚼しやく音おん。肉を喰らう、命の音だ。

　見上げると、死神が口を開けて美お味いしそうに僕の内臓を喰らっていた。口の周りを汚しながらも滴る血を啜すすり、満足気にげっぷする。そんな仕草も死神がすると美しく、酷く幻想的に僕の目には映った。

　そう、まるで夢のような出来事だった。けれど腹から伝わってくる痛みと熱が、これが現実なのだと訴えている。

　僕はここで死ぬのだと、そう逃れられない現実を教えていた。

「嫌だ。やめて。お願いします」

　僕は涙を流して命いのち乞ごいをした。けれど死神は聞いてくれなかった。

「許してください。もう悪いことはしません。だからお願いします。僕を食べないで」

　死神は聞いてくれなかった。手を伸ばしては僕の身体を削り取っていく。つまみ食いするように、命を摘み取っていく。

「やめて。ああ、どうかせめて、普通に死なせてください。やだ。こんな死に方は嫌だ！」

　血を吐くような最後の言葉すらも無視される。

　それもそのはず。死神の目は僕を捉えながらも、僕を食料としてしか見ていなかった。どこまでも濁にごりきって、逆に透明に見えるその瞳は、スキルのもたらす強い衝動に支配された者の瞳をしていた。

　否応なく、本人の意志すら無視して罪を犯させる、咎人系スキルの禁断の衝動……。

　目の前にいるのは僕の同類だった。そして恐らくは、以前帝国を訪れたときに耳にした咎持ちだ。普通の人とは違う、尖とがった耳がその証拠である。

　曰いわく、銀髪のエルフを見たらすぐに逃げろ──同じ咎持ちたちにすら恐れられていた最悪の咎持ち。僕のような偽物ではない、正真正銘、本物の人喰いだ。

　……思えば、少しだけ不思議だったのだ。

　僕がこの王都を狩猟場に選んだのは、人口が多く行方不明者も多いため、多少人を殺したところでバレにくいだろうと思ったからだが、どうしてこんなにも行方不明者が多いのかというのは調べてもわからなかった。

　けれどようやく理解した。ここは人喰いの狩場だったのだ。僕がそこを荒らしてしまったから怒って出てきたのだろう。

　いや、違うか。

　我は咎持ち。人の姿をした災害。出会ったが最後、絶望だけが訪れる──それは僕にも言えることで、ただ運悪く災害に出会ってしまったということ。

　だから恨むのならば、人喰いなんてスキルを与えた神様か、自分の運の悪さだ。

　つまりは、そう──全部ステータスが悪い。

　僕は笑った。もう出せない声の代わりに、笑って瞳だけで目の前の同類に言った。

　よく見ておけ。これが僕らの末路、お前の末路だ。

　咎持ちとして生まれた者はすべからく惨めな死を迎える。それは避けられない現実、このステータスがすべての世界において、こんなステータスを持って生まれてきてしまった者の辿たどる当然の運命だった。

　だから……ああ、もしも次の生があるのなら。どうか神様、お願いします。

　喰われる恐怖に涙しながら、僕は生まれて初めて神に祈った。

　どうか僕に……普通のステータス、を……。
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　さらわれたロロナちゃんを助け出した俺は、彼女を抱えて『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』まで戻ってきていた。

「ロロナ！」

　店の前で落ち着きなくうろうろしていた親父おやじさんは、俺の抱えているロロナちゃんを見るなり駆け寄ってきた。俺から奪い取るようにして愛まな娘むすめを抱きしめる。

「ロロナ！　ああ、よかった！　無事だったか！」

「うん、大丈夫。ライさんが助けてくれたの」

「そうか。ああ、そうか。ありがとうな、ライ！」

　親父さんが喜びの涙を流して感謝してくれる。だが俺の顔は渋しぶいままだった。

「どうしたんだ？　ライ」

「……ごめん。親父さん。実は犯人を取り逃がしちゃったんだ」

　犯人はモンスターを使し役えきして戦う人間だった。使ってきたモンスターの強さこそ、俺が倒せるレベルのものでしかなかったが、とにかく扱い方が上う手まかった。

　俺ではなくロロナちゃんを狙ねらうようにして襲いかかってきたモンスターたちを壁にして、犯人にはまんまと逃げられてしまったのだ。俺としても取り逃がしたくはなかったが、犯人が口にしたキラーヘラクロスという強力なモンスターの名前に、ロロナちゃんを守ることを優先してしまった。

　だが結局、キラーヘラクロスらしきモンスターはあの中にはいなかった。俺は犯人の策略に騙だまされてしまったのだろう。

「まだそう遠くへは逃げてないと思うから、これから少し追いかけてくる」

「そうか。けど無理はするなよ。犯人の野郎は俺もぶちのめしてやりたかったが、俺はロロナが無事だっただけで満足だ」

　それは俺も同じだけど、あの犯人が諦あきらめない可能性も考慮していた。再びロロナちゃんが狙われないともかぎらない。

　やはり捕まえるべきだ。俺は心配する親父さんやロロナちゃんに断りを入れて、犯人を追うことにした。

　犯人が逃げていった方角は覚えている。屋根の上を伝ってそちら側を探索していると、ある路地裏に見知った人がいるのに気が付いた。

「リカさん？」

　月光を反射する銀色の髪と、そこから突き出た長い耳。間違いない、あの後ろ姿はリカさんだ。

「リカさん、こんなところでなにしてるんだ？」

　裏路地に下りてリカさんに声をかける。しかし反応がない。

「リカさん？」

　もう一度声をかけると、ようやくリカさんが反応して振り返った。

　その顔は真っ赤な血でべったりと塗まみれていた。

「リカさん、血が！」

「来ないでください！」

　慌てて駆け寄ろうとしたが、手のひらを顔の前に突き出されて拒まれた。

　リカさんは俺にもう一度背中を向けると、服の袖でごしごしと血を拭ぬぐった。何度も何度もこすって、必死になって血を拭い去ろうとしていた。

「リカさん、大丈夫か？　怪け我がしてるんじゃ？」

「大丈夫です。これは返り血です。ただの返り血ですから」

　リカさんが振り返ってそう言った。血はほとんど拭い取られていたが、代わりに袖口に血は染みつき、口元にはかすかに血が残っていた。

「ライさんこそ、ここでなにをしているんですか？」

「俺は、その、逃げた殺人鬼を追って」

「殺人鬼？　……そうですか。あれが例の殺人鬼だったのですね」

「リカさん、知ってるのか？」

「はい。彼は死にました」

「死んだ？　どうして？」

「それは……どうやら使役していたモンスターの反逆にあったようで」

　リカさんは言葉を濁にごすと、ややあってからそう説明した。

「食べられて死んでしまいました。ああ、ご安心ください。モンスターの方は私が始末しておきましたから。これで連続殺人事件は解決です。これはお手柄ですよ、ライさん。騎士団の方にも名前が伝わるかも知れませんね」

　リカさんがまくし立てて来る。その様子は明らかにおかしかった。必死になってなにかを誤魔化しているような、そんな感じだ。

「……リカさん。もしかしてなにか隠してる？」

「隠してなどいません。どうして疑うのですか？」

「違う。疑ってるわけじゃないんだ。ただ、実はロロナちゃんがさらわれて危ない目にあったんだ。だからみんなを安心させるためにも、犯人が本当に死んだっていう確証が欲しい。……本当に、あの犯人は死んだんだよな？」

「死にました。私ではなく、怪物に喰くわれて」

　怯おびえたように視線を逸そらすリカさん。

「……本当です。私はなにもしていません。なにもしていないのです」

　聞いたことがない弱々しい声だった。近付かないで、と相手を拒絶する声だった。

　……リカさんが見せた、あの儚はかない笑みを思い出す。

　リカさんがなにかを隠しているのは間違いなくて、けれどそれは俺には言えないようなことで。

　早い話、俺はリカさんに信用されていないのだろう。

　ならせめて、俺はリカさんの言葉を信じようと思った。

「そっか。よかった。これでもう、ロロナちゃんが狙われる心配もないな。きっと親父さんも喜ぶよ」

「……はい。よかった、ですね」

　リカさんは安あん堵どしたように、けれどまだ警戒する様子で俺を見た。

　最初に会ったときのように。

　自分を傷つける怖い他人を見るような、そんな目で。





　　　　　◇◆◇






　数日後、俺は『黄金の雄鶏亭』の一番大きなテーブルの前に座らされていた。

　テーブルの上には数々の料理。すべて俺が好きな料理ばかりだ。

「ささ、ライさん。一杯やってください」

　隣に座ったロロナちゃんがグラスにお酒を注いでくれる。このお酒もいつも飲んでいるものよりかなり上等な代物だった。

「ありがと、ロロナちゃん」

「それはわたしの台詞せりふです」

　ロロナちゃんは立ち上がり深々と頭を下げた。

「危ないところを助けてくれて、本当にありがとうございました。今日はそのお礼をたくさんさせていただきますね！」

　その言葉を合図にしたように、彼女以外の『黄金の雄鶏亭』のウェイトレスたちが、さらに次々と料理を運んできた。作っている親父さんの気合いの入りようがわかる、どれも見事な料理だ。

　そう、これはロロナちゃんを助け出したことに対する、『黄金の雄鶏亭』のみんなからのお礼の席だった。

「さあ、ライさん。今日はたくさん食べてたくさん飲んでください。今日だけはどれだけ飲んでもなにも言いませんし、わたしにして欲しいことがあったら、なんでもさせていただきますから！」

　隣に座り直したロロナちゃんが、息がかかるくらいの距離にまで身体からだを近付けてくる。そんなに近付いたら当然、ロロナちゃんのふくよかなものが当たってしまうわけで。

「ろ、ロロナちゃん。腕に胸が当たってるんだけど！」

「…………」

　ロロナちゃんは無言でさらにくっついてくると、先程と同じ言葉を耳元でもう一度囁ささやいた。

「ライさん。わたしにして欲しいことがあったら、なんでも言ってくださいね」

　とろけるような甘い声だった。背筋がぞくりとする。

　どうやら危機を救ったことでロロナちゃんからの好感度が急上昇したらしく、前よりも距離がずいぶんと近付いていた。もはや好意を隠そうともしない。それは今夜だけにかぎった話ではなく、あの日以来ずっとこんな感じだった。

　親父さんも他のウェイトレスの女の子も、温かい眼めで見守るばかりでなにも言ってこない。

　これはまずい。なんかよくわからないけど、色々とまずい。

「お、俺はロロナちゃんとの約束を守っただけだからさ」

「はい、助けるって約束をしっかりと果たしてくれました。だからわたしも、なんでもするっていう約束はきちんと守りますね」

「そこまでしてもらわなくても大丈夫だから！　ほら、ロロナちゃんは助け出せたけど、結局連続殺人事件は解決できなかったわけだし！」

「それはまあ、そうかも知れませんけど、今起こってる行方不明事件が連続殺人事件と関わりがあるかはまだわかってないじゃないですか。それなのにあの騎士の人たち、ライさんのことを疑うような目で見て！」

　ロロナちゃんが一転、心外だと怒りを露あらわにする。

　連続殺人事件の解決に俺が貢献したため、騎士団への覚えもよくなるだろうと喜んでくれていたのだが、結局のところそんなことにはならなかった。

　殺人鬼は死んだとリカさんが言った日を境に、たしかに猟りよう奇き的てきな死体が見つかることはなくなった。けど代わりに、王都で行方不明者が続出しているのだ。

　騎士団側から事情確認のためやってきた騎士は、俺が一度追い詰めたことで犯行の手口が変わった、捕らえるのが難しくなったと、褒ほめられるどころか逆に責められる形となった。

「あんな頭の固い騎士のことはいいんです。わたしにとっては、あのときのライさんこそが最高に格好いい騎士様でしたから！」

　それはなにより嬉うれしい言葉のはずだった。

　それでも心から喜べないのは、俺自身が今の行方不明事件について思うところがあるからだろう。

　いや、正確にいうのならリカさんのことが気になっているのだ。

　……これはロロナちゃんには黙っていることだけど。

　あの路地裏での別れを最後に、リカさんはずっとギルドの仕事を休んでいた。




　翌朝、冒険者ギルドにやって来た俺は、まっすぐ受付カウンターに向かった。

　受付に、今日もリカさんの姿はない。

「おはよう、ライくん」

　カウンターの前でリカさんの姿を求めて見回していると、受付に立っていたルッフルに話しかけられた。

「ルッフル。リカさんは？」

「残念。リカは今日も休みだよ」

「理由は？」

「ごめんね。わかんないや」

　ここ最近、毎日聞いている返答だった。

「本当に例の行方不明事件に巻き込まれたわけじゃないんだよな？　リカさんはただ、仕事を休んでるだけなんだよな？」

「そうだよ。アタシもリカも同じ寮で暮らしてるんだから、それくらいは把握してるって。ライくん、心配しすぎ」

　俺に言わせてもらえば、ルッフルが心配をしなさ過ぎなのだ。

　いや、彼女だけじゃない。ギルド職員は誰もリカさんのことを心配していなかった。それが俺の眼には奇異に映った。

「なあ、ルッフル。その寮に連れていってくれないか？」

「ダメダメ。女子寮なんだから連れて行けないよ！」

　ライくんのエッチ、とルッフルがニヤニヤ笑いで見てくる。いつものルッフルと言えばルッフルらしいその反応が、今の俺には頭に来た。

「ふざけてる場合か。ルッフル。お前、リカさんのことが心配じゃないのか？」

　怒りを滲にじませて問とい質ただすと、ルッフルは笑みを引っ込めて真顔になった。表情がよく変わる奴なだけに、表情がなくなると別人のように見える。

「リカのことは心配してるよ。だって友達だからね。だけど、友達でも話せないこととか、相談できないことってあるでしょ？　そこを無神経にズカズカと踏み入ろうとするようなことは、アタシ、したくないんだ」

　それはまるで俺が直接的な行動に出ようとするのを責めているような言い方だった。

　いや、実際にそうなのだろう。

　見れば、周囲のギルド職員も俺のことを責めるような目で見ていた。仲間を傷つけようとする男を非難する、そんな眼だった。

「きっと、リカはすぐにいつものリカになって戻ってくるよ。だからライくんは待っててあげてちょうだいな。帰ってきたのに、ライくんがそんなんじゃリカも安心できないからね」

「……そう、だな」

「うん、じゃあ今日もがんばって冒険にいってらっしゃい！」

　ルッフルに笑顔で見送られる。

　リカさんよりも元気で明るい見送りの言葉なのに、俺の足はいつもより重たく、やる気というものが出てこなかった。

　つくづく思う。やはり俺にはリカさんの見送りじゃないとダメなのだ。

「……やっぱりダメだ。これ以上は我慢できない」

　ルッフルはリカさんのことを考えて、今は放ほうっておくことが最良だと考えているようだが、俺にはそうは思えなかった。リカさんが今悩んでいるなら、苦しんでいるなら、傍そばに寄り添って助けてあげたいと思う。

　リカさんが悩んでいる俺の隣にやってきて、声をかけてくれたときのように。『なにか俺に言いたいことはないか？』と、声をかけてあげたいのだ。

　そうと決まれば、相談すべき相手は一人しかいない。

　ルッフルがダメなら、いや、ルッフル以上にリカさんの事情を知っていそうなのは一人しか思いつかなかった。

「失礼します！」

　カウンターの奥に忍び込み、冒険者ギルドの最奥にある大きな扉を叩たたいて、中に半ば無理矢理踏み込んでいく。

　最初に視界に飛び込んできたのは白銀の煌きらめきだった。

　許可なく足を踏み入れた無ぶ粋すいな闖ちん入にゆう者しやに対し放たれた、双振りの刃やいば。

　二本の剣の切っ先は、俺の首筋にぴたりと押し当てられたところで止まる。間合いを完全に読み切った上で押しつけられた切っ先は、きっと俺が少しでも迎撃のために剣を抜こうとしていたら、そのまま首を刺し貫いていただろう。

「剣を引いてくれ。彼は私の客人だ」

「これは大変失礼致しました」

　部屋の主の声に、老執事は俺に突きつけていた剣を下げた。そのあと、隙すきのない流れるような身のこなしで主の斜め後ろに下がる。

「すまないね、ライ。だが君もいきなり部屋に入ってくるのは失礼だよ。せめてノックくらいしなさい」

　部屋の主である冒険者ギルドのギルドマスター、ラファエル・グリムドは、柔和な笑みのまま俺を叱しかった。

「すみません、ギルドマスター。急にお訪ねしてしまって」

「君ならばいつでも歓迎するよ。ただ、次からは前もって誰か職員に言こと伝づてしてくれると助かるかな。リカリアーナくんなら君も頼みやすいだろう、といつもなら言うところだが、君が私を訪ねてきたのはそのリカリアーナくんのことだろう？」

「わかりますか？」

「わかるとも。君たち二人はとても仲がいいからね」

　ギルドマスターには俺とリカさんは仲がいいように見えていたらしい。

　けれど実際にはそんなことない。俺はリカさんのことを何も知らない。どうして彼女が仕事を休んでいるのかも知らない。この前の路地裏のことがきっかけだったということくらいはわかるけれど、具体的になにがあったのかは本当にわからないのだ。

　それがたまらなく嫌だった。

　だからたとえ本人に迷惑と思われても、一歩踏み込んでいきたいと思った。

「ギルドマスターはリカさんがどうしてギルドに来ないのか、その理由を知っていますか？」

「それは私にもわからない。リカリアーナくんは今、無断欠勤を続けていてね。こんなことは初めてだから、私も心配しているところだよ」

「そう、なんですか。ギルドマスターも事情を知らないんですね」

「ああ、だが少しだけ察することはできる」

「本当ですか？」

「本当だとも。なにせ私はギルドマスターだからね。耳はいいんだ。恐らくリカリアーナくんは今、自分の過去と向き合っているんだろう」

「自分の過去……あの、ギルドマスターはリカさんの過去を知ってるんですか？」

「ふむ」

　ギルドマスターは肘ひじを机に置いて手を組むと、笑みを消して俺を見た。

「たしかに私はリカリアーナくんが冒険者ギルドに来る前、なにをしていたのか少しは知っている。だがそれは軽々と口にしてはいけないことだ。それはわかるね？」

「それでも」

　俺は真っ向からギルドマスターの目を見て言った。

「それでも教えて欲しいんです。今、リカさんがなにに悩んでいるのか、たぶんそこに手がかりはあるんじゃないかって思うんです」

「知ってどうするつもりだい？」

「俺にできることがあれば、リカさんを助けてあげたいんです。俺がいつもそうしてもらっているように、今度は俺がリカさんを！」

「そうか」

　ギルドマスターは大きく頷いて、それからにっこりと笑った。

「よし。なら私の知っているかぎりのことを君に教えてあげよう。ただし、私がリカリアーナくんと初めて会ったのは、彼女がこの王都にやってきたあとのことだ。だからその前のことは、彼女から直接聞いたことや、噂うわさなどで知ったことになる。それは忘れないで欲しい」

「わかりました」

「では」

　ギルドマスターが軽く手を挙げる。すると後ろに控えていた老執事が頭を下げて部屋を出て行った。

　部屋の扉が音もなく閉じたところで、ギルドマスターは改めて口火を切った。

「リカリアーナくんの故郷である森の隠れ里、その村の名をタトリン村むらという」

　他の誰も知らない、リカさんの過去を。

「人喰いと呼ばれる咎持ちによって滅ぼされた村だ」
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　視界から男性の姿がかき消える。

「ぎゃあ！」

　直後、落とし穴の中に吸い込まれるように消えていった誰かが、潰つぶれた蛙かえるのような悲鳴をあげた。

「「いぇーい！　大成功！」」

　その一部始終を物陰に隠れて見守っていた私たちは、一斉に立ち上がって手を叩たたき合あった。

「お、お前ら……」

　落とし穴に落ちたドジな大人が、全身泥だらけで穴から這はい出てくる。その情けなくて困りきった姿といったら、思わず吹き出してしまうほどだった。やっぱり落とし穴の下に水をためて、泥穴にしておく作戦は大成功だったみたい。

「よし、それじゃあ逃げるわよ！」

「「おーっ！」」

　私の言葉に、ケイとリルファがはしゃいだ声をあげながら逃げ出す。

　私も後に続く。子供が仕掛けた落とし穴なんかにはまるような大人に怒られたくない。

　泥だらけで誰かも分からないその大人は、けれど私のことは知っていたようで、長い耳をピンと威い嚇かくするように立てて怒鳴り声をあげた。

「こらー！　リカリアーナ！　またお前か！」

「べーっだ！」












　それに私は舌を出して応こたえる。そんな姿で怒ったって怖くないよーだ。




　秘密基地まで逃げ込んだ私たちは、それぞれの家から持ち寄った甘いおやつを片手に、先程の悪戯いたずらのことを話題に盛り上がっていた。

「見た？　あの泥だらけの顔！　あーおかしい！　今回は特に傑けつ作さくだったわね！」

「ほんふぉらよ」

　私の感想に、ケイが男らしく大口で、何枚か重ねたパンケーキを頰ほお張ばりながら何度も頷うなずいた。

「あいふ、オレの近くに住んれるおじさんなんだけどさ、いつも威張りくさってるから、すごいいい気味らよ」

「ちょっと、ケイ。口の中の物をきちんと飲み込んでからしゃべってよ。汚いじゃない」

　リルファは注意しながら、ケイの口元についたジャムをハンカチでぬぐってあげていた。

　家が隣同士で、私が友達になる前から仲の良かったケイとリルファは、こうして見るとまるで姉弟きようだいのようだった。綺き麗れいな金色の髪に青い瞳ひとみも一緒だ。まあ、うちの村ではよくある色合いなんだけど、私は髪の色が銀色だから少しだけうらやましかった。これはかなり珍しい髪色で、村の中で髪が銀色なのは私だけなのである。

「でもちょっとだけ今回の悪戯はやり過ぎじゃなかった？」

　リルファが自分の分のパンケーキにジャムを乗せながら、そんなことを言い出した。

「リルファ。あとで怒られるのが怖いのか？」

　ケイがからかうように言うと、リルファは少しだけ申し訳なさそうな顔になる。

「そうじゃないけど、おじさんあんなに泥だらけで、本当に困ってたじゃない」

「それがおもしろいんでしょ？」

　こうして三人で大人たちに悪戯して回っているのは、大人たちのそういう困った顔を見るためだ。このエルフの森には娯楽なんて狩りくらいしかないけど、子供の私たちだけでやるのは禁止されている。やっぱり悪戯して困らせるのが一番楽しい遊びだった。

　二人もそう思ってくれていると思ったんだけど、どうも違うみたいだった。大人しいリルファはともかく、ケイも考えるような顔をする。

「そうだなぁ。今回のは別に問題ないと思うけど、これ以上過激な悪戯はちょっとやめておいた方がいいかもだよな」

「そんなことないって。まだまだ全然行けるわよ！」

「もう、リカってば、本当に悪戯が好きなんだから」

　リルファが呆あきれたように見てくる。

　なによ。二人だって、悪戯の計画を練ってるときはあんなに楽しそうだったのに。

　けど……そうね。そろそろ悪戯も終わりにすべきかも知れないとは、私も少し思っていたりする。

　なにせ私たちはもうすぐ十歳になる。家の仕事を手伝わないといけないし、簡単なモンスター退治の方法も教えてくれるとお父さんが言っていた。

　もっとも、それより前に私たちがやるべきは自分のステータスを確認することなのだが。

　村の掟おきてでは、子供は十歳の儀礼がある日までステータスを開くことを禁じられていた。大人たちも子供のステータスを決して探ってはいけないとされている。

「もうすぐ自分のステータスがわかるね」

　同じことを考えていたのか、リルファが楽しみな様子で言った。

「ねえ、リカはどんなスキルがあったら嬉うれしい？」

「う～ん。やっぱり魔法系のスキルかな？　お父さんもお母さんも持ってるし」

「オレは断然狩人かりゆうどだな！　森でたくさんモンスターを狩って強くなるには、やっぱり狩人でしょ！」

「私は治癒魔法があると嬉しいなぁ。でも、調理スキルとかもあったら美お味いしいご飯が作れるようになっていいよね。あ～、なんにせよすごい楽しみ」

　リルファは待ちきれない様子だった。

　ケイもそれは同じ様子で、もちろん私も同じである。

「でも」

　ふと私は疑問に思った。

「どうして十歳までステータスを確認するのが禁止されてるのかな？」

「さあ？　でもそれが掟だし」

「そうそう。掟なんだから従わないと」

　二人も知らないようで、あまり気にしてもなさそうだった。

　二人だけじゃない。エルフはみんなこうだ。掟で禁止されてるからって、それをあまり疑問に思わない。

　不思議じゃないの？　知りたいとは思わないの？　そんな風に思うのは子供たちの中でも私だけだった。まあ、同年代の子供は今、ここにいる三人しかいないんだけど。

　……やっぱり気になる。

「こういうときはあそこに行くにかぎるわね」

　私のつぶやきを聞きとがめて、ケイとリルファが顔を近づけてくる。

「リカ。まだ狼おおかみの塔とうに通ってるの？　やめた方がいいよ。危ないよ」

「そうだぞ。あの塔に近付くのは掟で禁止されてるしさ」

「知ってるわよ。だからおもしろいんじゃない」

　きっぱりと言い切ると、二人は顔を見合わせて、まったく同じタイミングでため息を吐ついた。

　ふんっ、ため息を吐きたいのはこっちの方だ。二人共意気地が無いんだから。

　彼は本当におもしろい奴だって、ずっと言ってるのに。




　それを狼おおかみ男おとこと呼ばれている彼に伝えると、彼は大声で笑った。

「それは仕方ないよ、リカリアーナ。エルフにとって掟とは重要なものだ」

　タトリン村から少し離れたところに、今私が背中を預けている塔はあった。

　私たちの木組みの家とは、材質から雰囲気からなにもかもが違う、窓も入り口も見あたらない巨大で頑丈な石の塔。

　この塔は、村のみんなからは『狼の塔』と呼ばれていた。

　名前の由縁は満月の夜になると、この塔の中から狼の遠とお吠ぼえが聞こえてくるからだ。実際に何度も満月の日にその遠吠えを聞いている。昔は満月の日でなくとも毎日のように遠吠えが聞こえてきた時期もあったと聞くが、今は満月の日以外に声が聞こえることはない。

　そしてその狼の声は、今、分厚い壁を挟んだ向こう側にいる塔の主、村人からは『狼男』と呼ばれている男の声だった。

「掟を平然と破れるのは君くらいのものだ。なにせ、こうして自分のところへ遊びに来てしまうくらいなんだからね」

　狼男なんて呼ばれているが、彼は私たちと同じエルフ族の一人だ。ただ、彼と会うことは村の掟で禁止されていた。

　正確には塔に近付くこと自体を禁止されているのだが、半年ほど前、ついつい気になって近付いてしまい、以来こうして時々会いに行っては彼と話すようになった。分厚い壁に阻まれて狼男の顔は見えないが、声だけは反響でもしているのか、かすかに通じるのだった。

　狼男との会話はとても楽しいものだった。塔の中にずっといるのに、なぜか彼は外の世界についてよく知っていた。みんなが知らないようなこともだ。本人は星ほし詠よみスキルの恩恵と言っていたが、よくは分からない。分かっているのは彼が物知りで、質問すれば大抵の答えが返ってくるということだけだった。

「それが、ステータスを十歳になるまで確認してはいけない理由だったね」

　今日の私の質問にも、狼男は当たり前のように答えてくれた。

「実はこの村では、生まれてすぐステータスの確認をしていた時期もあったんだ」

「なんでそれやめてしまったの？　生まれてすぐ、その子にどういったスキルがあるのか分かった方が便利だと思うけど」

「便利だとも。なにせ適性のない無駄なことを教えなくて済むんだからね。けどこの無駄なことが、実は情緒の発達には必要なことだったりするんだ。小さいうちは自分の限界を知らずに、なんでもやってみる。それが重要なのかも知れないと思って、エルフたちは十歳になるまでステータスの開示を禁止したんだ」

「よくわかんない。やっぱり早く知った方がいいと思うけど」

「そういう意見も根強いね。実際に人間たちの世界には、生まれてすぐに子供のステータスを確認する地域もある。けどやはり生まれてすぐは問題があるようだ。弊へい害がいは起きているよ」

「それってどんな？」

「子供の厳選さ。強いスキルを持った子供が生まれてくるまで、自分の生んだ子供を選別にするんだ。だから貴族の家には当然のように、何代にもわたって高いランクのスキルを持つ人間が生まれてくる。ある意味では選民の極みだね。それは性格も高慢になるというものさ」

　その話を聞いて私は背筋が寒くなった。じゃあ、選ばれなかった子供はどうなるの？　そう思ったが、答えが怖くて聞けなかった。

「人間って野や蛮ばんね。外の世界は恐ろしいところだってお父さんやお母さんが言うのも頷けるわ」

「そうかな？　自分からしてみれば、人間もエルフもステータスで区別するという意味では同じだけどね」

「どういうこと？　エルフも子供の厳選をしてるっていうの？　まさか。ただでさえ子供ができにくいのに、そんなことしてたらとっくの昔に絶滅してるわよ」

「そうだね。エルフは生まれてすぐに厳選などはしない。生まれてすぐには、ね」

　含みのあるように言って、狼男は答えをはぐらかす。彼にはこういうときが偶たまにある。やはりこんな塔にずっと閉じこめられているから、少しおかしくなってしまっているのかも知れない。

　それでも出してあげようとは思わなかった。そんなことはできない。

　彼は罪人なのだ。狼の塔は、エルフの世界で重罪を犯したものが幽閉される監獄塔なのだ。

　もっとも、彼が具体的にどんな罪を犯したのかは知らないんだけど。大人たちも教えてくれないし、本人に聞いたときはこう言ってはぐらかされた。自分は羊の群れに生まれ落ちた狼なんだ、と。

「気にすることはない。この答えはすぐに分かるだろう」

「答えるつもりがないならいいわ。もうすぐ暗くなるし、私、もう帰るわね」

「気をつけて帰るといい。──いや待ちなさい」

「なに？」

　狼男に呼び止められるのは、かなり珍しいことだった。

　やはり寂しくて話し相手が欲しいのだろうか？　私以外にこの塔に近付くのは、一日一回食事を運んでくる人だけだし、その人も決して話しかけようとはしないみたいだから。

「……なるほど。そうだね、偶にはこういうことをしてもいいかも知れないな」

「なによ？　はっきり言いなさいよね？」

「君が狼にならずに済む可能性を贈りたいと思ったのさ。──リカリアーナ。君、みんなよりも早く自分のステータスを見られるようになりたいとは思わないかい？」

「それは……」

　ステータスの魔法はみんな一斉に教えられて、そのあと村のみんなの前でお披露目するのが例年のならわしだった。そのとき、やはりすごいスキルを持っている子供がちやほやされるし、そうでなくともスキルの熟練度が高かったりすると大したものだと褒められる。

　もしもみんなよりも先にステータスを知ることができれば、こっそりと熟練度を上げたりできる。ケイやリルファの悔しがる顔が目に浮かぶようだ。

「すごく思うわ。ステータスを先に見てみたい」

「掟に背くことになるけれど？」

「構わないわ。掟なんてどうでもいいものじゃない。あんなの守りたい人だけが守ってればいいのよ」

「ああ、そうだね。やはり君には素質があるよ」

　そう言って、狼男はステータス画面を開く魔法を教えてくれた。

　その魔法は、まるで最初からわかっていたかのように、すんなりと覚えることができた。

「これであとは呪じゆ文もんを口にするだけでいいのよね？」

「鍵かぎは開いた。君はもうステータス画面を開くことができる。この魔法だけは、ステータス画面を経由しなくても使えるからね。いや、実際にこれが魔法なのかは疑問だけど。残念ながら、まだ自分の星詠みでも完全には明らかになっていない真実だ。伝えるのはよしておこう」

　狼男がまだよく分からないことを言い出す。いつものことなので、無視して私はオープンと唱えようとして、

「待ちたまえ。自分のステータスを確認するのは、自分の家に戻ってからにするといい」

「どうして？」

「もしかしたら誰かに見られてしまうかも知れないだろう？　まだ十歳になっていない君がステータス画面を開いていたら大事だよ。自分も怒られてしまうかも知れない。それに今日は満月だ。まだ空が明るいから自分も理性を保っていられるが、もう少しで正気を失ってしまうだろう。その姿を友人である君に見せるのは恥ずかしいよ」

　友人、なのだろうか。まあ、友人といってもいいのかも知れない。

「わかった。いいこと教えてくれたことに免じて、ここは言うとおりにしてあげるわ」

「ありがとう。では君の健闘を祈っているよ、リカリアーナ」

「あなたも。早く刑期を終えてそこから出られるといいわね、狼男」

　あとどれだけの刑期が残っているかは知らないけど、そう言い残して、私は狼の塔に背中を向けて歩き出した。

「大丈夫さ、リカリアーナ。すでに九九七の階かい梯ていを自分は上っている」

　その私の背に、狼男の嗤わらうような声が聞こえてきた。

「あと三つだ。あと三つで、自分は真理へと辿たどり着つく。もうすぐ囚とらわれの狼の時間は終わるのさ」




「ただいま！」

　玄関の扉を開けると同時にあいさつをして、私は自分の部屋へ一直線に駆け込んだ。

「こら、リカリアーナ！　ちょっとお母さんのところに来なさい！　あなたまた悪戯したでしょ！」

　お母さんが怒りながら部屋へ近付いてくるが、扉を閉め、鍵をかけて入って来られないようにする。

　今はお母さんの説教なんて聞いていられない。

　部屋まで戻ってくる間に、どれだけステータス画面を開くのを我慢したか。自分で自分を褒めてあげたいくらいなんだから。

「リカリアーナ！　こら、開けなさいリカリアーナ！」

　扉をどんどんと叩たたいて、お母さんが大声をあげる。

　よしよし。これなら呪文を口にしても誰にも聞こえないだろう。

「さ～て、私にはどんな才能があるのかな？」

　わくわくしながら、私は魔法の言葉を口にした。

　自分のすべてが分かる、魔法の言葉を。

「オープン！」

　そして、ステータス画面が目の前に現れた。
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「…………え？」

　愕がく然ぜんと目の前のステータス画面を見る。

　そこに記された私の才能スキルは、何度見ても消えることはなかった。

「……なに、これ？　暗殺者に殺人鬼。咎とが人びと系けいスキルがふたつも……」

　しかもどちらも生まれつき与えられるランクでは最高のＡランクだなんて。

「あ、あり得ない。な、なんで私にこんなスキルが？」

　顔から血の気が引いていき、ガタガタと自分の肩が震えるのが分かった。

　暗殺者スキルもそうだが、殺人鬼スキルと言えば、凶悪犯罪者の代名詞と言われているスキルだ。このスキルを持って生まれたものは、例外なく人殺しになるといわれている。

「そんなこと私は思ったことない。誰かを殺そうなんて、傷つけようだなんて」

「リカリアーナ！　ここを開けて、どうしてあんな酷ひどい悪戯をしたのか言いなさい！」

　お母さんの怒鳴り声を聞いて、口から小さく悲鳴がもれた。

　それからどうして自分が悪戯をしていたのか思い出す。

　刺激が欲しかったからだ。そしてそれには、誰かの困っている顔を見るのが一番だった。

　誰かの苦しんでいる姿が……

「く、クローズ！」

　慌ててステータス画面を消す。

　これは見つかってはいけない。絶対に見つかってはいけない。私は強くそう思った。

　前に狼男に教えてもらったことがある。高いランクの咎人系スキルを生まれ持った者は、人間たちの世界では見つかり次第即抹殺されることもあるという。

　エルフの村ではそこまでされないが、それでも見つかり次第、ランクが低ければ隠れ里を追放、高ければ狼の塔への幽閉が決定する。そして一生出られない。

「隠さないと」

　必死になって考える。

　このままでは一月もしないうちに、みんなの前でこのステータス画面を見せないといけない羽目になる。

　それまでにどうにかしなければ、私は破滅だ。

「……そうだ」

　冷静になって考えた私はひとつの解決策を思いつく。

「暗殺者スキルには、スキル隠いん蔽ぺいのボーナススキルがあったはず」

　これもやはり狼男に教えてもらっていたことだ。ああ、やはり掟に背そむいてでも彼と会っていてよかった。あと一月の間になんとしても暗殺者スキルの熟練度を上げて、このステータス画面を隠し通さなくてはならない。

　けどひとつだけ問題がある。

「……暗殺者スキルって、どうすれば熟練度が上がるの？」

　わからない。聞いたこともない。けど狼男ならきっと知ってるはずだ。

　ただ、今から聞きに行くことはできない。もう夜だし、外では狼の遠吠えのような嘆きの叫びが轟とどろいていた。いつもどおりならこの叫び声は朝まで続く。その間、狼男にはなにを話しかけても届かない。

　明日の朝一番に狼男に聞きに行こう。それで、うん、問題ない。

　大丈夫。私は、大丈夫だ。





　　　　　◇◆◇






　翌日、私はまだ夜が明けきらないうちに狼の塔に赴いた。

「狼男。ねえ、聞こえてるんでしょ？　私よ。リカリアーナよ」

　いつも彼と会話している壁を叩き、声をかける。だが狼男からの返答はない。

「ちょっと、無視しないで。相談したいことがあるの。ねえ！　ねえったら！」

　呼びかけても答えはない。最初は昨夜叫び疲れて眠っているのかと思ったが、彼は故意に私を無視しているようだった。耳を壁にくっつけて澄ませてみると、彼が身み動じろぐ音がかすかに聞こえてくる。

　こんなことは初めてだった。最後は泣きながら呼びかけたが、それでも狼男は答えてはくれなかった。

　いっそのこと、村の誰かに狼男が私にステータス開示の魔法を教えたことを伝えて、村の人たちと一緒に塔の中に踏み込もうかとも思ったが、そうなったら掟を破って彼に会いに行っていた私も確実に咎められるだろう。ステータスもその場で確認されてしまうかも知れない。

　結局、私は諦あきらめて村に帰るしかなかった。

　狼男は頼れない。となれば、他に暗殺者スキルの熟練度上げについて、知ることができそうな場所はひとつしかなかった。

　タトリン村の中でも、一際大きい木組みの建物。そこはタトリン村の唯一の名物といっていい大図書館だった。その蔵書量は村外からもエルフたちが度々訪れることがあるほどで、探そうと思えばなんでも見つかると言われていた。

　問題はあまりにも蔵書量が多すぎて、司書たちもどこにどんな本があるか分からないということだ。

　そもそも長命なエルフたちの暇つぶしの道具として本を集め続けた結果、図書館みたいな形になっているだけであって、整せい理り整せい頓とんなんて最初からされていないしする気もない。司書だって村人たちの持ち回りだ。

　代わりに村人なら誰でも好きに入って、中で本を読んでも、借りていって外で本を読むのも自由という風になっていた。誰にも相談できない事柄を調べるのに、必要な本を見つけ出すのに時間がかかることを除けば、この上ない場所だろう。

　図書館の中に足を踏み入れると、カウンターを見守りながら椅い子すに座って分厚い本を読んでいた村人が顔を上げ、私の顔を見るなり驚きを露あらわにした。

「これは驚いた。あのリカリアーナが、図書館に来るなんてなぁ」

　今日の司書は、見た目は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年、その実数百年を生きた、タトリン村のエルフの中でも高齢な『老エルフ』の一人だった。エルフの例にもれず名前が長いので、子供たちからはラムじいと呼ばれている。

「まさか図書館で悪戯しようだなんて思ってなかろうな？」

「そんなつもりはないわよ。今日は探してる本があって」

　そう言っても、ラムじいは疑いの目で見てくる。

「どれ、ではこのじいも一緒に探してやろうかね」

「い、いいわよ。ラムじいはもうおじいちゃんなんだから、大人しく座ってて。私一人で探せるから」

「よいよい。エルフは青年の時分で成長が止まるのだから、心配される謂いわれはないわい」

　細い腕にぐっと力を入れて、力こぶを作ってみせるラムじい。

　そういうのいいから。本当に放ほうっておいて欲しい。ラムじいの前で暗殺者スキルの本を探すなんてできない。それでは勘ぐってくれと言ってるようなものだ。

　けど日頃の行いの所せ為いで、ラムじいは私から片時も目を離そうとしない。こんなことなら悪戯なんてするんじゃなかったと後悔しても、今更遅かった。

「それで、リカリアーナ。どんな本を探してるんだ？」

「……スキルについて色々と載ってる本」

「おお、そう言えばもうすぐお前さんも十歳だったなぁ。ステータスのお披露目、楽しみにしているぞ」

「う、うん。そうね。楽しみに、していてね」

　貼はり付つけたような笑みをなんとか作る。これで誤魔化されてくれと祈りながら。

　結局その日、私は図書館でも暗殺者スキルについて詳しく調べることができなかったのだった。




　夕方、さらに次の日の朝と、私は今度こそ狼男に知識を教えてもらうために狼の塔を訪ねてみたが、彼は変わらず応こたえてはくれなかった。

　彼が死んだという話や病気になって起きあがれないといった話は、狭い村の中で噂うわさになっていなかったので、生きて私の声が聞こえる状態なのは間違いないのだが、完全に無視を決め込んでいる。

　一瞬でも友人だと思った自分を殴ってやりたい。結局彼はただの犯罪者、悪いエルフだったのだ。

　……私は違う。彼とは違う。咎人系スキルを生まれ持ってきたけど、犯罪者になんてならない。

　絶対に。絶対に、なってやるものか。
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　それから毎日図書館に通っては、暗殺者スキルについて調べる日々が続いた。

　やはり司書全員が、図書館内での私の行動に目を光らせていて、思うように調査が進まなかった。

　彼らも私の『スキルがたくさん、できれば詳しく書かれている本』という希望を聞いて、本を見つけて渡してくれるのだが、決まってそこには一般的なスキルのことしか書いてなくて、暗殺者スキルや殺人鬼スキルといった咎人系スキルは載っていなかった。

　そもそも、咎人系スキルについての本なんてほとんどあるわけがないのだ。

　暗殺者スキルを生まれ持った者は、やはりほとんどが暗殺者になるのだろうから、そんな奴が自分について詳しい本を残すわけがない。あるとしたらその暗殺者に狙ねらわれて、なんとか逃げ延びた誰かによる著書だろう。きっとこの大図書館にはそんな本もあると思うのだが、問題は見つけ出せるかどうかだ。

　私には時間がない。時間がないのだ。

　図書館が閉館したあとは自分なりに考えて、暗がりでじっと潜ひそんでみたり、見つからないように誰かのあとをつけてみたりしたが、それでも暗殺者スキルの熟練度は１しか上がらなかった。三日でたった１。最初のボーナススキルに辿り着くにも、一年はかかる計算になる。到底来月には間に合わない。

「……やっぱり、あれしかないのかな」

　夜、ベッドの中でじっと自分のステータス画面をにらみつけながら、私はひとつの結論を出していた。

　ステータスには隠れて対象を消し去る才能とある。そして、最初から少しとはいえ私の暗殺者スキルの熟練度が増えていたことも鑑かんがみれば、暗殺者スキルの熟練度を上げる方法なんてひとつしか考えつかなかった。




　翌日、私は朝早く起きて、もはや日課となっていた狼男を訪ねた帰り道、そのまま近くの森に潜んで狩りを行うことにした。

　お父さんにもらった弓を手に、木の陰で息を殺して待つ。

　しばらくすると、子ウサギがぴょんと射程圏内に飛び込んできた。私は矢をつがえ、弓を構える。

　子ウサギはのんきなもので私の存在に気付いてもいなかった。この距離なら確実に仕留められる。自慢ではないが、私は子供たちの中で一番狩りが上う手まいのだ。

　……あるいはそれもまた、暗殺者スキルを持っているからなのだろうか？

　自分の脳裏に浮かんだ考えに動揺して、小さな物音を立ててしまう。子ウサギが私の存在に気付いて慌てて逃げ出す。

　だが大丈夫だ。私ならまだ狙える。逃げていく子ウサギの柔らかな身体からだに対し、淀よどみなく私の身体は狙いをつけていた。獲物に逃げられたという動揺はなく、冷徹にその命を狙って……。

　──本当に、殺していいのだろうか？

「あ」

　気がつけば、子ウサギは射程範囲から逃げ出してしまっていた。小さな影が森の奥へと消えていく。

「もうっ！」

　私は弓を地面に叩きつけた。

　どうしてあのとき射なかったのか、自分でもわからなかった。

　食料を確保するために小動物を狩るなんてこと、森に生きるエルフにしてみれば当然のことだ。お父さんや村のみんなだってやってることだ。ケイやリルファだってやってることだ。私だって、これまで何度だってやってきたことだ。

　隠れて命を奪う。それがきっと、暗殺者スキルの熟練度上げには必要なこと。別にヒトの命を狙っているわけではないのだから、戸惑う必要なんてどこにもない。どこにもないのに……。

「残念だったな、リカ」

「っ!?」

　獲物を取り逃がしたことを後悔していると、いきなり近くの木の上から誰かが飛び降りてきた。

「ケイ」

「よう。リカが獲物を取り逃がすなんて珍しい。けどせっかく狙っていた獲物を譲ゆずってやったんだから、ここは仕留めて欲しかったぜ」

　気付かないうちに木の上に潜んでいたのはケイだった。彼も狩りに来たようで、弓と矢を手にしている。

「リカも狩りの練習だろ？　親父と来てるんだけど、あとでリルファも来ることになってるんだ。せっかくだし一緒にやろうぜ」

「……遠慮しとく」

　今は二人と遊んでいる暇なんてないのだ。

　弓を拾いつつそう答えると、ケイは不満げに唇を曲げた。

「なんだよ。最近、付き合いが悪いぞ。悪戯だって全然してないし、図書館に通ってるって聞くし、一体どうしたんだよ？」

「うるさいわね。そんなのケイには関係ないでしょ。私にはやらないといけないことがあるのよ」

「そんなこと言うなよ。リルファが心配してたぞ。最近、リカが思い詰めた表情してることが多いって。だからなにか困ってることがあるならさ、オレやリルファが相談に乗ってやるから言ってみろって」

　相談に乗る？　咎人系スキルを持ってるからどうしようって、相談しろって言うの？

「ふざけないで！」

　あなたたち、掟のひとつ破るのだってあんなに拒んだじゃない！　狼男のこと怖いって言ってたじゃない！　そんな奴らに『私は咎持ちなんだ』なんて告白できるわけないじゃない！

「私は忙しいの！　もう話しかけないで！」

「おい、リカ！」

　ケイが後ろから呼びかけてくるが、それを無視して私は森の奥へと走った。

　私には時間がない。時間がないのだ。

　だから……。

　近くの茂みでなにかが動いた音がした。弓に矢をつがえて狙いを定める。

「ごめんね」

　だから私は──……。




　陽ひが完全に暮れて獲物が見えなくなるまで狩りを続けてから、私は家に戻った。

「ただいま」

　帰ってすぐに部屋へと向かう。

　今日はあまりにも疲れた。今は泥のように眠りたい。

「リカリアーナ、今何時だと思ってるの！」

　だが部屋へと向かう途中、居間から顔を出したお母さんに見つかってしまう。

　お母さんはいつものように怒っていて、けれど私の顔を見るなり慌てて駆け寄ってきた。

「ちょっと、そんなに泥だらけでどうしたのよ？　それに」

　お母さんがエプロンで私の顔をぬぐった。エプロンには、赤い血がしみこんでいた。それを見て心臓が大きく跳ねる。

「これ、返り血？」

「ち、違う！　私、今日狩りをしていて。それで、きっと！」

「だから獲物の返り血でしょ？　もう！　女の子なのに、返り血に気付かないくらい夢中になって狩りをするなんて。そんなんじゃ、お嫁にもらってくれる人がいなくなっちゃうわよ」

　お母さんの何気ない一言が胸に突き刺さる。

　そうだ。よしんばステータスのお披露目を回避できたとしても、きっと、こんな私じゃ誰かと結婚なんてできないだろう。

「ちょっと、そんな泣きそうな顔にならなくてもいいじゃない」

「な、なんでもない」

「なんでもないことないでしょ」

「なんでもないの！　私、お風ふ呂ろ入ってくるから！」

　心配してくるお母さんを突き飛ばして、私は逃げるようにお風呂場に駆け込んだ。

　そのまま脱衣所で服を脱ぎ捨て、お湯のはられた湯船に飛び込み、頭の先まで身体をお湯の中に沈めた。

　──お母さんはなにも分かっていない。

　私がどれだけ孤独な戦いをしているのか、なにも分かってくれていない。

　──そうよ。元はと言えば、お母さんがこういう風に私を生んだから。

　咎持ちとして私をこの世に産み落としたのはお母さんだ。悪いのは私じゃない。お母さんだ。私は悪くない。私は悪くない。私はなにも悪いことなんてしていない！

　それなのに……どうしてこんなに苦しまないといけないんだろう？

「……オープン」

　お湯から顔を出して、もう苦痛でしかない一言を口にする。

「お願い。あれだけがんばったんだから、暗殺者スキルの熟練度が上がっていて」

　祈りながら、そっとステータス画面を覗のぞき込こんだ。
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「…………え？」

　暗殺者スキルの熟練度が上がっていた。思ったよりも微び々びたる上昇だがそれはいい。やはり自分の考えは間違っていなかったのだと確信を持つことができた。

　けれど……

「な、なんで殺人鬼スキルの熟練度が上がってるの？」

　私は誰もヒトを殺してなんていない。殺したいとも思っていない。

　なのに昨日まではゼロだった殺人鬼スキルの熟練度が、三つも上昇していた。

　私の脳裏に今日出会った人たちの顔が思い浮かぶ。

　無神経に話しかけてきたケイ。身勝手な心配をするお母さん。

　二人にはたしかに怒りを抱いた。けど、殺したいなんて少しも思っていない。

　だって大切な友達で、大切な家族なのだ。そんなの思うわけがない。

　それとも──自分でも知らないうちに、そう思っていたの？

「なによこれ？　わからない。わからないわよ。お願いだから、誰か教えてよ」

　涙がこぼれ落ちる。目の前の理不尽に、次から次へとあふれ出して止まらない。

「お願い。誰か助けて……！」

　私は一人、誰にも言えない秘密を抱えながら泣き続けた。
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　助けて欲しいと願っても、誰にも相談できることじゃない。

　翌日からも、私は一人、孤独な戦いを続けることしかできなかった。

　午前中は朝早く起きて狩りに出かけ、暗殺者スキルの熟練度を上げる。午後からは身体を休めながら、図書館でもっと効率のいい熟練度上げの方法はないかを探し、ある程度のところで切り上げて、また陽が落ちるまで狩りを続ける。

　そうした日々を半月続けた結果、私の暗殺者スキルの熟練度は50まで上昇していた。

　そして殺人鬼スキルは９まで上昇していた。当然のことだが誰かを殺したりはしていない。

　……もういい。殺人鬼スキルのことは放ほうっておこう。今はなによりも暗殺者スキルのことだ。残り半分を半月で上げるとなると、かなりギリギリになる。

　さらに問題は、私が一人で狩りをしていることがみんなに知られ始め、昨夜、お父さんからも遠回しに注意を受けたことだ。エルフにとって狩りとはその日の糧かてを手に入れるためにすることであって、腕前を競ったりするためにすることではないと。子供一人でやっていることに加え、狩った獲物を持ち帰らずに放置していることを咎められたのだ。

　そんなことは当然知っている。知った上でやっているのだ。お母さんと同じでお父さんもなにも分かってない。

「私には時間がない。時間がないの」

　ぶつぶつと念じるようにつぶやきながら、連日の疲労で重くなった身体を引きずって、森から図書館へと移動する。

　今日の司書はまたラムじいだった。きっとまた見張るのだろうな、と思ったが、ラムじいは手を挙げてあいさつをしただけで椅子から立ち上がろうとはしなかった。

「ラムじい。見張りはいいの？」

　好都合なのに、思わず私はそう聞いていた。

　ラムじいは読んでいた本をぱたりと閉じると、

「リカリアーナは最近、毎日図書館に来て熱心に本を読んどるしなぁ。それに悪戯もやめたようじゃし」

　そう言えば、そうだ。もう半月も悪戯をしていない。悪戯を仕掛けるのに熱中するようになってからは、初めてのことだった。

　ラムじいは椅子から立ち上がり、私の頭に手を置いた。

「成長したなぁ、リカリアーナ。お前さんは将来、きっと立派なエルフになるよ」

　ラムじいからこうして褒められるのも初めてのことだった。いつもは怒られてばかりだったから。

　だから嬉しいことのはずなのに、ちっとも嬉しいとは思わなかった。別に本当にやめようと思って悪戯をしなくなったわけじゃない。立派なエルフになるなんて、そんなわけがないだろう。

　それなのに、私は笑顔を浮かべてこんなことを口にしていた。

「ありがとう、ラムじい。私、がんばって立派なエルフになるから」

　半ば反射的に出たその言葉に、そうかそうか、とラムじいは嬉しそうに頷いて、読書に戻った。

　ああ、やっぱり私は立派な大人になんてなれはしない。こんなにも噓うそを吐くのが上手になってしまった。詐欺師スキルがないのが不思議なくらいだ。

「……本を探そう」

　逃げるようにラムじいから離れて、本の捜索を開始する。

　しばらく探し続け、何冊かのそれらしい本を読み解いてみるが、暗殺者スキルの記述はなかった。時間だけが無情に過ぎていく。

　森から図書館への移動時間も馬鹿にならない。もう本を探すのを諦めて、狩りに専念した方がいいかも知れない。

　そう思った矢先、私はその一冊の本を見つけた。

「これ！」

　古めかしい表紙には、『咎人系スキルについて』と走り書きされたようにインクで書かれていた。

　誰かの手記らしく、目次のようなものは見あたらない。だが読み進めていくと、そこには作者の出会った咎持ちたちへの考察と、咎人系スキルの詳細が事細かに記されていた。さすがに直接咎持ちから情報を引き出すことは難しかったようで、ところどころ情報は虫食いになっていたが、それでもこれまで見つけた本とは比べものにならない情報量である。

　さらに作者は咎人系スキルの熟練度上昇への考察まで行っていた。

　たとえば、詐欺師。この咎人系スキルを持つ者は、どれだけ相手を騙だませるかではなく、どれだけ相手に自分を信じさせられるかで熟練度の上昇が変わると考察がされていた。一緒に記載されているデータを見るに、信しん憑ぴよう性せいは高い。

「これならもしかして」

　希望を持ちながら、ページを進めていく。

　そしてついに暗殺者スキルについての記載があるページを見つけ出した。

　一言一句見逃さないよう、食い入るように読む。

「……う、そ」

　希望から絶望へと変わると言うのはこういうことを言うのだろう。

　手記に書かれていた暗殺者スキルの情報は、なるほど素晴らしいというしかない情報量だった。知りたいことをすべて知ることができた。

　……そう、私は知ってしまったのだ。

　作者は暗殺者スキルのボーナススキルについて、以下の記述を残していた。

『暗殺者スキルのボーナススキルは、１００で隠密行動の上昇。２００で敵対者の追跡を行う特技ターゲットロックオン、そして３００で自身のステータスの隠蔽を行うものであると推察できる。相手に自分が暗殺者だと気付かせないステータス隠蔽はもちろんだが、特に注意すべきはターゲットロックオンの方である。これは敵対対象と認識した相手の居場所が分かるという恐ろしいスキルだ。つまり狙われたが最後、暗殺者はどこまでも追ってきて──……』

　そこから先は読む気力が出なかった。

「ステータス隠蔽は、熟練度３００のボーナススキル。ははっ、そんなの間に合いっこないじゃない」

　どんなにがんばっても上げられる熟練度は１００だろう。奇跡に奇跡が重なって大幅に上昇させられたとしても２００まで。３００なんて数字はどう足あ掻がいても不可能だ。

「……無駄だった。私の努力は、全部無駄だった」

　けれど、それは最初から分かっていたことだ。誰もステータス隠蔽が熟練度１００のボーナススキルだなんて言っていない。それに首尾良くステータス隠蔽が上手くいったとしても、幾人かの村人が持っている鑑定スキルの看破を弾けるかも分からない。

　結局のところ、咎持ちという事実が隠し通せる可能性というのは、妄想じみた淡い祈りのようなものでしかなかったのだ。

　けれどそれももう終わり。私の行く末はここに確定した。

　隠れ里からの追放か、あるいは狼の塔への幽閉か……。

　そのとき、力の抜けた私の手から手記が床へと滑り落ちた。その衝撃でぱらぱらとページがめくり上げられ、最後のページが開かれた。

『殺人鬼スキルは咎人系スキルの中でも最悪のスキルである。例外なく、このスキルを持つ者は殺人鬼となる』

　そんな言葉で始まる、殺人鬼スキルについての考察が目に飛び込んでくる。

『なぜなら、殺人鬼スキルの熟練度１００ボーナススキルこそ、殺人衝動だからだ。この衝動は決して抑えられない。必死に我慢しようとしても、ヒトを殺さずにはいられなくなる。そして、殺人鬼スキルの熟練度はヒトを殺さなくてもなぜか上昇していく。どれだけ善良な者であっても、このスキルを生まれ持ったが最後、必ず殺人鬼に堕おちるのだ』

　手記の終わりに、作者の最後の言葉がつづられていた。

『だから私はなにも悪くない。これから私の手で死に行く者達よ。呪のろうなら、私をこういう風に生んだ神を呪ってくれ』




　気がつけば、私は森の中で寝転がっていた。

　いつ図書館を後にしたのか、どうやってこの森まで来たのか、記憶はたしかではない。恐らく毎日のように通っていたから、身体が勝手に動いていたのだろう。

　空を見上げると、すでに太陽の姿はなく、月の見えない空に満天の星が輝いていた。

　それを美しいと思った。

　こんなにも純粋に夜空に見み惚とれたのは、一体いつ以来のことか？

「……あんなにも、退屈な場所だと思ってたのに」

　森と古びた本以外にはなにもない村。それがタトリン村だ。

　毎日毎日退屈で、いっそのこと大人になったら出て行ってやろうかとすら思っていたけれど、いざその未来が意図しない理由で現実味を帯びてくると、急にこのなにもない故郷が愛いとおしく思えてきた。今になって、この村が私のすべてなのだと理解する。

「……やだ」

　一言、本音をもらしてしまえば、もうあとは止まらなかった。

「やだ。やだよ。この村を出たくなんてない。ずっと、ここにいたい。みんなと一緒にいたい」

　大切な場所なのだ。ここには大好きな人たちがたくさんいるのだ。

　それなのに、どうして自分はここにいてはいけないと神様に言われなければならないのか？

「悪戯して、みんなを困らせたことは謝るから！　家の手伝いだってたくさんする！　お父さんやお母さんの言うことだってちゃんと聞く！　もっといい子になるから！　だから！　だから！」

　お願いします、神様。私のステータスを変えてください。

「殺人鬼になんて……なりたく……ない……！」

「リカリアーナ！」

　そのとき、お母さんの声が聞こえた。

　身体を起こすと、お母さんが駆け寄ってきて、私の身体を思い切り抱きしめた。

「リカリアーナ！　よかった！　無事だったのね！」

「お母さん、どうしてここに？」

「あなたを探しに来たに決まってるでしょ！」

　お母さんは大声をあげ、本当に怒った顔で私を見た。

「狩りのために森に行ったきり、こんな遅い時間になるまで帰ってこないんだもの。なにかあったかもって心配するに決まってるでしょ……本当に、本当に心配させて……」

「お母さん……」

　いつものように私を叱しかったあと、お母さんはもう一度、私の存在を確かめるように自分の胸元に抱き寄せて、静かに肩を震わせ始めた。

　温かなお母さんの温度を感じて思い出す。

　ずっと私はこの腕に育てられてきた。守られていたんだと。

「よかった。あなたが無事で。本当に、よかった」

「……ごめん、なさい……」

　謝罪の言葉は自然と口からこぼれ落ちた。

「ごめんなさい。ごめんなさい。お母さん。心配かけて、ごめんなさい」

「いいの。いいのよ。あなたが最近悩んでることはお母さんも知ってた。それなのに一緒に居てあげられなかったお母さんが悪かったのよ」

「違う。お母さんは悪くない。悪いのは私なの。私が、私が悪い子だから……」

　だから、神様は私に咎人系スキルを与えたのだろう。

「ごめんなさい。悪い子でごめんなさい。謝るから。もっといい子になるから。だからお願い、私を捨てないで。嫌いにならないで！」

「なんてこと言うの。捨てるはずないじゃない。嫌いになるはずないじゃないの」

　お母さんはにっこりと微笑ほほえんで、

「リカリアーナ。あなたは私の可か愛わいい子供なんだから」

　それが限界だった。

　私はお母さんの胸にすがりついて、大声をあげて泣き叫んだ。

　お母さん以外にも私を捜してくれていた村のみんなが、私の泣き声を聞きつけて集まってくる。たくさん、たくさん、集まってくる。

　小さな村だから、私は村のみんなの顔を知っている。だから、そこに村の全員がいることがわかった。みんながこんな私を心配してくれていたのだ。

「リカリアーナ！」

　お父さんも森の奥から駆けつけて、私のことをお母さんと一緒に抱きしめてくれた。

　温かな二人の腕に抱かれながら、私は思った。

　ずっと、ずっとステータスを隠さないといけないと思っていた。そうしなければならないと思っていた。

　けれど。

　違ったのかも知れない。隠すことなく、最初からすべてを打ち明けて相談していれば、それでよかったのかも知れない。

　だってこんなにも私はみんなのことが大好きで、みんなも私のことを大切に思ってくれていたのだから。

　最初からみんなを信じていれば、それだけで。
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　半月後、ついにステータスお披露目の日はやってきた。

　雲ひとつない青空の下、私とリルファ、ケイの三人は、村の広場にある小さな舞台の上に、村のみんなを前にして並んで立っていた。すでに私以外の二人もステータス開示の魔法は教えてもらっていた。あとはあの一言を口にするだけだ。

　結局、今日まで私のステータスのことは誰にも言えなかった。何度もお父さんやお母さんに打ち明けようとしたけど、最後の勇気が出なかった。

　でも──大丈夫。

　舞台前の最前列で、お父さんとお母さんは私に笑いかけてくれた。昨日はどんなスキルがあっても大丈夫だからね、と不安で眠れない私の手をお母さんはずっと握ってくれた。お父さんも今朝、不器用ながらも私の頭を撫なでてくれた。

　だから大丈夫。きっと、大丈夫だから。

　しかし、それでも恐怖は残った。

　たった一言を口にしようとして、何度も何度も途中で口を閉じてしまう。

　そのとき、私の両手をそっと握りしめる手があった。

「リルファ？」

　リルファはにこりと笑う。

「ケイ？」

　ケイもニカリと笑う。

「……二人とも、ありがとう」

　だから私も笑みを浮かべることができた。

　そうだ。ステータスに記されたスキルひとつで、私たちの関係はなにも変わらない。

　私はリカリアーナ・リスティマイヤ。タトリン村のエルフだ。この村で生まれ、この村のみんなに育てられ、いずれこの村の誰かと結婚し、子供を産んで、そしてこの村で死んでいくのだ。

　だから──なにも心配することはない。これまでの日々とみんなを信じよう。

　そうして、私たち三人は手を繋つないだまま、声を揃そろえて魔法の言葉を口にした。

「「「オープン！」」」
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　被かぶったフードの上から打ち付けてくる雨音に目を覚ます。

　膝ひざにくっつけていた頭を上げ、空を見上げる。

　建物と建物の間の狭い空には分厚い雨雲が見えた。そこからぽつりぽつりと雨粒が落ちてくる。これはすぐに大降りとなるだろう。その前にどこかで雨宿りしなければ。

　人間の街では、雨宿りする場所ひとつ探すのも一苦労だった。軒先を借りようとすると、家の住人に嫌な顔をされる。これがタトリン村なら、誰の家に行っても歓迎してくれたのに……。

「いえ、違いますか」

　人間もエルフも同じだ。それが可愛い村の子供なら喜んで屋根を貸すかも知れないが、それが薄汚い咎持ちだと知れば追い払うだろう。中には咎持ちだと知った瞬間、殺そうと声高に叫ぶヒトもいる。

　ああ、あれは果たして誰だっただろうか？

　いつも悪戯を仕掛けて困らせていたおじさんか？　それともラムじいだったか？

　あるいは大好きなお父さん、だっただろうか？

　もうその日の記憶は遠い彼方かなたにあった。まだ六年しか経たっていないはずなのに、その間に色々とありすぎて、今はもうタトリン村での楽しかった日々を思い出すことができない。

　目を閉じれば、まぶたの裏によみがえってくるのは最後の苦い記憶だけだった。

　寝転んだ土の感触。

　吸い込んだ空気の味。

　生おい茂しげった木々の隙すき間まから見える、高い空。

　あったであろうそのすべてが色あせてしまっている。

　綺麗な思い出は、村を追放されたあの日にすべて置いてきてしまったのだろう。

　いや、あの村に置いてきてしまったものはもっと多くある。それは誰かを大事に思う感情だとか、誰かに大事にされて嬉しいと思う感情だとか、そういうヒトとしてあるべき大事なもの。

　こうしてさすらう身の上になった今の私に残っているのは、今はもう小さな四角い画面にあるそれだけだった。

「オープン」












　これが私。リカリアーナ・リスティマイヤに残るすべてだ。

　まもなく熟練度が１００へと辿り着こうしている殺人鬼スキルを見つめながら、私は思う。

　殺人鬼スキルの熟練度が上がる理由。それはきっと『憎悪』なのだ。

　生まれ持ったスキルへの憎悪。こんなスキルを自分に与えた神への憎悪。なにより、こんなスキルひとつでなにもかも諦めなければならない世界への憎悪。どうしようもなくこの胸にある激しい怒りと憎しみが、この最悪のスキルの糧となっているのだろう。

　そうしてこの憎悪のままに、私は遠くない未来に殺人鬼となる。

　それは私が生まれた瞬間から決まっていた、私の未来だった。

　問題はそれまでどうするかだが……。

「……なにを、すればいいんでしょうかね」

　故郷を追放されてからの六年間を、私は私を咎持ちだと知って追いかけてくる騎士たちへの対応と対処に費やした。

　タトリン村から一番近い人間の帝国バレスは、咎持ちを決して許すことなく、見つけ次第即抹殺するという国であり、どういう経緯かはわからないが、私は帝国騎士たちに咎持ちだとばれて追いかけ回されることになった。その所為で一般市民にも咎持ちとばれることも多く、ひとつの街に長く留まれず放浪を続けるしかなかった。

　そんな逃亡生活の中で、私は隣国であるフレンス王国の噂を聞いた。

　この国では咎持ちは一定の権利を許され、少なくとも見つかり次第すぐに抹殺されることはないのだと。

　旅の目的地をフレンス王国と決め、そして昨夜、そのフレンス王国の王都である此こ処こラシェールに到着した。まさかあのくそったれな騎士たちも、私が魔まの森もりを突破して隣国に入るとは思わなかっただろう。

　だから私は目標を見失っていた。

　元々帰る場所はない。そして今、目指すべき場所もなくなってしまった。どうすればいいのか、なにをすればいいのかが思いつかない。

　雨宿りできる場所を探すのも億おつ劫くうで、ぼうっと勢いを増した雨に打たれながら、冷たい壁に背中を預け続ける。

　ずっと私を遠目から監視していた誰かが近付いてきたのは、私がずぶ濡ぬれになった頃のことだった。

「やあ、お嬢さん。そのようなずぶ濡れでは風邪を引いてしまうよ」

　やってきたのは仕立ての良い服装の三十代後半ほどの男性だった。

　傍らには主人に傘を傾ける執事服姿の男と、面白そうに私を見ているドワーフらしき少女の姿がある。

　鑑定を発動する。話しかけてきた男性のレベルは８。スキルは『話術：Ｂ』に『役者：Ｃ』だ。戦いを生業なりわいにしている者ではないだろう。

　だが後ろの二人は違う。ドワーフの少女のレベルは36と私より少し下で『狂戦士バーサーカー』という知らないレアスキルを持っている以外はそこまで脅威を感じないが、男性は今の私よりも遙はるかな高みに身を置いている。鑑定が通じない。

「これは珍しい。あなたはエルフですか？」

「え？　本当？　エルフとかアタシ初めて見たよ！」

　執事がフードに隠れて見えない私の素性を看破すると、ドワーフの少女からの好奇の眼差しが強くなる。

「ねぇねぇ。エルフはみんな強いって聞くし、やっぱり魔の森を突破してきたのはこの子で間違いないんじゃないの？」

「ルッフル。少し黙っていなさい。旦だん那な様の邪魔をしないように」

「ごめんなさ～い」

　執事が注意すると、ルッフルという名前らしきドワーフの少女は謝罪の言葉を口にする。だがその態度に悪びれた様子はない。

　それでもそれ以上、主人の行動を邪魔することはなかった。

　その彼女たちの主人はというと、最初に話しかけてきたきりずっと黙って私を観察していた。これまで何十人といた、私がエルフと気付いた男たちの下品な視線とは違う、だがそのとき以上に私の背筋を寒くさせる視線で。

　彼の人の好さそうな柔和な笑みを見て、私はただただ嫌悪感しか覚えなかった。

　その理由を私はすぐに理解した。男もまた、きっとすぐに理解しただろう。

「……同類ですか」

「同類だろうね」

　目の前の男は私と同じ咎持ちだ。しかも私と同じように自分のステータスを隠し、世界と人とを欺あざむいて生きている類の噓うそ吐つき。まるで水たまりに映った自分の顔を見ているかのようで吐はき気けさえする。これが同族嫌悪というものなのだろう。

　だが男の方は違ったらしい。

　能面のような笑顔をわずかに崩して、私にその本性を垣間見せる。

「私はラファエル・グリムド。貴族の家に生まれた、生まれながらの咎人だ。生まれ持ったステータスがすべてのこの世界において、どこにも居場所のない獣の一匹だよ」

　憎悪。憎悪。憎悪。

　男の笑顔の仮面の奥にあるのは、ただひたすらに激しく燃えさかる憎悪の炎だった。

　自分を、人を、世界を、この男は心底から憎みきっている。

　だからこそ、ラファエル・グリムドは私を誘った。

「我が同胞よ。教えてくれ。君は、このくそったれな世界をぶちこわしてやりたいとは思わないかい？」
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　結局、私はラファエル・グリムドの許もとに身を寄せることにした。

　彼への不信感がないわけではないが、私も彼も同じ怒りを胸に抱いていることだけは本当だった。彼がなにを企んでいるかは分からないが、他にやるべきこともない今、断る理由は思いつかなかった。

　ただ、それでもまさか彼が冒険者ギルドのギルドマスターで、ギルドナイトをする傍らで自分が受付嬢なんてものをやらされることになるとは思わなかったが。

「私に受付嬢なんて務まるとは思わないのですが」

「そう？　リカって言葉遣いも丁寧じゃない」

　教育係となったルッフルはそう言うが、この言葉遣いは子供だからと舐なめられないようにしていたら、いつのまにか備わっていた処世術の類たぐいだ。

「それに冒険者は男が多いからねぇ。リカってば綺麗だし、受付に置いておけばみんな喜ぶでしょ？」

「それは暗にお前は置物にしかならないという嫌みですか？」

「そんなこと言ってないでしょ！　ほら、行くよ！」

　ルッフルはさっさと制服に着替え、更衣室から出て冒険者の対応に向かう。

　仕方がない。諦めて私も行くとしよう。一度やると引き受け、この国でのたしかな身元の証明といくらかの金銭を受け取ってしまった以上は仕事を全うするしかない。

　私はギルド職員の制服に着替えてから、一度姿見で自分の姿を確認する。

　思えば、こんなしっかりとした鏡で自分の姿を見るのは初めてだった。

　鏡の中にいたのは、見せかけだけは美しい銀色の髪のエルフだった。記憶の中にうっすらと残る母親の姿に似ているような気もするが、髪の色は異なっている。私の母の髪は金色だった。そして、その人をにらむような鋭い目つきは絶対に母親にはなかったものだった。

「私、こんな目をしてたでしょうか？」

　昔の自分は、もっとキラキラと輝いた目をしていた気がする。それなのにいつのまにか、こんなにも冷たい目をするようになってしまっていたのか。

　いや、違う。私が咎持ちである以上、いずれこうなることは決まり切っていた。だから、この鋭い目つきは生まれつきだ。

「やはり、受付嬢なんてできるはずないと思いますが」

　こんな目をしている奴のところに、一体誰が来てくれるというのか。

　そう思いながら、私は仕事を始めた。

　受付嬢の業務自体はさほど難しいものではなかった。冒険者たちが持ってきたクエストを受理し、達成したときは報酬を渡す。あとは冒険者希望の人間が来たら登録をするのが主な業務内容だった。ルッフルに教えられた仕事を覚え、受付の椅子に座る。

　だが案の定というか、誰も私のところへ来ようとはしなかった。

　それなのにぶしつけにジロジロと見てくる。特に長い耳を。エルフが珍しいのはわかるが、少しは遠慮して欲しい。私は見せ物ではないのだ。

　そのまま本当に私は置物として一日を過ごした。

　さらに翌日も受付業務に出るが、やはり私はただの置物でしかなかった。

　やはりギルドマスターに言って配置を変えてもらおう。そう決心しかけていたとき、一人の少年がギルドへやってきた。

　年齢は私と同じか少し年下くらいか。ボサボサの髪に着古した服。革かわ鎧よろいも盾も持っておらず、腰に一振りの剣だけを下げている。

「あれは初めて見る子だね。たぶん冒険者登録しに来たんだと思うよ」

　近くで私の仕事を見守っていたルッフルがつぶやいた。

「あんな装備で冒険者ですか？　すぐに死んでしまいませんか？」

「たぶん、他の職業に就けなかった子かなぁ。なりたくて冒険者になる人もいるけど、仕方なく冒険者になる人もいるから。どちらにせよ、登録の練習にはなると思うよ。ということで」

　ルッフルがこっそりと離れていく。

　私に練習させたいのか、それともたださぼりたいだけなのか。恐らくは後者だろう。まだひと月ほどの付き合いだが、彼女の性格は半ば以上つかんでいた。咎持ち一歩手前の危険スキルを持っていると本人から聞いていたが、とてもそうは思えないお気楽な性格の持ち主である。

　それでいて、若干空気が読めない。

　冒険者になりに来たということは、あの物珍しそうにギルド内を眺めている少年は、レベルも低く戦闘経験も乏しい素人だろう。そんな人が私みたいな鋭い目のエルフに、果たして話しかけられるだろうか？

　無理だろう。高クラスの冒険者でも、視線を向けただけで逃げていったのだから。

　自分から声をかけてあげるべきだろうか？

　でもどういう風に声をかければいいのだろう？

　私が悩んでいると、戸惑っていた少年も受付の場所に気付き、私のところへ近付いてくる。

「すみません。冒険者登録したいんだけど」

　予想に反し、怖じ気づいた様子もなく声をかけられる。これには少し私の方が戸惑ってしまう。

「あの、俺、冒険者登録がしたいんだけど」

「あ、はい。冒険者登録ですね」

　もう一度話しかけられ、ようやく自分の仕事を思い出す。

「かしこまりました。ではこちらの書類にご記入ください。それと登録料をお願いできますか？」

「わかった」

　少年は懐ふところから財布を取り出し、小銭で登録料を支払った。

　そのあと差し出した紙に記入していく。字はなかなかに綺麗なものだった。

「これでいいっすか？」

「確認させていただきます」

　書き終わった書類を確認すると、ひとつだけ不備があった。

　この書類は名前とレベル、それから志望動機といった簡単な記載しか必要としない書類で間違えようもないのだが、ステータスの欄だけが空白になっている。見栄を張ろうとしているのか。けど志望動機には隠そうともせず『お金が必要だから』と書いてある。

「はい、問題はございませんね」

　不備を指摘してもよかったが、私はあえて無視をした。どちらにせよ、登録に必要な次の作業で明らかになるのだから。

「それでは最後にステータスの開示をお願い致します」

「…………」

　少年は初めて躊ちゆう躇ちよするように押し黙った。やはりレベルを見られたくないのだろうか。

「身元保証に必要となりますので、ステータスの開示をお願い致します」

　少し待っても少年はステータスを見せようとしないので、自分でも相手の気持ちを察した上で厭いやらしいとは思うが、業務上必ひつ須すなのでそう水を向けた。

　けれどそれでも少年は渋った。

　まさか私と同じように他人に見られると困るステータスなのだろうか。いや、ならばあらかじめステータス開示が必要と分かっている冒険者になど登録しに来ないだろう。

　ただ、もしも本当に彼が咎持ちで、ステータス隠蔽などをして冒険者登録をしに来ていた場合は、ギルドマスターからギルド職員になるよう誘えとも言い含められていた。そのために受付嬢には鑑定スキルを持っている者が配置されている。

　だがステータス隠蔽ができるのなら、ここで戸惑ったりはしないだろう。これでは怪しんでくれと言ってるようなものだ。

「あの、ステータスを開示していただけなければ冒険者登録は出来かねるのですが」

　理由がわからず、直接問いかけるしかなかった。

　すると少年は観念したように、その一言を口にした。

「オープン」

　そして私の前に自分のステータスを提示した。
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「……え？」

　久しぶりに、素直な驚きが自分の口からもれたのがわかった。

　自分の目をこすってから、もう一度目の前の少年のステータスを見るが、そこにあるのは意味の分からない文字とも数字ともつかない模様のようなものの羅列でしかなかった。少年のステータスは、まったく読めないものだった。

「冗談とか悪ふざけとかそういうのじゃないから」

　私の態度を予想していたと見えて、少年はそう言った。

「俺は生まれつきこういうステータス画面なんだ。誰にも読めないんだよ」

　他の国を旅していた私でも、こんなステータス画面の存在は見たことも聞いたこともない。少年が渋るのも当然といえば当然だった。こんな得体の知れないステータス画面を相手に見せれば、騒ぎになるのは目に見えている。

　恐らく、彼はこれまで幾度となくステータスを見せては騒がれ、そして心ない言葉を受けてきたのだろう。

　読めないステータスと聞き、多くの人はきっとこう思うはずだ。

　これは彼が生まれ持っている特殊なスキルの所為ではないのか、と。

　ステータスそのものを読めなくさせるという、ステータス隠蔽とは異なる次元の効果を前に、多くの人はそこに素晴らしいスキルがあるとは思わない。逆に恐ろしいスキルがあると想像するに違いない。人とはそういうものだ。未知のものを前にしたとき、それを美しいとは思わず、恐ろしいと思うのだから。

　少年の半生は想像するに容易たやすかった。

　だが、それでも、私が彼のステータスを見て最初に思い浮かんだ感想はこうだった。

「……羨うらやましい」

「え？」

　今度驚いたのは少年の方だった。私も自分の口をついて出た一言を、言ってからしまったと思った。

　このステータスを見て羨ましいだなんて普通の人は言わない。そんなの自分のステータスには、人には見せられないスキルがあるのだと暴露しているようなものだった。

　慌てて、少年の表情をうかがう。

　もしも彼が気付いていたら、どうにかして口を塞ふさがないといけない。これまでは寄よる辺べのない旅人として恫どう喝かつし、恐怖で口を封じてきた。けれど今の定住ある身でそんなことをすれば、ここにはいられなくなる。

　それでもいいか、とも思ってしまうが。

　だが彼は幾度となく私の予想を裏切って、私を疑っても、恐怖の眼差しで見てもいなかった。

　なぜか嬉しそうに笑っていた。

「……なぜ笑うのですか？」

「ごめん。俺のステータスを見て、羨ましいなんて言ったのはあんたが初めてだったから」

　それはそうだろう。少なくとも、私は羨ましいなんて言われたことは一度もない。

「よかった。その様子なら、このステータスが原因で冒険者になれないってことはないよな」

「どうでしょうか。さすがにこれは上に相談しなければなりません」

　だがあのギルドマスターのことだ。きっと興味を抱き、自分の手元で様子を見るために冒険者登録はさせるだろう。

「ですが恐らく大丈夫だと思いますよ」

「そっか。よかった」

　ほっと胸を撫で下ろした少年は、屈託なく笑って右手を差し出した。

「これは？」

「握手だよ、握手。これから色々とお世話になるんだろうしさ」

「私があなたの世話を？」

「あれ？　冒険者って基本的に、自分の担当の受付嬢のところでクエストを受注するって聞いたんだけど。俺の担当って、あんたじゃないのか？」

「どうでしょうか。それも上が決めますので」

　けどまあ、きっと自分が担当することになるのだろう。他の受付嬢では、この得体の知れないステータスの持ち主は手にあまる。

　あるいは、ギルドマスターが最初から彼のことを知っていて、その上で今日自分を登録の担当に配置した。そんな気さえ私はした。それを完全には否定しきれないところが、あのラファエル・グリムドの恐ろしいところである。

「それじゃあ、やっぱり握手だな」

「いえ、別に冒険者と受付嬢という関係なだけですから」

「いいから。ほら」

「む」

　無理矢理手を握られ、上下に振られる。

　まだ大人の男性とは違うその手は、しかし予想を超えて硬く力強かった。

　そこで初めて、私は少年の顔をしっかりと見た。

　まだ幼さの残る顔立ち。けれど、その瞳だけは決意を秘め、それでいて未来を夢見てキラキラと輝いていた。

　まぶしいな、と思う。

　この少年は生まれ持ったステータスという意味では少しだけ私に近いが、それでも私とはまったく違う価値観で生きているのだろう。

　そのことに対して、羨ましいと再度思う。憎らしいとさえ思ってしまうのは、私の心が狭いからか、あるいは殺人鬼スキルを持つがゆえか。

　それでも一度握った手を離そうとは思わなかった。

　それが本当に久しぶりに、思い出せないほどに久しくふれ合った他者のぬくもりだったから、というのもあるのだろうが、それ以上に、羨ましく憎らしいとは思えど、自分が目の前の少年を苦手だとは思わなかったのが理由としては大きかった。

　今日一日この場所で過ごして彼だけだった。いや、人間の世界に来てからは彼だけというべきか。

　この少年だけが私の長い耳を気にすることなく、私をエルフという偏見の目で見なかった。ただまっすぐ、その眼差しは嬉しそうに私の鋭い目を覗き込んでいる。

「と、そうだ。まだ自己紹介をしてなかったな」

　私の手を握ったまま、少年は自分の名前を名乗った。

「はじめまして。俺はライ・オルガスだ。これからよろしくな！」

　改めて自己紹介をされても、さっき書類に書いてもらったからもう名前は知っていたのだが。

　それでも直接名乗られ、その響きが耳に自然と入ってきた。ライ・オルガス。きっと、しばらくこの名前は忘れないだろう。本当に担当することになったら、忘れられない名前になるかも知れない。

　そんな予感がして、私は自然と自分の名前を口にしていた。

「はじめまして。私はリカリアーナ・リスティマイヤと言います」

　私が殺人鬼となるまでの、きっと短い間だけだと思うけれど。

「これからよろしくお願い致しますね、ライさん」





　　　　　◇◆◇






　私がフレンス王国に来てから一ヶ月が経過した。

　今日も今日とて受付でぽつんと置物になっていると、私の唯一の担当冒険者がやってきた。

「リカさん。おはよう」

「おはようございます、ライさん。毎日お疲れ様です」

「ああ。じゃあ、早速だけどこのクエスト受理してくれるか？」

　そう言って、ライさんはクエストボードから持ってきたＥクラス個別クエストを差し出した。

　内容は近くの街道に生えている薬草の採取。駆け出し冒険者でも出来る簡単なクエストだ。

「かしこまりました。少々お待ちください」

「いやぁ、けど今日は薬草採取のクエストが手に入ってよかったよ」

　クエストを受理していると、ライさんが世間話を振ってきた。彼はいつもこうだ。毎日毎日休みなくギルドに通い詰めては、出来るだけ報酬が高額のＥクラスのクエストを引き受けて、少し私と話をして冒険に出かけていく。

「本当は討伐系がよかったんだけど、Ｅクラスで受けられる奴はほとんどないからな」

　モンスター討伐系のクエストは、魔の森からなんらかの理由で出てきたモンスターがどこかに住み着き、近くの村や街道を通る人たちに被害が出た場合に発行される。

　そういった魔の森出身のモンスターは王都周辺にはかなり多いのだが、ほとんどが討伐推奨レベルの高いモンスターで、低クラスでも受けられるモンスターは少ない。それを数多くいる低クラス冒険者たちが競い合って受けようとするため、週に一度受けられれば幸運という案配だった。

　討伐系クエストの報酬は採取系クエストより高い。その理由にはもちろん、危険が大きいということが加味されている。

　低クラスに回される討伐系クエストのモンスターはたかが知れているが、それでもライさんのような駆け出し冒険者が一人で受けるのは、あまり褒められたものではなかった。

「ライさん。討伐系クエストを受けるのでしたら、前から言っているとおり他の人とパーティーを組んで下さい」

「それは分かるんだけどさ、リカさん。俺を仲間にしてくれる人ってかなり少ないみたいなんだよ」

　ライさんは少しだけ寂しそうな顔で言った。

「危険が伴うクエストに、やっぱり俺みたいなステータスの奴は連れていきたくないんだとさ。自分ではそこそこ強いつもりなんだけど、それを証明するには、まずパーティーを組んでもらう必要があるし」

　ステータスが読めないライさんは、ギルドマスターの鶴つるの一声で冒険者になることができたが、それでも他の冒険者と同じようにはいかなかった。

　まず本人も言ったとおり、他の冒険者とパーティーが組めないでいる。大体、駆け出しの冒険者はひと月以内に他のパーティーに入れてもらったり、同じ駆け出し同士でパーティーを組んだりするのだが、彼は当然のようにそうした集まりからはつまはじきにされていた。

　加えて、レベル証明ができないライさんは冒険者クラスのクラスアップを禁止されていた。それも仲間に入れてもらえない大きな理由だろう。万年Ｅクラス冒険者になることが決定した彼を仲間に引き入れたとしても、利点がどこにも見あたらないのだ。

　だからライさんはいつも一人でクエストを受けている。採取系ならいいが、この先も討伐系クエストを受けていこうとしているのはいささか気になる。だが本人はお金を求めているので、止めることも難しいだろう。

　ん？　お金が欲しいと常日頃から口にしているのに、なんで報酬の少ない採取系を受けられて喜んでいるんだろう？

　たしかに採取系は駆け出しに人気ではあるが、それはクエストに慣れるのに最適だからという理由で、報酬の支払いが少ないことはライさんももう理解しているだろうに。

　怪しい。これはなにかある。

　もしや採取クエストを受けたがっていたのは、無料で城壁の外に出られるからか。王都を正規の手段で出入りしようと思うと通行料も馬鹿にならないが、クエスト許可証があれば無料で出入りができる。

「ライさん。もしや採取のついでに、街道でモンスター狩りなどをしようとは思ってないでしょうね？」

「……オモッテナイヨ？」

「噓が吐けない人ですね。──少しこちらへ来なさい」

　ライさんをギルド職員の休憩室に連れ込んで、ギルド内に置いてあるモンスター目録を突きつける。

「いいですか？　ギルドが把握して許可してるクエストでも一人では危険がつきまといます。それなのに、なぜそれ以上に危険が大きい不特定モンスターの討伐をしようとしてるんですか？　しかもライさん、あなたこの熟読必須のモンスター目録を全部読んでいませんよね？」

「いや、読んだよ？　最初から最後まで目を通したよ？」

「目を通しただけでしょう。パラパラとめくってモンスターの絵以外読み飛ばしてたところを見ていましたからね？」

「さ、最初の方はしっかりと読んだから。近くの街道に出るモンスターなんて、大抵はその辺りのモンスターだろ？」

「ですが、稀まれに強いモンスターが紛れ込んでいることもあるんです。モンスター目録を暗記していれば、そういったモンスターに遭遇したときに逃げることも可能ですが、読んでいなければその脅威を察することもできませんよね？」

「いや、勘でなんとなく倒せそうかは分かるし、正直めんど──」

「は？」

「なんでもないです」

　ライさんは目録を受け取って、まだ読んでいないページから読み始める。大体、五百ページある目録の最初からめくって二十ページほどだろうか。

　……この人、よくそれで最初の方は読んだと自信をもって言い切れましたね。

　それから十ページほどがんばって読んでいたライさんだったが、

「リカさん。俺、今日は採取だけして戻ってくるわ」

　諦めてぱたんと本を閉じた。

「本当ですか？　城壁の外に出られたらこっちのものだとは考えてませんか？」

「か、考えてないよ？」

「言っておきますが、あまり無作為にモンスターを狩って、他の冒険者の討伐目標を何体も倒してしまうと、故意の妨害として罰金などのペナルティが課されますからね？」

「えっ!?　噓だろ俺もう結構──」

「結構？　なんですか？　ほら、言ってみなさい」

　凄すご腕うで冒険者も震え上がる鋭い眼差しを、少しずつライさんの顔に近付けていく。

　するとライさんは怯おびえる──ことはなく、少しだけ頰を染めて視線を逸らした。

「……まあ、いいでしょう」

　どれだけにらんでもあまり効果がないので、少しだけやりづらい。仕方がなく私は、そのままクエスト許可証を発行してあげた。

「どうぞ許可証です。ですが、本当に気を付けて下さいね」

「ああ。近くに冒険者がいたら手は出さないようにするよ」

「そっちではなく。いえ、そちらもですが、それよりも強いモンスターに遭遇したらきちんと逃げるようにしてください。ただでさえライさんは彼我のレベル差から考慮して動くことができないのですから、他の冒険者よりも注意深く行動しなければ、すぐにその命を落としてしまいますよ？」

「わかってる。心配してくれてありがとう。俺、気を付けるよ」

　ライさんは少し申し訳なさそうに頭を下げた。

　私に心配をかけてしまったことを悪いと思っているようだった。これは受付嬢の業務の一環だからしていることであって、別に個人的に心配しているとかではないのに。

「街道でモンスターを適当に狩るのはもうやめるよ。リカさんに約束する」

　それでもライさんは真しん摯しに約束などを口にするのだ。

　そんな風に言われてしまえば、私に言える言葉なんてこれしかなかった。

「いってらっしゃいませ。どうかお気をつけて」

「おう、行ってきます！」

　……まあ、もっとも。

「ねえ、リカ。なんかさっき、ライくんがギルドナイトに捕まってたよ？」

「ちょっとごめんなさいギルドマスターのところに行ってきます！」

　まさか約束をした数日後に、魔の森に無断突入するとは思っていなかったわけだが。

　そういうことじゃない。そういうことじゃないのに。

　本当に！　まったく！　あの人は！　なんて手がかかる冒険者なのだろう！




　そんな風に受付嬢を始めた私にとって良くも悪くも大きな存在となったライ・オルガスだったが、彼のその本当の実力を知ったのは、この魔の森無断突入事件のすぐあとのことだった。

「ライさんと一緒に魔の森にですか？」

「そうだ。君には彼と一時的にコンビを組んで欲しい」

　突然ギルドマスターに呼び出されたと思えば、そんなことをお願いされる。

　意味がわからなかった。ライさんが魔の森に無断侵入したことはお咎めなしという形で落ち着いたのだが、それは今後許可なく侵入しないと約束させたからだ。その時点で、もうギルド側としてはライ・オルガスを魔の森には入れないものと思っていたのだが。

「……それは、ライ・オルガスに規則を破った罰を与えて来いということですか？」

　Ｅクラス冒険者のライさんと一緒に魔の森に行けだなんて、遠回しに殺してこいという意味にしか聞こえなかった。

　この前の無断侵入のときは奇跡的に無事だったようだが、魔の森はそんな甘い場所ではない。それはあの場所を隣国からこの国まで突破してきた私がよく知っている。Ａクラス冒険者相当の実力のある私でさえ、何度も何度も死にかけたのだ。

　私の問いかけに、ギルドマスターは意味深な笑みを浮かべるだけでなにも言わなかった。

　やはりこれは、ギルドマスターの命令に従えるのかという私への試験なのだろう。

「……分かりました。ライ・オルガスと一緒に魔の森に行ってきます。ですが、私はなんと言われようと直接この手で誰かを殺すつもりはありませんので」

「そうだね。そんなことをすれば、君の殺人鬼スキルは簡単に１００を超えてしまうだろう」

　やはり知っていたのか、私に殺人鬼スキルがあることを。けどその上でこんな指示だなんてどういうつもりなのだろう？

　……まあ、いい。

　ライさんを見殺しにしたところで、殺人鬼スキルの熟練度はあがったりはしないのだから。

「では失礼致します。いつもなら、そろそろライさんが受付に来る頃なので」

「リカリアーナくん」

　部屋をあとにしようとすると、ギルドマスターに呼び止められる。

「私はね、君を買っているんだ。それを覚えておいて欲しい」

「……失礼致します」

「うん。夕刻までには戻ってくるようにね」

　にこやかな仮面の笑顔で見送られ、私は部屋を後にする。

　……わからない。あの男は私になにをさせたいのだろう？

　あんな言葉で私の機嫌など取れないことくらい理解しているだろうに。むしろ私の機嫌を取りたいのなら、今回のような命令なんて……

「……オープン」

　ステータスを開き、殺人鬼スキルの熟練度を確認する。

　昨日とまるで変わらない数値を見て、私は自じ嘲ちようする。

　そう、やはり私はもうこの程度のことでは動じない。そういう冷たい血の生き物になってしまったのだ。

「クローズ」

　ステータスを閉じて、ギルドの受付へと向かう。

「おはよう、リカさん」

　ライさんはすでにそこにいた。私を見て、ニカリと笑う。

　他の受付が空いていて、別にそちらへ回ってもらっても問題なんてなにもないのに、クエストの依頼書片手に律儀に私のことを待ってくれていた。

「ふふっ、リカ、愛されてるねぇ。まさかこの可愛いルッフルちゃんが袖にされちゃうなんてさ」

　隣の受付からルッフルがからかうように言ってきた。

　……やはり彼女は空気が読めない。なんで今、そんなこと言ってしまうの？

「リカさん、どうかしたか？」

　表情なんて変えていないはずなのに、どうして分かってしまったのか。

　ライさんが私の顔を見て心配してくれたが、それすらも確信を深める材料にしかならなかった。

　今までの経験から、私には分かってしまったのだ。また一段、自分が殺人鬼への階段を上ったことに。

　人間として道を踏み外したことに。

　……という私の出発前の複雑な感情も思い切り吹き飛ばしてしまうほどに、ライさんが見せた本当の力は圧倒的で衝撃的だった。

「いやぁ、まさかリカさんが一緒に冒険してくれるなんてさ。嬉しいよ」

　私に話しかけつつ、ライさんは討伐推奨レベル18のエンプジンを次々に斬きり裂いて、

「しかも魔の森でモンスターを狩っていいなんてさ。これで今日はチビたちに美味しいものを食べさせてあげられる」

　喜びつつも遠くの方から魔法を放とうとしていた討伐推奨レベル25のサンダーライガットを剣圧だけでまっぷたつにし、

「リカさん。たぶん俺、足手まといになると思うけど」

　一転して真剣な顔になったかと思えば、私の目でも追いきれない速度で討伐推奨レベル32のリザードマンナイトの大群を仕留め、

「がんばって戦うし、リカさんの背中は守ってみせるからさ」

　私の方に向かって剣の持っていない方の拳こぶしを突き出し、気がつかないうちに私の首を狩ろうとしていた討伐推奨47のキラーヘラクロスを粉みじんにしたあと、グッと親指を立てて言った。

「俺の背中は任せたぜ！」

　それに対して、私の返答は決まっていた。

「ライさん」

「ああ、いい冒険にしよ──」

「一発殴らせてください」

「なんで!?」

　あと私の熟練度91を返してください。

　殺人鬼スキルの熟練度が増えたことに対して、私は初めてそう思ったのだった。





　　　　　◇◆◇






　それからも色々なことがあった。

　ライさんはいつもいつもトラブルを持ち込んでくるから、私はその解決に多くの苦労を強いられることになった。

　それでも騎士になるという夢を追いかけて、毎日がんばっている姿を見ると、できるだけ協力してあげたいと思えた。ギルドマスターがライさんのことを特別視していて、それゆえの特別扱いに歯がゆいこともあるけれど、自分のできる精一杯の応援をしていたつもりだった。

　そんな日々はなんだか楽しくて。

　殺人鬼スキルの熟練度も上昇することはあまりなくて。

　気が付けば、あっという間に時は流れ、三年という月日が経過していた。少しの間だけだと思っていたライさんとの付き合いは長いものになっていて、知らず知らずのうちに私は期待するようになってしまっていた。

　もしかしたら殺人鬼になることなく、このままここでずっと過ごせるかも知れない。私はここで幸せになれるのかも知れない、と。

　もちろん、そんなものは気のせいだった。





　　　　　◇◆◇






　それは連続殺人鬼についてまとめた資料を、ギルドマスターのところへ持っていったときのことだった。

「失礼します。例の資料をお持ちしました」

「待っていたよ。入ってくれ」

　入室の許可をもらい、ギルドマスターの執務室に入る。

「おや？　リカリアーナくん、今日はやけにご機嫌だね」

　私の顔を見るなり、ギルドマスターはそう指摘してきた。私の顔はいつもどおりに凍り付いているはずなのにめざとい男である。

「なにかいいことでもあったのかい？　そういえばつい先日、ライに呼び出されていたみたいだけど、もしかして告白でもされたのかな？」

「やめてください。ルッフルもあなたも、なぜそう男女の色恋に結びつけたがるのですか？」

「それは私もルッフルくんも、君とライがくっついたら喜ばしいと思っているからだよ。私がライに期待しているのは君も知ってると思うが、私はね、君のことも高く買っているんだ」

「そういえば、昔もそんなことを言っていましたね。こんな殺人鬼になることが確定している女の、一体なににそんな期待しているのですか？」

「色々だよ。そう、色々さ」

　答えをはぐらかす。こういうときは詳しく聞いても答えてくれないことを、私はこれまでの経験から理解していた。

「それにリカリアーナくん、君もまんざらではないだろう？　贈り物、もらって嬉しかったんじゃないかい？」

「最初から知っていたのなら聞かないでください」

　口封じをしたルッフル以外の誰が見ていたのかはわからないが、私がライさんに贈り物をもらったことはギルドマスターに伝わっていたらしい。

「たしかにライさんから贈り物はいただきました。けれど、それだけです。私がライさんと男女の付き合いをすることはありませんよ」

「なぜだい？」

「なぜって、言わなければわかりませんか？　ライさんは私が咎持ちであることを知りません。ましてや私は殺人鬼の咎持ちなのですから」

「わからないよ。ライなら君のすべてを知ってなお、君のことを受け入れてくれるかも知れないじゃないか」

「そんなことはありえませんよ」

　そう、ありえない。それまでいくら仲がよくても、ばれた時点で終わりだ。

　だって、お父さんもお母さんも私を拒絶した。あれだけ仲がよかった幼なじみたちも私を嫌いになった。みんな、みんな、私を殺人鬼のように扱って閉じこめようとした。

　唯一分かり合えるのは同じ咎持ちだけだ。

　いや、これを分かり合えるとは言わないか。お互いにお互いの秘密を握っているからこそ成り立つ共犯関係。一方が裏切れば自分も破滅するから裏切れないだけで、第一、ギルド職員の中でも私に親しげに話しかけてくるのはルッフルくらいのものである。

　咎人系スキルの中でも特に危険な殺人鬼スキルだ。いつ衝動に負けて自分を殺しにくるかわからない相手なのだから、当然といえば当然だが。

「……もう報告させていただいてもよろしいですか？」

「ああ、お願いしよう」

　にこやかに笑って報告を受け取るギルドマスター。この男も心の中で本当はどう思っているかわかったものじゃない。笑顔の仮面の下で、冷静に私を斬り捨てる算段をしているともかぎらないのだ。

　信じてはダメ。期待してはダメ。裏切られるに決まっている。

「……以上が今回の連続殺人鬼についての報告になります」

「ふむ。盗賊スキルの咎持ちの可能性が高い、か。帝国を震え上がらせた例の人ひと喰くい本人ではないんだね？」

「その線でも軽く調べてみましたが、違うと思われます。人喰いの情報についてはほとんど集まらなかったので、絶対とは言い切れませんが」

「そうか。……ならこれを今君に渡しても大丈夫そうかな」

　そう言って、ギルドマスターは私に羊皮紙を手渡してきた。

「これは？」

「帝国に現れた人喰いに関する情報だよ」

「……そんなものがあるのなら、調べる前に渡していただきたかったのですが」

　人喰いの調査にどれだけ手間取ったか。その所為で、ライさんに嫌われていると思われてしまったのだから。

「今になって渡したのはなぜですか？」

「中身を見てもらえればわかるさ。これは人喰いの情報であると同時に、君にとっても関わりのある情報だからね」

「私の？」

「そう。だから注意をして欲しい。その情報はもしかしたら、君の殺人鬼スキルの熟練度を上げかねない代しろ物ものだ。読むときはそれ相応の注意を払ってからにして欲しい」

　そう言い残し、ギルドマスターは私に退室を促うながした。

　廊下で私は羊皮紙に視線を落とす。

　恐らくギルドマスターの言葉は噓ではないのだろう。これは私にとってそれだけ衝撃的な情報ということだ。

　だがあそこまで言われて、これを読まずに捨てるという選択肢はなかった。一番上の『機密』とだけ書かれた羊皮紙をめくって、中身を検あらためる。

「…………」

　最後まで読み終えてから、もう一度最初に戻って読み直す。

　その上で、ステータスを開いて殺人鬼スキルの熟練度を確認する。

「上がらず、ですか」

　ああ、やはり私は血も涙もない怪物らしい。

「自分の故郷が滅んでいたことを知ったというのに、そのことに怒りも悲しみも覚えないなんて」

　自嘲しながら、もう一度書類に視線を落とす。

　恐らくは隣国を調査した資料の一端だろう。そこにはバレス帝国でエルフの隠れ里が見つかったこと、そしてそのタトリン村が一人の咎持ちによって滅ぼされたことが記されていた。

　特筆すべき項目は、それらの情報がその咎持ち本人の供述により明らかになっていることである。事もあろうに、その咎持ちは私の故郷を滅ぼしたあと、近くの街の酒場へと赴き、その場にいた人々に感想と共に語り聞かせたのだという。

　自分はタトリン村のエルフ六百七十八名を喰らった。それは天にも昇る味だったと。

　最初は酔客の戯ざれ言ごとと一いつ蹴しゆうされていたが、その咎持ち自身がエルフであったこと、さらにその場にいた人間を一人ぺろりと平らげてみせたことで、すべてが真実なのだと悲鳴と共に受け入れられた。後日、帝国の一団がその隠れ里に調査に赴くと、そこには無人となった村だけが残っていたという。

　以後、その『人喰い』はバレス帝国全土で指名手配をされることになった。銀髪のエルフを見つけた場合は、速やかに近くの衛兵、騎士に通報するように、と。

　あるいは、私がバレス帝国であれだけ執しつ拗ように騎士に追いかけ回されたのは、私が人喰いと間違えられていたからなのかも知れなかった。人喰いによる凶行は、私が村を追放された一年後に行われていたが、それはちょうど騎士たちの追跡が激しくなった頃と一致している。

　いや、だから問題はそこではないだろう。

　故郷が滅んだのだ。つまり村の人たちが、お父さんとお母さんが殺された。私を追放した、あいつらが喰われて死んだのだ。

　それなのに……。

　なぜ私は悲しむどころか、罰が下ったのだと暗い悦よろこびすら感じているのか？

　自分の醜さに笑いさえ込み上げてくる。

　ステータス画面を開く。殺人鬼スキルの熟練度を確認する。

　その数字が変わることに恐怖を覚えていたのに、今はその数字が変わらないことにも恐怖を覚える。

「……ああ、そうか。ようやくわかりました」

　今になってようやく理解する。

　これまで私は自分が咎持ちだから汚らしい存在なのだと思っていたが、そうではなかった。

　逆なのだ。私の性根が腐っているから、私は咎持ちとして生を受けたのだろう。

　村の人たちの裏切りに怒りと恨みを覚えていたけれど、それは的はずれな感情だった。私はきっと追放されて然るべきだった。そうされて当然のケダモノだったのだ。

「──私、最低だ」

　リカリアーナ・リスティマイヤは、救いようのないクズなのだ。




　こんな気分では業務など出来るはずもなく、私は終業時間前にギルドを出て、当てもなく王都をさまよい歩いた。

　すると道行く誰も彼もが私を見てきた。きっとそれは私がエルフだからなのだろう。けれど、今の私にはそれが私が醜い怪物だから見ているようにしか見えなかった。友人同士の会話が、恋人同士の囁きが、自分を嘲笑する声にしか聞こえない。

　いっそのこと、この長い耳をナイフでちぎってやろうか。

　そうすれば、少しはこの視線も減るだろう。どうせエルフという要素を削ぎ落とせば、私なんかに話しかけてくるような奴はいなくなる。

　危険な兆ちよう候こうだった。思考がまずい方向へと傾かたむいている。

　そうわかっているのに暗い感情は止まらない。このままではまた殺人鬼スキルの熟練度が上がってしまう。どうにかしないと。

　そう思った私の指が、ポケットに入っていた硬い感触のものに触れた。

　ライさんからもらった香水だ。私はそれを取り出し、蓋ふたを開けてすっと吸い込んだ。

　……不思議だった。

　たったそれだけのことで、なぜか気持ちが落ち着いた。故郷を思い出す森の匂いなのに、小さな切なさ以外に暗い感情は起きあがってこない。

　ライさんからもらったもの、だからなのだろうか。

　故郷より先に、この匂いを嗅かいでいるとライさんのことを思い出す。そういえば、ライさんもいつも魔の森に出かけているので、実は結構木々の匂いをまとわせていることがあったっけ。

　私は香水の蓋を閉じた。なんだかライさんに顔を近付けて匂いを嗅いでいるようで、少し恥ずかしかった。

　けれど、お陰で落ち着くことができた。

「ありがとうございます、ライさん」

　小さな声でお礼をつぶやいて、それから歩みを再開させた。

　足は自然と『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』の方に向いていた。ライさんに会いたくなったからではない。なんだか無性に、この前ごちそうになったあの店のシチューが食べたくなったのだ。本当である。

　何度か通った道を使って『黄金の雄鶏亭』に辿り着く。お店の中からは灯あかりがもれていたが、なぜか入り口の札は『準備中』になっていた。どうしたんだろうと思って中を覗くと、中にいた店主であるロロナさんの父と目があった。

　私に気付き、ロロナさんの父が外に出てくる。その冒険者にも負けない厳めしい顔は、どこか憔しよう悴すいしているようだった。

「たしかあんたはライの知り合いで、偶にうちに来てくれる……」

「リカリアーナ・リスティマイヤと申します」

「そうだ。リカさんだったな。ライからよく話は聞いてるよ」

　ライさんが私のことをどんな風に話しているかは気になったが、それよりも暗い表情の方が気になった。

「あの、なにかあったのですか？　お加減が優れないようですが」

「ああ、そのな」

　ロロナさんの父は少し悩んだあと、小声で教えてくれた。

「……実はロロナが例の殺人鬼にさらわれたんだ」

「えっ？」

「すまねぇ。大声はやめてくれ。犯人からは衛兵や騎士には通報するなって言われてるんだ。今、ライの奴が助けに行ってくれてるから、それまでは黙ってて欲しい」

「ライさんが助けに？」

　ならば戦力的には大丈夫だろう。いや、けれどロロナさんを人ひと質じちに取られているとなると、万が一ということも考えられる。

「……わかりました。私もギルドの方へ伝えるといったことはしません。ですが、ライさんのフォローには動きたいと思います」

「そうしてくれると助かる。ライの奴、俺はここで料理でも作って待っててくれって言ってたが、あいつ一人に任せてじっとしてるなんてできなくてよ」

「安心してください。ライさんならきっと、ロロナさんを助けてすぐに戻ってきますよ」

「おう。俺もそこは信じてるよ」

　言葉どおり、ロロナさんの父の目にはライさんへの強い信頼が見て取れた。

「それでは私はこれで失礼させていただきます」

「ありがとな。今度料理をご馳ち走そうさせてくれ」

　私はひとつ頷いてから走り出した。

　調べていたため、連続殺人鬼のアジトらしき場所はいくつか頭に入っていた。虱しらみ潰つぶしにしていけば、恐らくライさんと合流できるだろう。

　ただ、ライさんのことだ。私が到着したときにはもうすべて終わっているかも知れない。いや、その可能性の方が高いだろう。

　それでももしかしてを考えて私は走った。

「あれは……」

　アジトのひとつでライさんの姿を見つけた。

　その隣にはロロナさんの姿もある。すでに助け出されたあとのようで、ライさんにすがりついて泣いていた。あの様子では、私は出て行かない方がいいだろう。

　ただ、そこにいるのは二人だけで犯人らしき人影はない。ライさんが取り逃がしてしまったのだろうか？

　ライさんの性格を考えると逃がしたくて逃がしたとは考えられないので、恐らくはロロナさんを守ることを優先したのだろう。ライさんらしいといえばらしいが、ライさんのことなので後できっと取り逃がしたことを後悔するはずだ。

　……仕方がない。今回の事件、調べるだけで動くつもりはなかったのだが。

「私はライさんの受付嬢ですからね」

　担当冒険者を助けるのは当然のこと。私は暗殺者スキルの特技を行使した。

「ターゲットロックオン」

　鍵となる言葉をつむぐと、夜の闇やみにぼんやりと赤い点が浮かび上がった。

　それは私にとって標的となりうる存在を知らせる、私にしか見えない灯ともし火びだった。

　ターゲットロックオンは暗殺者スキルの特技であり、夜にしか行使できないが、敵と私が認識している相手の位置を特定できる有用なスキルだった。

　まあ、これがあるから暗殺者スキル持ちの咎持ちは、有力者たちから忌いみ嫌きらわれているのだが。狙われたが最後、どこにいても自分の居場所を特定されるというのは恐怖でしかないだろう。

　もちろん、このターゲットロックオンを本来の用途のために使ったことは一度もないが。

　私は標的である殺人鬼の灯火を追い、夜の街を駆けた。

　標的はかなりの速度で動いている。よほど怖い目にあったのだろう。怒ったライさんはかなり怖かったらしい。

「ん？」

　もうすぐ標的に追いつこうかというとき、不意に灯火が揺らいだ。

「これは……」

　路地裏に入ったところで、完全に灯火が消失した。

　月明かりがあまりにも眩まぶしいと使えないことはあるが、今日はそこまで月の明るい夜ではない。となると考えられる理由はひとつ。犯人が死んだということだ。

　私は壁に背中を預け、灯火が消えた位置をうかがった。

　すると奇妙な音が聞こえてきた。

　それは咀そ嚼しやく音おん。同時に、濃密な血の臭いも漂ってきている。

「…………」

　忍ばせていた短剣を手に、音がする方へと近付いていく。

　現場を確認すると、そこには倒れ伏した犯人らしき一人の男の死体と、その死体を漁る誰かの後ろ姿が見えた。

　最初、フードに隠れて素性はうかがえなかったが、死体に大きく顔を近付けたことでそのフードが取れた。

　見えたのは月光を反射する銀色の髪と、そこから飛び出した長い耳。

「エルフ？」

　故郷以外で初めて見た同族の姿に、私は思わずそうつぶやいてしまっていた。

　咀嚼音が止まる。ぐるん、と殺人鬼が私の方を振り向いた。












　美しい人形のような顔が、私を見てニタァと笑った。

「やあ、ようやく見つけたよ。リカリアーナ。久しぶりだね」

「……どちら様ですか？」

「おや、分かりませんか？　ほら、タトリン村でよくお話をしていたじゃないか」

「タトリン村？」

　故郷の名前を出され、私は自然と後退っていた。

「う、噓です。タトリン村は滅んだはずで、生き残りもいないはず。被害者として記されていた数は、私を除いた村の全員の数と一致していました」

　あるいは、私が追放されたあとに新しく子供が生まれたのだろうか？

　それで目の前のエルフは惨劇を運良く回避できた生き残りなのだろうか？

　けれど私は目の前のエルフを知らなかった。タトリン村でこんなエルフは見たことがない。銀髪のエルフは私だけのはずだった。けどもう故郷の記憶はおぼろげで、ああ、でもどうしよう。もしも本当にあの村のエルフなら、私が咎持ちだと知っているはず。誰かに言われる前に口封じをしないと。

　殺さないと、まずい、じゃないか。

「今、自分を殺そうと考えましたね？」

「っ!?」

　心を読んだように言い当てられたことよりも、私は自分が今考えた恐ろしいことの方に衝撃を受けた。

「わ、私は……違う。誰かを殺したいなんて、そんな風に考えたことなんて……」

「ないんですか？　殺人鬼スキルを持っているのに？」

　まるで死刑宣告をされたかのようだった。やはり男は私が咎持ちだと知っていた。

　どうしよう？　どうしよう？　どうしよう？

　このままじゃ、私がようやく手に入れた優しい時間が終わってしまう。

「安心してください、リカリアーナ。自分は君が咎持ちだと、他の人間たちにばらすようなことをしませんよ」

「……信じられません」

「酷いな。友人を売るような真似、この自分がするわけないだろう？」

「友人？」

　私に故郷で友人と呼べるような人は二人しかいなかった。ケイとリルファだ。

　ならば、目の前の男はあのケイだと言うのか？　いや、違う。ケイの髪の色は間違いなく金色だった。顔だってこんな顔ではなかった。

　ならば誰だ？　存在しなかったはずの銀髪のエルフ。この男の正体は……。

「……まさか」

　ある人物のことが頭に思い浮かぶ。

　私は彼の髪色を知らない。私は彼の顔を知らない。けれど友人のように幾度となく話をしたことがある。

「……狼男、なんですか？」

「そうだよ、リカリアーナ。思い出してくれて嬉しいよ」

　男──故郷で狼の塔に幽閉されていたエルフは、親愛の笑みを浮かべて大きく両手を広げた。その手に持っていた死体から飛び散った血が、勢いあまって私の顔にかかる。

「おっとすまないね。ちょうど食事の時間だったものだから」

「食事って……」

「君も食べるかい？　なかなかいけるよ？」

　人間だったものを美味しそうに頰張る狼男に、私は吐き気を覚えた。

「それは、それは人間じゃないんですか？」

「人間だよ。自分は人間を食べるんだ」

　事も無げに答えて、狼男は死体を丸呑みしてしまった。明らかに口よりも死体の方が体積は大きいはずなのに、吸い込むようにしてすべてを平らげてしまう。その時点で私は、目の前の男がなぜ狼の塔に幽閉されていたのか理解した。そしてタトリン村を滅ぼし、帝国にその名を轟かせた咎持ちが誰であるのかも。

「狼男。あなたは人喰いスキルの咎持ちなのですね？」

「そうだよ。だから君以外には人喰いと呼ばれることが多いね。帝国の方ではなかなかに有名なんだよ？」

「あなたが噂の人喰いだったのですか」

「そうだとも。ああ、そのことで謝らないといけないね。自分も後で知ったんだが、自分がちょっと帝国ではしゃぎすぎてしまった所せ為いで、同じ時期に帝国にいた君に色々と迷惑をかけてしまったようだ」

「謝るところはそこですか？　他にもっと謝らないといけないことがあるでしょう？」

「他に？　ああ、泣きながら呼びかけてきた君を無視したことかい？」

「やはりあのとき、私の呼びかけに気付いていながら無視していたんですね。ですがそのことではありません。あなたが人喰いなら、あなたはタトリン村のみんなを、私の両親を──」

「そうだよ。食べてしまったね」

「…………」

「あれ？　もしかしてそれを怒っているのかい？　それはまいったな。自分としては君のことは大事な友人と思ってるから、嫌われるようなことはしたくなかったんだけれどね。そう、てっきり自分を見捨てた相手だから恨んでいるとばかり思ってたんだ。自分としては、あれは君の仇討ちのつもりでもあったんだけどね」

　私はどんな反応を示していいのかわからなかった。両親や幼なじみたちを殺した下手人を前にして、嘆なげく気持ちも怒りもちっとも湧わいてこなかった。

「……それで、なぜあなたはここにいるのですか？」

　結局、私は狼男を責めなかった。

　彼にしてみれば、村人たちは報復して当然の憎い相手だろう。彼のしたことを責めることは私にはできなかった。

　むしろ疑問に思ったのは、なぜこのフレンス王国にいるのかだ。

「帝国に住みづらくなって移住でもしてきたのですか？」

「そう、それなんだよ。実は自分は君を捜していてね」

「私を？　なにか用でもあったのですか？」

「君というよりは、君の近くにいる人に用があってね。自分が視みえたのは、その人が君のすぐ近くにいるということだけだったから、まず君を捜すことにしたんだよ」

　相変わらず、よくわからない言い回しだった。

　どちらにせよ、私としては自分が咎持ちであると周囲にばれなければそれでいい。故郷の名前を出されたときは、私の昔を知っている相手ということで、もしやすべてがばれてこの街にもいられなくなると思ったが、相手もまた咎持ちであれば話は別だ。

「それで、あなたが用事のあるのは一体誰なのですか？」

「リカリアーナ、君、もしかして協力してくれるのかい？」

「下手に動き回られるとこちらにも迷惑がかかりますからね」

　連続殺人鬼について調べていたのも、本を正せばそれが理由だ。ギルドが管理していない咎持ちに盛大に動き回られるのはギルドとしては問題だ。

「こちらとしては、あなたが会いたがっている人にさっさと会ってもらい、一刻も早くこの王都から出て行ってもらいたいのです。そのためなら協力するのは吝やぶさかではありません」

「それはありがたい話だね。自分としても、用が済んだらすぐにここを発たつつもりだったから問題ないよ。君ともこうして会えたしね」

「それはどうも。それで？　一体あなたは誰になにをしに来たのですか？」

「簡単な話さ。人喰いが望むことなんて、それこそひとつしかないだろう？」

　狼男は人一人を食べたばかりの腹を撫でさすりながら、じゅるりと舌なめずりをして嗤わらった。

「君の近くに黒髪の冒険者がいるはずなんだ。自分はね、どうしてもその少年を食べたいんだよ」

　今、こいつはなんと言ったのか？

「食べる？　ライさんを？」

「ライ、というのかい？　なかなか美味しそうな名前じゃないか。いいね。実にいい。お腹が空くよ」

「待ちなさい。狼男、なぜライさんを食べるというのですか？　一体なぜ？」

「理由なんてないよ。あえていうなら、食べたいから食べるのさ」

　私は言葉を失った。

　この男は本気で今の台詞せりふを言っていた。人間を食べること、その行為にもはや禁忌など欠片かけらも抱いていないのだ。

　完全に人喰いスキルに飲まれている。いや、それは最初からか。

　目の前にいるのは人間ではなく、ただの人喰いの怪物なのだ。

「リカリアーナ。君がそういう顔をしているということは、もしやそのライくんは君にとって大事な人なのかな？」

「……そうだとしたら、どうだというのですか？」

　あるいは凶行を止めてくれるかも知れない。友人とは言えなくても、少なくとも私と狼男はかつて親しく話をしていたときもあったのだ。

　けれど、そんな優しさは怪物には無縁らしい。

「仕方ない。ああ、仕方ない。自分としてもこんな言葉を君に言うのは実に心苦しいんだが、どうやら星はこうしなければごちそうにはありつけないと囁いているようだからね」

　逡しゆん巡じゆんは一瞬。躊躇も一瞬。すべての情を空腹に捧ささげて、

「ねえ、リカリアーナ。君が咎持ちだとみんなにばらされたくなければ、ライくんを自分のところに連れて来てくれないかな？」

　あまりにも残酷な、私には決して断れない頼み事を口にした。

　……ああ、そうだ。結局はこうなるのだ。

　どれだけ幸せに思える日常を過ごしていても、私が咎持ちであるかぎり、現実はこうして急に牙きばを剝むいてくる。残酷なこの世界が変わらないかぎり、それは決して変わらない。

　憎しみが募る。呪いが心に蓄積する。カチリ、と私の中で針がまたひとつ動く。

　私が殺人鬼になるまで──残り、あと──。
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　ギルドマスターから聞かされた話に俺は衝撃を受けていた。

　リカさんの故郷はもう存在しない。だからリカさんは贈った香水の匂においを嗅かいで、あんな寂しそうな笑みを浮かべたのか。

「人ひと喰くい。俺も噂うわさでは聞いたことがあります。人喰いっていう咎とが人びと系けいのレアスキルを持った、その、リカさんと同じで銀色の髪のエルフだと」

「もちろん、リカリアーナくんと人喰いは違うよ」

「そんなことはわかっていますよ」

「だろうね。ただ、それをわからない者は何人もいたようだ。リカリアーナくんは人喰いの襲撃があった日よりも前に、タトリン村を理わ由けあって出しゆつ奔ぽんしていたらしいが、その容姿から人喰いと勘違いされ、帝国騎士に追われることになったんだ。帝国で彼女がどういう扱いを受けたかは想像するに容易たやすいだろう」

「そんな！」

　じゃあリカさんは無実の罪で追われていたというのか。

「そしてさらに最悪なことに、その事実を彼女は知らなかった」

「知らない？　どういうことですか？」

「そのままの意味だよ。彼女は自分が人喰いと勘違いされていることに気付くことができなかった。誰もそれを教えてくれなかったからね。彼女は理由もわからず、意味もわからず、犯してもいない罪を弾だん劾がいされ、それを理由に追われ、疎うとまれ、嫌われた」

「じゃあリカさんがフレンス王国に来たのは？」

「故郷にも帰れず、行く当てもなく、流れ着いたに過ぎないんだよ」

　ギルドマスターは立ち上がると、窓の方を向き、思い出すようにして続けた。

「初めてリカリアーナくんに会ったとき、彼女はボロボロの外がい套とうにくるまって雨に打たれていた。寄よる辺べもなく目的もない彼女を見たとき、私は気になってしまってね。彼女を冒険者ギルドに誘ったんだ」

「そう、だったんですか」

「ああ。だがそれで正解だったと私は思うよ。彼女はここに来て、そして君と出会って、前よりもずっと充実した日々を送っているように見える」

「そうでしょうか？　俺はリカさんに迷惑しかかけてないんですけど」

「それがむしろよかったのかも知れないね。彼女は君のことを、手のかかる弟のように思っているのかも知れない」

「弟ですか？」

「彼女には姉弟きようだいがいなかったようだから、私にそう見えているだけなのかも知れないがね」

　背中を向けたまま楽しそうに肩を揺らすギルドマスター。この人には俺とリカさんが姉弟に見えていたらしい。なんだかちょっと複雑な気分だった。

「さて、そんな感じで楽しく日々を過ごしていたリカリアーナくんだが」

　ギルドマスターはひとしきり笑ったあと、話を元に戻した。

「その心は今も凍り付いたままだ。かつての日々に刻まれた傷は癒いえてはいない。彼女は誰も信じていない。いや、信じることができない。彼女にとって他人とは、自分を傷つける存在でしかないのだろう」

　初めてリカさんと会ったときを思い出す。

　誰も寄せ付けず、すべてを拒絶して、彼女は一人静かにたたずんでいた。

　リカさんが過去にどんな扱いを受けていたかは想像することしかできない。けれど、ああやってすべてを拒絶することでしか自分を保てないようなことをされたのだろう。怪物を見るような冷たい視線を、ずっと浴びせられてきたのだろう。

　そうしていつの間にか、すべてを敵だと思うようになって。

　そうしていつの間にか、自分自身がそういう存在なのだと思うようになったのだ。

「ライ。リカリアーナくんは今、きっと深い懊おう悩のうの中にいる」

　俺の眼をまっすぐ見て、ギルドマスターは言った。

「その苦しみから解放してあげることは、あるいは誰にもできないのかも知れない。私が今話したことは、あくまでも私の所見が混じったものでしかないからね。リカリアーナくんを語る上では大切な情報も欠けていることだろう」

　リカさんが今なにを考えているのかはリカさんにしかわからない。俺の抱いた予想は全然的はずれなものかも知れない。

「ただ、私は今、リカリアーナくんが助けを求めているように見える。ライ、君はどうだい？」

「俺は──」

「なんて、それは私が聞いていいようなことではないね。今口にしようとしたことは、リカリアーナくん本人に言ってあげるといい」

　ギルドマスターは椅い子すに戻ると、俺を見て微笑ほほえんだ。

「ライ。期待しているよ。君ならきっと、リカリアーナくんと一緒に戻ってきてくれるとね」
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　ギルドマスターの話を聞いたあと、俺はリカさんの行方を捜し始めた。

　手始めにリカさんの住んでいる寮に忍び込んでみたが、リカさんと会うことはできなかった。まるで俺から逃げるように、リカさんは自分の部屋からいなくなっており、探せども行方はわからない。

　三日、四日、五日と時間が過ぎるほどに、焦しよう燥そうだけが募つのっていく。

　そうして、リカさんが行方不明になって一週間が過ぎた。

　その日も俺は朝からリカさんを探して王都中を走り回っていた。

　すでに思いつくかぎりの場所はすべて探し回った。あり得ないとは思いつつも、魔まの森もりの中も捜索してみた。

　けれどすべて空振り。リカさんの影も形もつかめない。

「くそっ、リカさん。一体今どこにいるんだ？」

　昼過ぎになるまで休むことなく走り回った俺は汗だくになっていて、さすがに喉のどの渇きを我慢できなくなった。

　そこで一度、水と食料を買うことにした。

　ちょうどタイミングよく近くに、冷たい水に果実を搾しぼって飲む果実水を売っている店があったので、そこでひとつ注文することにした。

「はいよ、お待ちどおさん」

「どうも」

　俺は差し出された果実水を受け取り、そのまま飲み干した。少しだけ甘い水が喉を潤うるおしていく。

「美う味まい！」

「それはなにより。けど兄さん、今度からは飲む前にお代をお願いね」

「お代ね。悪い、あまりにも喉が渇いてて」

　懐から財布を取り出し、中に手を突っ込んだ。しかし指先をいくら動かしても硬貨に触れられなかった。

　というか、財布にお金がまったく入っていなかった。じっとりと汗がにじむ。

　どうやらいつの間にか、持っていたお金をすべて使い切ってしまっていたらしい。

　それも当然といえば当然か。ここ最近、ずっと冒険者としての活動を休止してリカさんを探しているので収入はゼロだ。けれど、日々の宿代や飲食代で出費はいつもどおりだった。マルドゥナダンジョン発見でいくらかギルドから報酬をもらえていたから油断していたが、蓄えがついに底をついたらしい。

「お兄さん。もしかしてお金持ってないんじゃない？」

「え？　いや、その」

「……ちょっと衛兵さんのところまで一緒に来てもらおうか」

　店員の言葉に俺は顔を青くした。

　わざとじゃないにせよ、無銭飲食は無銭飲食だ。衛兵に捕まってしまう。すぐに解放されるだろうが、一時的に牢の中で拘束されるだろう。それはつまり軽いものとはいえ前科がつくということで、騎士を目指す上では足あし枷かせになる。

　いや、それよりも──

「それは困る！　俺は探さないといけない人がいるんだ！」

「そう言って逃げるつもりだろ」

「金はちゃんと払うし、すべて終わったあとにはちゃんと衛兵のところにも出頭するから。だから頼む！　少しの間でいい！　見逃してくれ！」

「頭を下げられてもな。このあとどうするにしても、まずはステータスを見せてくれ。話は全部それからだ」

「……ステータスか」

「そうだ。当然だろう？」

　そう、当然だ。当然の流れだ。身分を証明するのに、これ以上のものはない。

「オープン」

　観念してステータスを開く。

　店員は俺のステータスを見て、ぎょっと眼を見開いた。

「なんだこりゃあ？　ステータスが読めないぞ？」

　店員は俺の顔とステータスを見比べる。そうしているうちに、みるみる表情が強ばっていった。最初は無銭飲食をしたアホを見る目だったのが、今やまるで凶悪犯罪者を見るかのような疑いと恐れの混じった顔をしていた。

「なあ、あんた。すまんが衛兵を呼んできてくれるか？」

　そして近くを通りかかった人を捕まえてそう頼み込んだ。

　その人も事情を聞き、俺のステータスを見て、店員と同じ反応をする。それは連鎖していって、やがて俺を囲む人垣ができてしまった。彼ら彼女らから向けられる視線の冷たさは、いつまで経っても慣れるものではなかった。いや、むしろ最近は優しい人に囲まれていたのもあって、久しぶりに向けられるこれはかなりきつかった。

　そのときだった。

「失礼します。少し道を空けてもらえますか？」

　聞き慣れた冷たい声がした。

　振り返ると、人垣を割って一人の女性がやってくるのが見えた。

　彼女はまっすぐ俺の前までやってくると、呆れたような、怒ったような、そんな目で俺を見て、それから戸惑っている店員に硬貨を差し出した。

「この人が飲んだ果実水の料金は私が支払います」

「え？　あんた、このおかしな奴の知り合いなのか？」

「お言葉ですが」

　リカさんは冷たい無表情で、店員をにらみつけた。

「この人の名前はライさんです。ステータスに載っていなくとも、尋ねればすぐにわかった名前ですよ」

　リカさんは押しつけるようにして硬貨を渡すと、俺の手を引っ張って歩き始めた。

「り、リカさん」

「いいから黙ってついてきてください」

　リカさんは怒り口調でそう言って、俺をしばらく引っ張り続けた。

　周囲に人気がない噴水広場まで引っ張ってきたところで、ようやくリカさんは手を離してくれた。くるりと振り返り、俺の顔を見ると、かすかに眉まゆをつり上げてみせる。

「ライさん、あなたは一体なにをしているんですか？　無銭飲食などして、捕まったりしたら騎士への道が遠のいてしまうでしょう？」

「いや、お金がなくなっていることに気が付かなくてさ。わざとじゃないんだ」

「でしょうね。私はそのことにも怒っているのです。毎日毎日私なんかを捜し回って、あなたは騎士を目指しているのではないのですか？」

「騎士は俺の夢だよ。けど──」

「けどもなにもありません。私のことなんて放っておいて、ライさんはいつものようにモンスターを狩っていてください」

「そんなわけには」

　というか、そう怒るということは。

「リカさん、俺が自分を探してることに気付いてたのか？」

　リカさんはしまったという顔をする。

「そうなんだな。わかってて俺をずっと避け続けてたんだな」

「……ええ、そうですよ」

　リカさんは開き直ったように認めた。

「ライさんが私を捜していることには早い段階で気付いていました。その上で見つからないように動いていたんです」

「なんでそんなこと？　俺はずっとリカさんのことを心配してたのに！」

「そんなこと誰も頼んでいません。いえ、むしろ迷惑でしかありません」

　冷たい声。拒絶する言葉。

「ライさんのことですから、どうせギルドマスターあたりに変なことを吹き込まれたのでしょう？　私が困っているから助けてあげて欲しいとか。けれど、それは噓うそです。私は困ってなどいません。助けを求めてもいませんので」

「じゃあ、なんで行方を晦くらませてたんだ？」

「それこそライさんには関係ないことです。私がどこでなにをしていようと、ライさんには関係ないでしょう？」

「か──」

　その言葉を聞いて、一気に血が頭に上った。リカさんの両肩を強くつかむ。

「関係ないはずないだろ！　いつも心配してもらって、助けてもらって……関係ないはず、ないだろ！」

「ライさん……」

「俺、冒険者になるの正直嫌だったんだけど、リカさんみたいな優しい人と知り合えて、今は冒険者になって良かったと思ってるんだ。だからリカさんがもしも困ってるなら、俺は助けてあげたい」

　リカさんは口を開きかけ、しかし強い力でぎゅっと噤つぐんだ。なにかを言おうとしてそれを呑のみ込んだのだ。

「ライさんには夢があるはずです」

　代わりにリカさんは言った。

「ライさんにはどうしても叶かなえたい夢があるはずです。あなたには実力はあっても、それ以上に大きな枷がある。なら、私なんかのことは忘れて、その夢だけを追いかけるべきです」

「リカさん、俺は──」

　リカさんの指が俺の唇にあてられ、その先の言葉を遮った。

　すぐ近くにリカさんの顔が迫る。冷たく、けれど本当は温かな瞳ひとみが俺の姿をいっぱいに映していた。

　まるで自分の目に焼き付けるように。

「ねえ、ライさん。知っていましたか？　私、ライさんが夢を追いかけている姿が、結構好きだったんですよ？」

　優しい言い方だった。けれど、それはまるで……。

「だから、ライさん。夢、きっと叶えてくださいね？」

　そしてリカさんは──その言葉を最後に、ふっと消えてしまった。

　シャドウキリング。そんな言葉が聞こえた。俺の知らない特技を使って、どこかへと消えてしまったのだ。

「リカさん！」

　大声をあげてリカさんを探したが、どこにも見つからなかった。

「くそっ！　なんだよ今の言い方！」

　どこへ行ったかわからないリカさんを追いかけて、俺は再び走り出した。

　胸にはこれまでよりも大きな焦燥感があった。

　なぜならリカさんの最後の言葉、俺の夢を応援してくれるという言葉。

　それが俺には、お別れの言葉のように聞こえてならなかった。

　さようなら。と、そう言われたような気がしてならなかったのだ。

　そして最後に見せたリカさんの瞳には、たしかな決意があった。強大な敵に命を賭として立ち向かおうとする、そんな決意の眼差しだった。

「ふざけるなよ！　このままお別れだなんて、絶対に嫌だからな！」

　行かなければならない。

　そうしなければきっと、もう二度とリカさんとは会えない。

　そんな予感がして、俺は行方のわからない大事な人を必死に探すのだった。
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　人ひと喰くいは言った。ライさんを連れてこい、と。そうしなければ私の秘密をバラす、と。

　咎とが持もちということがばれれば、もう私はこの国にはいられなくなる。

　それは嫌だった。けれど、そのためにライさんを売るような真似はできない。

　いや、あるいはライさんならば、事情を伝えれば協力してくれるかも知れない。ライさんなら人喰いが相手だって勝てるかも知れない。

　でもこの人喰いもまた、得体が知れない。私の故郷を滅ぼしたということは、脱出不可能なはずの塔から脱獄し、全員がレベル50を超えていた老エルフたちを敵に回して勝利したということだ。あれでラムじぃなどはレベル62という正真正銘の英えい雄ゆうクラスだった。

　少なくとも、人喰いはそれ以上の強さを誇っている。幽閉され、経験値など稼げるはずもないこの男がそこまでの強さを手に入れた方法として、考えられる可能性はひとつしかなかった。

　即ち──超ちよう越えつ。

　なんらかのスキルを１０００まで上げ、人間としての身を超越したのである。

　詳細はわからないが、超越者はあらゆる能力値が倍加し、スキルの特技なども別物と思えるほど強力になるという。その強さはもはや、レベルの概念でははかれない領域にあると。実際に鑑定でステータスを読み取ろうとしても、欠片かけらも読み取ることができなかった。

　ライさんは強い。それは間違いない。けれど、超越者に勝てるかと言われれば、私にはわからなかった。

　それに……ダメだ。そもそも協力をお願いしたら、ライさんに私が咎持ちであるとばれてしまう。嫌われてしまう。嫌だ。それは嫌だ。絶対に嫌だ。

　ライさんにもしもあんな目で、汚らしい殺人鬼を見る目で見られたら、私は絶対に耐えられない。

　きっと、本物の殺人鬼に、堕おちてしまう。

　ああ、そうなるくらいなら、いっそのことライさんを……。

「リカリアーナ。悩んでいるのかい？」

　また心を読まれたように声をかけられる。

「そうか。君にとってライくんはそれだけ大事な人だったんだね。それじゃあしょうがない」

　まさか見逃してくれるのか、と思った私に、人喰いは優しく微笑ほほえみかけた。

「一週間。一週間だけ猶ゆう予よをあげよう。その間にどうするか決めるといい」

「一週間……」

「それが自分の空腹が我慢できる限界だからね。それまでは、そうだな。君に迷惑をかけないように、さっきみたいな罪を犯した人間だけを食べるとしよう。あまり美お味いしくないことが多いが、うん、ライくんというごちそうを食べる前なんだから、それくらいがいいだろう」

　うんうんと頷うなずいて、人喰いは笑う。

「それじゃあ、決意が固まったらライくんをこの先にある廃教会まで連れてきてくれ。待っているよ。それじゃあね」

　手を振って人喰いは去っていった。

　私は呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。最初から最後まで、あくまでも友好的に接してきたあの男が、私には理解できなかった。

　その友情は一見して本物のようで、しかし脅迫してきた事実は変わらない。

　……私は心底からあの男が怖かった。

　鑑定でも見通せないほどのステータス差が、ではない。

　咎持ちはここまで終わってしまうのだという事実が、私には恐ろしかった。





　　　　　◇◆◇






　突きつけられた絶望の選択肢に、私は答えを出すことができなかった。

　ライさんとまっすぐ顔を合わせることができず、ギルドに出勤するのをやめ、一人部屋に閉じこもって考え続けた。

　そうしていると、なぜかライさんが部屋を訪ねてきた。どうやら私を心配して来てくれたらしい。

　やめてくれ、と心底から思った。そんなことをされてしまうと、私はライさんを生いけ贄にえに捧ささげる選択肢を選ぶことができなくなってしまう。ここにいられなくなってしまうじゃないか。

　だから逃げた。必死にライさんが私を捜していることを知りながら、逃げて逃げて逃げ続けた。

　早く諦あきらめてくれと願いながら、ずっと走り回るライさんを遠くから見続けた。

　けれど三日、四日、五日と経ってもライさんは諦めなかった。

　お金を稼がないといけないんじゃないですか？

　騎士になるためにも、モンスターを倒して功績を挙げなければならないってわかっていますよね？

　そう何度も声をかけてやりたかったが、ライさんの前に出る勇気なんてなかった。人喰いが取引を持ちかけてきたとき、私はすぐに断るべきだったのに断れなかった。それが恥ずかしくて、合わせる顔なんてどこにもなかった。

　それでもライさんは諦めない。夢を叶かなえるのになんの得にもならない私を、一日中モンスターを狩っても乱さない息を乱して、汗だくになるまで捜し続けている。

　そのときのライさんの真剣な眼差しを私は知っていた。

　マルドゥナダンジョンで私が死への誘惑にかられていたとき、無理矢理ポーションを飲ませてきたときと同じ顔だ。あのときもライさんは今みたいな真剣な顔をしていた。それで私をすごい力で押さえつけて、強引に唇を奪ったのだ。

　……正直な気持ちを言えば、嫌ではなかった。

　押しつけられた唇から、ライさんの気持ちが伝わってきたから。

　死なないでくれ。生きていて欲しい。そう純粋に願ってくれていたのが伝わってきたから、私はもう少しがんばってみようと思ったのだ。

　……ああ、そっか。

　そこにまだあのときの熱が残っているような気がして、自分の唇に指で触れたところでようやく気が付いた。

　自分の中にいつのまにかあったそれ。ずっと必死になって目を背けていたそれ。

　ライさんへと向かう、淡い自分の恋心に、私はようやく気が付いたのだった。

「……そっか。私、まだ誰かを好きになることができたんだ」

　ならば、なにを悩むことがあるのだろう？

　もうこの国にいられない？　なら私は、ライさんのいないこの国にいたいとでもいうのだろうか？　ライさんを犠牲にしてまで生きていたいと、そう思っているとでもいうのだろうか？

　そんなわけがない。私はたしかに咎持ちでクズかも知れないけれど、それでも。

　人を好きになれる人間だ。

　私は立ち上がり、動き出した。ライさんには悪いが、もう少しだけ私を捜していてもらおう。

　最後のお別れを言う前に、行かなければならないところがある。




「あれ？　リカだ」

　冒険者ギルドに行くと、受付にいたルッフルがすぐに気付いて話しかけてくる。

「もう体調はいいの？」

「はい。仮病でしたから」

「知ってる。これでリカもアタシのこともうサボり魔まとは言えないね」

　ルッフルは楽しげに笑う。私になにがあったのか気になっているだろうに、そのことには触れずいつもの明るさで接してくる。最初はその気楽さに思うところもあったが、今になって思えばその明るさに助けられたことも多かった。

　お互いに秘密を抱えた者同士としてではあったけれど、ルッフルは間違いなく、私にとっては一番仲のいい、そう、友達だった。

「ルッフル。あなたにお願いしたいことがあります」

「おっ？　なになに？　リカがアタシにお願いなんて珍しいね」

「あなたのお願いはたくさん聞きましたがね。だからというわけでもないですが、しっかりと聞いてくださいね」

「わかった。それでお願いって？」

「ええ。実は今、この街に本物の人喰いが来ています」

「本物の人喰い？」

「そうギルドマスターに言えば理解してもらえるはずです」

　それから私はルッフルに色々な伝言を頼んだ。

　人喰いが行方不明事件の犯人であること。超越者である可能性が高いこと。倒すためには『大だい剣けん聖せい』への協力要請が必要であること。

　話が進むにつれ、最初はあったルッフルの笑顔がだんだんと消えていく。

　きっと彼女も察したのだろう。

「うん。わかった。あとのことはどーんとこのルッフルさんに任せておいて！」

　話を最後まで聞き終えたルッフルは、そう私に約束してくれた。

「ありがとうございます。では私は行きますね」

　ルッフルにお礼を告げてその場を立ち去ろうとする。

「リカ」

　呼び止められて振り返ると、ルッフルが見たことのない真剣な顔で私を見ていた。

「……ううん、なんでもないよ」

　だが彼女はなにも言うことなく、少しだけ寂しそうに笑って言った。

「バイバイ。アタシ、リカのこと結構好きだったよ」

　別れの言葉がふさわしいと、きっとこのドワーフの少女は野生の勘じみたもので理解したのだろう。

　空気は読めない癖くせに、こういうときの言葉だけは的確なのだ。

「ええ。私も、ルッフルのことは嫌いじゃありませんでしたよ」

「そっか。なら嬉うれしい！」

　にっこりと笑ってルッフルは私を見送ってくれた。

　だから、後ろで聞こえた悲しそうな囁ささやきは、聞こえないふりをして。

「……あ～あ、やっぱり、アタシたちってそういう結末しかないのかなぁ」




　ギルドに後のことは託して、私はライさんのところに戻った。

　ライさんはすぐに見つかった。私が少し目を離している隙すきに、なにやらまたトラブルを起こしていた。

「まったく、ライさんは仕方がない人ですね」

　私は軽い足取りでライさんのところに向かい、失礼な店主にお金を支払い、ライさんを連れ出した。

　この際だから、色々と言いたいことを言っておく。

　ライさんはもう少し悪い人にならないと心配だ。特に私みたいな人のことは、今後は構うことなく避けるようにしてもらわないと困る。

　するとライさんは反論してきた。初めて大声で怒鳴られる。

「関係ないはずないだろ！　いつも心配してもらって、助けてもらって……関係ないはず、ないだろ！」

「ライさん……」

「俺、冒険者になるの正直嫌だったんだけど、リカさんみたいな優しい人と知り合えて、今は冒険者になって良かったと思ってるんだ。だからリカさんがもしも困ってるなら、俺は助けてあげたい」

　思わず、言ってはならない言葉を言いそうになってしまった。助けてなんて、そんな言葉を。

　でもダメだ。それはダメなのだ。

　ライさんは純粋だから。きっと自分が私に騙だまされる可能性があるだなんて思っていないに違いない。このまま人喰いの指定した場所に誘えば、疑いもせずに付いてきてくれて、助けてといえば助けてくれるだろうから。この人はとても強いけれど、それでも私がその気になれば簡単に殺せてしまう、そんな危なっかしい人だから。

　守ってあげたいと、そう思った。

　……ああ、やっぱり私はダメな生き物だ。忠告とお別れのあいさつをしに来ただけなのに、もっと一緒にいたいと思ってしまう。この人の足りない部分を補って、この人の代わりに怒って、悲しんで、それで嬉しいことがあれば一緒に喜びたいと思ってしまう。

　けどもう一緒にはいられない。この先どう転ぼうと、私の破滅は確定している。

　だから──最後にお礼を。

　ほんの少しでも、私に普通の人間らしい感情を取り戻させてくれたことに。

　人間らしく死ぬ機会をくれたことに、感謝します。

「シャドウキリング」

　もう思い残すことはなにもなかった。戸惑うライさんにまた一方的に別れを告げて、その場から特技を使って立ち去る。

「うぉっ!?」

　いきなり目の前に私が現れ、普通に道を歩いていた人が驚いて尻しり餅もちをつく。

　だが謝ることもせず、再び暗殺者スキルの特技を使って移動する。連続してシャドウキリングを行使して、瞬く間にライさんから距離を取る。そうしなければ、きっとライさんはまた追いかけて来てしまうだろうから。そんなことをされたら、この決意が鈍ってしまうだろうから。

「ターゲットロックオン」

　すでに陽は傾きかけ、夜が来ようとしていた。別の特技を発動すると、私にしか見えない赤い灯ともし火びが薄うす闇やみに灯る。

　それを手がかりに私は走った。

　走りながら制服を脱ぎ捨て、戦闘服に着替える。

　人喰いは隠れることもなく、あらかじめ指定していた人の寄りつかない廃教会で待っていた。フードをかぶって顔を隠してはいたが、私がライさんを連れてくることを確信しているかのように、無防備に立って空かせたお腹をさすっている。

　だから、ここが唯一無二の好機だ。

　超越者である人喰いに対し、正面からでは逆立ちしても勝てないだろう。

　けれどこの身は暗殺者。正面からの戦いなど、これまで一度だってしたことがない。闇に潜ひそみ、罠わなを仕掛け、背後から敵を強襲する。それしか脳のない咎持ちだ。

　だからこそ、その一刺しにだけは自信がある。

「シャドウキリング」

　そしてこの身は暗殺者であると同時に殺人鬼なれば。

「──殺す」

　殺意をもって人間を殺そうとするときに、その真価を発揮する！

　音を置き去りにする速度で人喰いの背後に移動した私は、短剣をその首に滑らせた。

　モンスターの硬い肉を断つのとは異なる、人間の柔らかな肉を断つ最悪の感触。けれどこの人喰いを止めるために、力を抜くことなく完全に首を両断して、

「あらら、そう来ちゃいますか」

　次の瞬間、その致命傷のはずの傷口に私の腕は食べられていた。

「っ──!?」

　声にならない悲鳴が口からもれた。

　二の腕の途中から先がなくなっていた自分の右腕を見て、激痛が全身を灼やく。

「やれやれ、自分はね、本当に君を食べるつもりはなかったんですよ？　リカリアーナ」

　右腕の傷口を押さえてその場にうずくまる私を、人喰いはとても悲しそうな顔で見下ろした。

　その上下に分かたれた首が血を噴き出しながら、のどを鳴らすように蠕ぜん動どうしている。くちゃくちゃと、もちゃもちゃと、私の肉を味わうように咀そ嚼しやくして、ごくりと飲み込んだ。

「けどダメだ。ええ、もうダメだ。やはりレベルの高いエルフはいいものだ」

　満足そうにげっぷしたあと、最初からそんな傷なんてなかったかのように再生した首と腹とを撫なでさすりながら、人喰いは口を開いた。

「リカリアーナ。君、すごく美味しいよ」

　無造作に、今度は左手を食べられた。

　──ああ、私は超越者というものを誤解していた。

　私の左腕を食い千切り、さらに私を美味しそうに少しずつかじって食べているこれは、もはや人間ではなかった。人間を超越し、とうの昔に人間ではなくなっていた。これは人の姿をしたモンスターだ。

　そして私はそんなモンスターに喰われて死ぬ。肉を食べられて、心を溶かされて、きっと魂すらも残らない。

　ああ、けどよかった。私はこんなモンスターになる前に死ねるのだ。

　痛くて苦しくて怖いけれど、それでも人間として死ねる。それが嬉しい。

　嬉しい……はずなのに……。

「……やだ……私、死にたく、ない……」

　胸に込み上げてくる願いがあった。

　スリーピーホロウのときは死ぬということは救いにも思えたのに、自分の中の感情に気付いてしまっただけで、私は死にたくないと思ってしまった。

　なんて情けないのだろう。あれだけ強く決意をして、それで結局こうなるなんて。

　でもそれが私だった。これが私だった。

　いつかそうしたように、私は涙を流して助けを求めていた。

「死にたくない。誰か、たす、けて……」

　存在するはずのない、こんな醜い私を助けてくれる誰かを、子供のように泣き叫んで求めた。

「お願い。誰か助けて！」




「ああ、今助ける！」




　かつては誰にも届かなかった祈り。

　けれど今はその祈りに、応えてくれる声があった。

　私の上から人喰いが吹き飛ばされ、力強い腕に身体からだを抱きしめられる。

「悪い、リカさん。遅くなった」

　その人は涙を滲にじませるほどに瞳ひとみに怒りをたたえて。

　強く、きしむほどに剣を握りしめ、その切っ先を人喰いモンスターに向けた。

「テメェだけは絶対に俺がぶち殺す！」

　ライさんは私のために、敵を殺すと宣言した。

「少しだけ待っていてくれ、リカさん。すぐにあいつを片付けてくるから」

「待って。待ってください」

　私を近くの椅子の上に寝かせ、人喰いに立ち向かおうとするライさんを声だけで引き留める。

「ライさん。ダメです。その男は超越者。いくらライさんが強くても、勝てるはずがありません」

「そんなことは分かってるよ、リカさん。リカさんでも勝てなかった敵に、俺が勝てる可能性は低いだろう」

　ライさんは私の制止には応こたえてくれず、剣を片手に人喰いに向かっていった。

「けどそれとこれとは話が別なんだ。リカさんにこんなことをした奴を、俺は放ってなんておけない」

「勇ましいですね。ああ、君はやはりとてもいい」

　人喰いはライさんの一撃を受けても平然とした様子で立ち上がり、喜びも露あらわに両手を広げた。

「さすがは星が指し示した妙なる者だ。どうか名乗らせて欲しい。自分は──」

　ライさんの姿がかき消える。

　次の瞬間には、人喰いの自己紹介を無視して、ライさんはまず一太刀目をその身体に浴びせていた。

「おっと、まずは自分の話を──」

　肩から腹にかけて深い傷を負った人喰いに、さらに連続して剣を振るう。そこに躊ちゆう躇ちよもなければ容よう赦しやもない。

　それが少しだけ悲しかった。私なんかを守るために、ライさんが誰かを殺そうとしている。相手がモンスターに成り果てたエルフだとしても、人の形をしたものを殺そうとしている事実が悲しかった。

　だがライさんはそんなことは思っていないらしい。

　次々に刃を奔はしらせては、人喰いを切り刻んでいく。致命傷を与えても止まることなく剣を叩きつける。──なぜなら攻撃を受けている人喰いが、全身血だらけになりながらもへらへらと笑っているからである。

「ははっ、まさか君がこんなに怒りで我を忘れる人間だとは思わなかったな。実は狂戦士バーサースキルでもお持ちかな？」

「……これだけやっても死なないのか」

　人喰いの身体の傷はケタケタと笑い声をあげながら、やがて口を閉じるように塞がっていく。

　通常の人体ではあり得ない治ち癒ゆ能力。信じがたい光景であり、見ているこちらの正気が削れていくようだ。

「君はたしかに強い。それは認めよう。だが残念ながら自分の領域には手が届いていない」

　傷ひとつない姿に戻った人喰いは、徒手空拳のまま構えた。

「では人を超越したという本当の意味を、その身体に教えてあげよう」

「黙れクソ野郎！」

　ライさんと人喰いが本格的にぶつかり合う。

　その衝撃に壊れかけていた廃教会の屋根が吹き飛び、壁板が剝はがれた。床が抉えぐられ、その下の地面までもが陥かん没ぼつし、そこから周囲一帯が壊滅していく。

　それはなんという戦いだろうか。人知を超えた、まるで大規模な自然災害が局地的に吹き荒れているような有様だった。どちらが優勢で、そもそも今二人がどこで戦っているのかさえ、私には分からなかった。

　戦況の把握ができたのは、二人が一度戦いをやめ、距離を取ったとき。私を背に庇かばうようにして止まったライさんは、剣を持つ右の腕を左手で押さえていた。その手のひらの隙間から血が滴っている。

　そして人喰いは、再び全身を切り刻まれ、血だらけになりながらも、ひたすら美お味いしそうにくちゃくちゃと口を動かしていた。

「いいね。とても美味しい。君の肉は、例えようがないほどに摩ま訶か不思議な味だが、とても美う味まい！」

「そうかい。まったく嬉しくないな」

　ライさんは傷から手を離し、両手で剣を構えた。

　そうすることで見えたライさんの右腕の肉が、まるで指先でちぎり取られたかのように一部欠けていた。

　それでも両者の傷の度合いを見れば、圧倒的にライさんが有利と言えたが、人喰いの傷は時が戻ったかのように再生してしまう。

「もっと。もっとだ！　自分に君を食べさせてくれ！」

　ダメージなどなかったかのように、喜悦に目を輝かせながら人喰いはライさんに飛びかかる。

「くっ！」

　ライさんは戦いにくそうにしながら、これに応戦する。

「そう、か。私が、ここにいるから」

　あれだけ激しい戦いだというのに、私の周囲だけまったく被害が及んでいなかった。ライさんは人喰いという強敵を前にして、私を庇って戦っているのだ。

　どうにかしないと。そう思っても、身体は動いてくれなかった。私の両手はなくなっていて、血が流れすぎた所せ為いで全身に力が入らない。

「ライさん！　私のことは気にしないでください！」

　できることは叫ぶことだけだった。それすらも、全身に激痛が奔って上手く声にならない。

「お願いです！　私のことはいいですから！　守らなくていいですから！」

「うぉおおお──ッ！」

　私の叫びへのライさんの返答は、さらなる雄叫おたけびだった。

　ライさんは渾こん身しんの力を込めて剣を振るい、人喰いの身体が左右に両断される。だがライさんはそこで剣を振るう腕を止めることなく、さらに横、斜めと続けて剣を振り続け、人喰いの身体を解体していく。最終的に、その姿は挽ひき肉にくも同然の無数の肉片にまで小さくなった。

　けれどその肉片は一カ所に集まり、瞬またたく間まに人の姿を取り戻す。着ている服さえも、元に戻っていた。

「無駄ですよ。その程度ではこの自分は殺せない」

　余裕の面持ちで人喰いは笑う。

　ライさんは剣を構え直す。その戦意に衰えはない。だが不死身と言わんばかりの人喰いの有様に、その頰ほおを一筋の汗が流れ落ちた。

　このままではいくらライさんと言えども体力が尽き、じわじわと削られていってしまう。喰われてしまうだろう。

「なら何度だってやってやる！」

　それは本人もよく分かっているだろうに、ライさんは逃げることなく人喰いに再び挑んでいった。

　その理由は明らかだった。私がいるからだ。私がこんな傷だらけだから、ライさんは逃げるという選択肢を取ることができない。私を抱えていては、人喰いの追跡は撒まけないだろう。

　守ろうとしてくれている。なにがあっても、自分の命を失ってでも、ライさんは最後まで私を守ろうとするだろう。そう、私は確信した。

　だから──覚悟を決める。

　一番守りたい人を守るために、一番嫌われたくない人に嫌われる覚悟を。

「ライさん！　聞いてください！　私はあなたが守る価値のあるような、そんな人間ではないのです！」

　ねえ、ライさん。もう私は十分なんです。

　助けてという声に応えてあなたは来てくれた。それだけで私には十分すぎるほどに十分なんです。

「私は悪い人間なんです！　救いようがない、そういう人間のクズなんです！」

　たしかに、私は死にたくありません。死にかけたそのとき、自分の本当の願いが生きて幸せになりたいことだってわかってしまいました。なにをどう繕つくろおうと、そういう風に思っていると気付いてしまいました。

「だからもういいんです！　私のことは置いて、ライさん一人で逃げてください！」

　けどね、ライさん。それでも私はあなたを傷つけてまで自分だけ幸せになろうとは思わないんです。あなたのお陰で、そういう風に思うことができたんですよ？

「私は──」

　ライさん。ありがとうございます。そして、さようなら。

　どうか私の分まで、あなたは生きて幸せになってください。




「私は殺人鬼スキルを持った、咎持ちなんです！」




　同じ罪を持って生まれた者以外には自分から明かしたことのない秘密を、一番知られたくない人の前で、私ははっきりと口にした。

　これで私はライさんに嫌われる。ライさんが私を守る理由はなくなるのだ。ああ、なんて悲しくて、なんていい気分なんだろう。

　私の叫びを聞いて、二人の戦いが中断する。

　また血まみれになっていた人喰いは、目を見開いて、私を驚いた様子で見ていた。私が今、こんなことを口にするとは思っていなかったらしい。

　そしてライさんは、




「それがどうした？　俺はリカさんのことが好きだよ」




　振り返ると、微笑んでそう言った。

「…………」

　それは。その言葉は。

　ずっと。ずっと。私が誰かに言って欲しかった言葉で。

　お父さんでも、お母さんでも、ケイでも、リルファでも、村の他の誰かでもよかった。誰か一人でもいい。誰かが一言そう言ってくれさえすれば、そのあとの一生を幽閉されることになっても構わない。そう思えるほどに、ずっとずっと待ち望んでいた言葉だった。

　けど誰もそんなことは言ってくれなくて。

　私が咎持ちだと知った瞬間から、私を恐ろしい怪物かなにかのように見てきて。

　だけど今、そう言ってくれた人がいた。

　私を咎持ちと知って、それがどうしたと笑い飛ばしてくれた人がいたのだ。

「……ライさんは」

　腕がないからあふれ出る涙をぬぐうこともできずに、震える声で、上うわ擦ずった声で、今目の前にある夢のような現実を確かめるために尋ねた。

「ライさんは、私を嫌いにならないんですか？」

「もちろん。むしろなんで嫌わないといけないんだ？」

「だ、だって私は咎持ちで」

「みたいだな」

「その中でも最悪の殺人鬼スキルで。暗殺者スキルも持っていて。しかもどっちもＡランクで」

「まあ、自分のステータスは自分で選べないからな」

「いつか本当に殺人鬼になるかも知れなくて……」

「でも今はまだ誰も殺したことなんてないんだろ？」

「はい。はいっ。殺してない。私、誰も殺してなんてないんです。でも、でもみんな、私はいつか殺人鬼になるからって。そう言って嫌いになって。汚いものを見るような目で見てきて。だから私、私は……そういうものなんだって、そう思って……自分で自分が、ずっと怖くて……」

「リカさん」

　ライさんは出会ったときからそうだったように、まっすぐ私の目を見て、もう一度笑顔を見せてくれた。

　そして私に向かって手を伸ばすと、

「殺人鬼スキルがどうした？　俺の知ってるリカさんは、あんな小さなステータス画面の中にはいないよ」

　ぽんと頭に手を置いて、優しく撫でてくれた。

　大丈夫だから、と安心させるように。

　がんばったな、と子供を褒めるように。

　これまで必死に堪こらえていたものすべてが、その瞬間に決壊した。

　私は泣いた。子供のように、大声を上げて泣いた。

　泣きながら、思った。

　忘れない。絶対に、私はこの人のことを忘れない。

　ライ・オルガス。この名は死ぬまで──いや、たとえ死んだとしても。

　私のすべてを救ってくれたこの人を、絶対に忘れることはない。





　　　　　◇◆◇






「なるほど」

　涙する私とライさんを交互に見て、人喰いは納得したように頷いた。

「我ら咎持ちを『それがどうした』の一言で笑い飛ばせるなんて、君はやはりこの世界においては異端の存在のようだ。誰もが生まれ持ったステータスに縛られるこの世界で、君だけはまるで自由な翼を持っているかのようだね」

「おい、ひとつだけ訂正しろ」

　ライさんは私の頭から手を離すと、打って変わってぞっとするような底冷えする声で人喰いに向き直った。

「おや？　自分には君は自由に見えたのですが、やはりステータスには縛られてるのですか？」

「そんなことはどうでもいい。そんなことより、リカさんとお前が一緒だっていう暴言を取り消せ」

「ですが実際、自分は人喰いを、リカリアーナは殺人鬼スキルと暗殺者スキルを持って生まれてきた咎持ちですよ」

「同じわけないだろ！　リカさんは咎人系スキルをもって生まれてきただけの優しい人で、テメェはそのスキルを使って人を傷つける最低野郎だ！」

　ああ、この人は私を何度泣かせたら気が済むのだろう？

　様々な感情が胸の奥から込み上げてきて、先程から出そうとする言葉はすべて嗚お咽えつにしかならなかった。

「たしかに間違ってはいませんね。リカリアーナは咎持ちであることを隠そうとしていたようですが、自分は人喰いであることを隠そうとは思っていませんから。だってそうでしょう？　あなたはステータス画面がその人のすべてではないと言いましたが、多くの人にとってはそれがすべてだ」

　止まらない。止められない。ライさんは人喰いを親の仇かたきでも見るようににらみつけていて、そして今、人喰いもまたライさんをどこかこれまでとは異なる目で見始めていた。

「そして、自分にとってもこれがすべてです。人喰いスキルをもって生まれてきたから、自分は人喰いとなった」

「……リカさんみたいに、歯を食いしばって耐えようとは思わなかったのか？」

「欠片も思いませんでした。ええ、あるいは人喰いスキルだけならば、そう思ったかも知れません。ですが自分にはもうひとつスキルがあったのでね」

　人喰いはうっすらと暗くなり始めていた空を仰ぎ、そのスキルの名を口にした。

「星ほし詠よみ。即ち、あの空にある星の英知をこの身に下ろすスキルです」

「星の英知？」

「そう。星は空よりこの世界のすべてを見ている。そこに時間も障害物もなにも関係ない。自分は暗闇の塔の中でも外の世界のことをうかがい知ることができました。いえ、実際に塔の外に出て世界各地を出歩くよりも遙はるかに多くのことを知ったのです。そして自分のステータスを、この在り方を己が運命として受け入れたのです」

　人喰いもまた言い切った。こうなったことに後悔などない、と。

「そうか。なら」

「ええ、ならば」

　ライさんが剣を構える。人喰いが拳こぶしを握りしめる。

　もはや言葉は不要。目の前にいるのは分かり合えない敵であると、二人ともが同時に理解し了解した。

　ならばこの先に語り合うべきは刃やいばと拳のみ。

「行くぞ、人喰い」

「ええ、来なさい」

　ここに超人が再び激突を果たす。

　烈風が巻き起こる。鮮血が渦を巻く。

　先程の激突よりもなお激しく、ライさんと人喰いは幾度となくぶつかり合う。

「ははははははっ！　楽しいな！　ここまで自分と戦ってみせたのは、エルフの老雄に続いて君が二人目だよ！」

　その中で途切れることなく人喰いの嗤わらい声が響き渡る。

　ケタケタと、全身を切り刻まれ、時に小さな肉片になりながらも、人喰いは全身の傷口で嗤う。

　……本当に、この男は不死身なのだろうか？

　恐らくは人喰いスキルの恩恵なのだろうが、だがそれにしてもこの再生能力は異常だ。その底の見えない再生力は、ライさんの攻撃が剣で海を斬きるがごとき徒労と化す。そして疲労はライさんの身体に着実に積み重なっていき、その身体が血にまみれていく。

　せめて、せめて人喰いの再生力の謎なぞさえ分かれば勝機はある。

　だが人喰いというスキルについて私はなにも知らなかった。かつて読んだ手記にも、人喰いという項目は存在しなかった。前例の存在しない唯一無二のスキルだとすれば、彼の弱点は世界中のどこを探しても存在しないだろう。

　──否、存在している。他でもない、人喰い自身のステータスにその力の在り方は刻まれている。

　そして私には、他者のステータスを見抜くスキルが、鑑定がある。

　逃亡生活を続けていたとき、私が優先的に熟練度を上げていたのは暗殺者スキルだ。けれど冒険者ギルドで生活し始めたあとは、ライさんがたくさんモンスターを狩ってくるから、鑑定スキルの熟練度がどんどんと上昇していった。

　現在の熟練度は６１３。通常の人間やモンスターならば、一目で看破できる熟練度だ。

　だが人喰いには一度鑑定を行っているが、そのステータスを見抜くことはできなかった。人喰いのレベルが高いからか、あるいは妨害を行えるスキル構成となっているかだが……。

　けれど──やるしかない。

　目を凝こらすようにして人喰いの動きを追う。

　鑑定スキルのステータス看破には、相手の姿を視界内に直接おさめる必要性がある。だがこうも高速で動かれては。

「おお！」

　そう思った直後、ライさんが剣を人喰いの腹ごと地面に突き刺して、その動きを地面に縫ぬい止とめた。

「リカさん！」

「はい！」

　名前を呼ばれ、大きな声で返事をする。

　あの戦いの中でもライさんはずっと私のことを見ていて、そして私がなにかやろうとしていることを理解してくれたのだ。ならば、その期待に応えるしかない。応えたい！

　──鑑定！

　人喰いの姿を視界に捉とらえ、鑑定スキルを行使する。

　視界の中にもうひとつ、別の視界が生まれる感覚。

　焦点が定まらずにぼやけたその視界を、人喰いを中心にして焦点を合わせる。

　自分のステータス画面を見ているように、視界内に映り込む人喰いのステータス画面。

　だがその画面内に映り込んでいる文字や数値は存在しなかった。ライさんのそこに存在しているのに読めないステータスとは違い、内容が記載されていないステータス。鑑定に失敗し、見抜くことが出来なかった証明だ。

「鑑定ッ！」

　それでも諦めない。声に出して再度鑑定を発動させ、人喰いのステータス看破を試みる。

　だがやはり今度もステータス画面には、レベルも能力値も、スキルの記載もない。せめてスキルさえ、人喰いスキルの内容さえ見抜ければ他はどうでもいい。スキルの一点にのみ焦点を合わせる。

　それでも届かない。まるで眩まぶしい光に邪魔されているかのように、私の鑑定スキルの眼差しがかき消されてしまう。

　レベル差ではない。スキルを妨害するなにかしらの力が働いている。

　人喰いスキルではないだろう。可能性があるのは星詠みだが、これもまたレアスキルであるため内容が分からない。どういった状況下で発動するスキルなのか……。

　──諦めない。私は、ライさんの信頼に応えるんだ。

　人喰いを地面につなぎ止めるため、剣の柄を両手で握って全力を振り絞っているライさん。

　人喰いは脱出しようともがきながらも、誘惑に耐えきれず、ライさんの身体に手を伸ばしては肉を指でそぎ落として口に運んでいる。これまでは高速戦闘の中でされていた捕食行為を実際に見せつけられて、頭に血が昇るのがわかった。憎しみと怒りでどうにかなりそうだ。

　それでもきっと、私の殺人鬼スキルの熟練度は上昇していない。そのことに、もう恐怖は感じない。

　ライさんは傷つけられても、目の前でこれ見よがしに肉をついばまれても、それでも動じることなく剣に力を込め続けている。私を信頼して待ってくれている。私に期待してくれている。

　そうだ。ライさんは言ってくれた。私のステータスが私のすべてではないと。鑑定を成功させるための条件は、なにもステータスに記載されている能力値がすべてではない。

　そのとき鼻び腔こうをくすぐる森の香りに気付く。見れば、すぐ近くの地面の上でライさんからもらった香水の瓶が割れ、中身が流れ出ていた。

　その匂いに誘われるように、私は目を閉じて古い記憶を掘り起こした。

　幼い頃の記憶。タトリン村の記憶。

　これまでは色いろ褪あせ、思い出すことができなかった故郷での日々の記憶が、今は噓のように色鮮やかによみがえった。

　寝転んだ地面の匂い。

　吸い込んだ空気の味。

　生い茂った木々の隙間から見える、高い空。

　目の前にその風景が広がっているかのように、私は思い出すことができた。

「……ああ、そっか。私、好きだったんだ」

　タトリン村を、そこで暮らす人々を、彼らと過ごした日々を愛していた。

　その最後に見た光景は悲しみに彩られているけれど、それでも輝かしい思い出があの場所にはいっぱい詰まっていた。リカリアーナ・リスティマイヤにとって、故郷は決して後悔と絶望だけがある場所ではない。

　一粒だけ、涙が瞳からこぼれ落ちた。

　今はもう存在しない故郷を偲しのんで。

　今はもういない大好きだった人たちを悼いたんで。

　今はまだ一粒だけが精一杯の、それでも流すことが出来た涙があった。

　その涙が地面に落ちるまでの一瞬に、私は人喰いと接した時間を思い出す。

　人喰い。狼男。狼の塔に幽閉されていた咎持ち。物知りでいつもは理性があるのに、満月の日にだけ理性を失って狼のように遠とお吠ぼえを上げる。その理由はなぜ？　人喰いスキル。いや違う。彼は一人暗闇の中で拘束されていた。食べられるような人などいない。それを嘆くなら、満月の日でなくてもいい。ならば、彼が理性を失っていたのは満月によって見えなくなっていたものがあったから。

『塔の外に出たらなにがしたいか？』

　いつの日だったか、彼に何気なく聞いた質問があった。

『そうだね。お腹いっぱい食べたいっていうのもあるけど、それよりも綺麗な夜空を見てみたい。この塔の中に差し込む星明かりはあまりにもか細い。満月ともなれば、月の光に完全にかき消されてしまう。だから──』

　いつもみたいに変な回答が返ってくると思っていたのに、狼男は純粋な憧あこがれを語った。

　だからきっと、私はこのときのことを強く覚えていたのだろう。

『──外に出たら、この目で直接満天の星空を見るんだ』

　人喰いの持つ星詠みスキルは、星の届かない暗闇においてその力を落とすのだ。

「ライさん！　人喰いの視界を塞ふさいでください！」

「っ!?」

　ライさんが剣を人喰いの腹から引き抜き、一いつ閃せん。その両の眼差しから光を奪い取った。

　その傷はすぐに回復する。だがその一瞬、ほんの刹せつ那なの瞬間に、私はたしかに人喰いのスキルを看破していた。
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　そのスキルのすべてを読み解くことはできなかった。人喰いの視力が戻ったことで、妨害がよみがえって弾かれてしまう。

　だが不死身の肉体、その秘密のひとかけらは理解した。

「ライさん！　人喰いのステータスには喰らったヒトの分だけ命と肉を肥大化させるとあります！」

「つまり!?」

「見えている姿が人喰いのすべてではないのです！　喰らったヒト全員分の命と肉体、そのすべてを一撃で薙なぎ払はらう攻撃でないと、人喰いの本当の命には届かないのだと思われます！」

「わからないがわかった！　つまりものすごい一撃で仕留めろってことだな！」

「君にできるかな？」

　まだ傷の残る腹には見向きもせず、治った瞳を忌いま々いましそうに撫でながら、人喰いが私とライさんをにらむ。

「攻撃の結果であればいいでしょう。ですが、故意に自分から光を奪うだなんて。特にリカリアーナ、君は知っていたはずだ。自分がどれだけの間、光を奪われ続けていたか。それなのに、なんて酷いことを考えるのだろう。こんなことをされたら、ええ、憎悪をもって喰い殺したくなってしまうじゃないか」

　人喰いがこれまでの余裕のある笑みではなく、もっと禍まが々まがしい笑みを浮かべた。口の端が引き裂かれていき、鋭い牙が生えていく。

　やがて人喰いの口は、飢えた狼のごとき牙きばだらけの口と化した。さらにその肉体も醜しゆう悪あくにふくれあがり、巨大な肉塊と化していく。全身に数多の口が生えた、それは食欲がそのまま姿を持ったかのような狂気の姿だった。

　その飢えに飢えた星の眼差しが、私を舐なめるようにじっと見つめる。

「美味しく美味しくいただきましょう。二人そろってぺろりと平らげてあげましょう。君の両親をそうしたように。君の友人をそうしたように。その絆きずなこそが、最高のスパイスだ！」

「させるわけがねぇだろ！」

　ライさんが私を背中に庇って、剣を大上段に構えた。

「そうかよ。お前、リカさんの両親を喰ったのか。友達を食べたのか。その上で、リカさん自身も傷つけてたのか」

「だとしたらどうするのです？　自分がこれまで食べた人間は千人を超える。どう足あ掻がいても君では自分を殺せない。剣では人喰い狼は殺せないのですよ！」

　そう嗤って、人喰いは駆けた。

　立ちふさがるすべてを削り、抉えぐり、喰らってひた走る。それはまさに巨大な口が突進してくるような疾走だった。

「お前は千の人を喰らってその力を手に入れた」

　眼前に迫った餓が狼ろうの顎あぎとに対し、ライさんは逃げることも避けることもせず、ただその剣を振り下ろした。

「そして俺は、その何千倍も剣を振るってこの斬撃を手に入れた！」

　瞬間──斬撃が黒い輝きとなって、迫り来る肉塊を迎撃した。

「うぉるおおおおおおおお──ッ!?」

　それはいかなる現象なのか。闇を思わせる黒い光と化した斬撃は猛烈な熱を伴い、人喰いの肉を焼き払っていく。

　これまでの人喰いただ一人を殺すためだけに研ぎ澄まされた斬撃や鋭い一刺しとは違う、それはまさに軍勢を一撃の下に討ち払う大斬撃であった。その破壊の光が消えるまで、人喰いは身動きも取れずに全身の口から絶叫をあげ続けることしかできなかった。

「馬鹿な……こんな、こんな出で鱈たら目めな斬撃があってたまるか！」

　光がかき消えたあと、全身を灼やかれた人喰いは肉の鎧を奪われ、元のエルフの姿に戻っていた。

「あり得ない！　なんだ貴様は!?　星が指し示したとはいえ、こ、このようなこと!?」

「俺の名前はライ・オルガス！　現在Ｅクラス冒険者！　いつかは騎士になる男！」

「ふざけるな！　自分が知りたいのは貴様のステータスだ！　一体、どのようなレアスキルを持っている!?」

「知らないな。そんなの俺が知りたいくらいだよ」

　ライさんは再び最上段に剣を構えた。

「だから俺が示せるのはこの斬撃だけだ。繰り返し繰り返し振るい続けた刃は、光を喰らう闇を呼ぶようになった。ちょうどお前みたいに、俺の大事な仲間を傷つけようとしたモンスターを倒したあとの話だよ。つまり──」

　ライさんは呆然と顔を引きつらせる人喰いに対し、渾こん身しんの力をこめて剣を振り上げた。

「これが俺の──大切な人を守るための必殺技だ！」

　その刹那に生まれる闇の奔流。

　すべてを飲み込み、無音の中でかき消してく破滅の一振りが再び具現した。

「……ああ、そうか。君がそうだったのか」

　あり得ざる斬撃を目の前で披露された人喰いは、逆に納得した様子で笑みさえ浮かべ、その闇に身体を預けるようにして飲み込まれていった。

「…………けどそれは間違いなく、斬撃じゃな、い……」

　その最後に、そんな感想を残して。

　周囲一帯を跡形もなく消し飛ばした闇が晴れたあと、人喰いの姿はもうどこにも見あたらなかった。

「最後までなに言ってるんだ。剣の一撃なんだから斬撃に決まってるだろ。どうやらまだ未完成でお金のかかる必殺の斬撃だけどな」

　ライさんは自分の手の中で硝子ガラス細ざい工くのように粉々になった剣を、切なそうな眼差しで見送った。

「くそぅ、お金さえあればもっと練習できて、きっと白い光とかも呼べるようになって、最終的に光と闇が合わさって、こうすごく格好よくて強い一撃が完成するかもなのに」

「ふふっ」

　本人はとても悲しんでいるようだったが、私は不思議とおかしくなって笑ってしまった。

　ライさんが目め尻じりに涙を浮かべて見てくる。

「リカさん、笑い事じゃない。俺、この前も剣をダメにしたから、もう手元に剣が一本も残ってないんだからな！」

「でしたら、今度私と一緒に買いに行きましょう。助けていただいたお礼に新しい剣を贈らせていただきます」

「え？　けど」

「どうかお願いします。それくらいはさせて下さい」

　これであなたがくれたたくさんの贈り物の、百分の一、万分の一、ううん、億分の一も返せるとは思わないけれど。

「言いましたよね？　私は騎士になるためにがんばっているライさんが好きなんです。だから私にも、できるかぎり応援させてください」

「そ、そう言ってもらえるとすごい嬉しいけど、いいのか？」

「はい。私はライさんのお役に立ちたいんです」

「あ、ありがと」

　ライさんは照れ隠しに髪を掻き乱した。

　かわいいな、と思った。先程まであれだけ規格外な強さを見せていた人とは思えない、とてもとても純朴な姿を、私はとてもかわいらしいと思った。

　そうやって、もっとライさんのことを知りたいと思った。

　これまでは壁を作って関わろうとしなかったけれど、本当はずっと、もっと、知りたいと思っていた。

　ライさんが冒険者になる前はなにをしていて、どうやってそんな力を手に入れて、そして、これからどうなっていくのか、それを隣に寄り添いながら見守り続けたいと思った。

　それこそがきっと、私が手に入れた私の夢なのだ。

　……ああ、だけど。それは叶いそうもないみたい。

「リカさん!?」

　傷ついた身体を支えていた最後の力が抜け、身体がぱたりと地面の上に倒れ込む。

　ライさんが慌てて駆け寄ってきてくれるのが、閉じていく視界の中で見えた。

「リカさん！　リカさん！　くそっ、死なせないからな！　リカさんは俺が絶対に、なにをしてでも助けてみせるからな！」

　お姫様のように抱きかかえられる。

　ライさんの必死な横顔を、私はこの目と魂に焼き付けるように見つめた。

　私を救ってくれた人のことを。

　私が恋した、この人のことを。

　最後の最後まで見つめたまま、私はこの世界での意識を失ったのだった。
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　大切な人の腕の中で、大切な人に惜おしまれつつ亡くなる。

　咎持ちには望むべくもない幸せな終わりを迎え、私は満足な気持ちで死にゆこうとしていた。魂が肉体を離れていくのがわかった。私の魂は空へとのぼっていき、やがてはあの空に輝く星のひとつとなるのだろう。

「──本当にそれでいいのかい？」

　その幸福な一時に不愉快な声が混じる。

　気がつくと、ライさんの代わりに私の傍かたわらには死んだはずの人喰いが立っていて、床に寝転がった私の顔をにやにやとした顔で覗き込んでいた。

「リカリアーナ。君はここで死んで、本当にそれでいいのかい？」

　少なくとも、この男に看取られつつ死ぬのはごめんだと思った。

　いや、そもそも私はすでに死んでいるのではないか？

　腕を使って身体を起こし、周囲をうかがう。辺りは薄闇に包まれた空間がどこまでも続いており、空には満天の星が広がっていた。まるで夢を見ているように現実感というものがこの世界には欠如しており、認識している自分の身体すらどこか曖昧だ。喰われたはずの腕もつながって動かすことが出来ている。

「ここは死後の世界なのですか？」

　人喰いに聞く。声は響かず、意思だけが相手に伝わったような、そんな不思議な感覚を覚える。

「死後の世界というのは少し間違っている。正確には生と死の狭間の世界だよ」

　一方で、人喰いは手慣れているかのように、普通に会話をしていた。

「つまり君は死しの淵ふちにいるということだ。自分が君の腕を食べた影響だろう。一時的に自分と命を共有しているのさ。だからこの狭間に来ることができた。ここは本来、星詠みスキルを極めて超越者になった者しか足を踏み入れることができない場所だよ」

「あなたがいるから死の淵に踏みとどまっている、ということですか。では、あなたは死んでいないのですか？　ライさんに肉体を吹き飛ばされたように見えましたが」

「そのとおりだよ。自分の現世における肉体は塵ちりと化した。星詠みのお陰でここにいて自己を認識できているが、誰かに現世の側から引っ張ってもらわなければ、自分も復活することはできないだろう。それはリカリアーナ、君にも言えることだが」

「……生き返ることができるのですか？」

「可能だよ。正確にはまだ君の死は確定していないのだからね。だがよほどの術者でなければ、君をこの狭間からは呼び戻せない。そして時間が経てば経つほど、君は星へと近付いていくだろう。まあ、見た感じ制限時間はわずかだ。このたった数分で、君の運命は決まる」

　生か死か。まさか自分の終わりを、こんな風に見ることになろうとは。常人ではたどり着けない、まさに超越者でなければ見ることのできない景色だった。

「だが安心するといい。君は間違いなく生き返ることができるだろう」

　美しくも儚はかない世界に怯えていると、人喰いが安心させるようにそう言った。

「なぜわかるのですか？」

「星がそう囁いたからさ。そもそも自分がライくんに会おうとしたのも、星がそう指し示したからだ。フレンス王国の方に行くとよき出会いがあるものとね。最初はとても美味しい人がいるのだと思ったんだけれど、どうやら違ったようだ」

　人喰いが狼男と呼ばれていたときから時折口にしていた『星』という言葉。それは夜の空に輝く星であると同時に、別の意味合いを持っていたのだと、今ようやく理解した。

　人間にもエルフにも、死んだ者の魂を星と例える文化がある。ヒトは亡くなると、空に輝く星のひとつとなるのだと。だから亡くなった者の遺体は火葬される。煙となって空へと上りやすくするために。

「もしかして星詠みスキルの正体とは、死んだ者の声を聞くことができるスキルなのですか？」

「最初は近くで死んだ者の声が。熟練度を上げれば、遠くで死んだ者の声が。高まれば過去に死んだ者の声を聞き届け、そして極めたのちにこの星の狭はざ間まに至る。この場所では現世の時間も関係ない。ゆえに自分は未来で死にゆく誰かの声すらも聞くことができる」

　距離の遠い近いに関係なく、今この世界で起こっていることを知り、時間の前後に関係なく、これまで起こったことと起こることを知ることができる。

　星詠み。それは極めれば、すべてを知ることができる恐ろしいスキルであった。私は思わず、タトリン村にあった大図書館を思い出してしまう。

　もちろん、制約はあるだろう。もしも人喰いが全知の存在であれば、ライさんと戦って肉体を失うなんてことはなかったはずだ。

　だがそれでも未来の一端を知ることができるなんて、破格の力といって過言ではない。

　そんな力を持つものが、私の生存を保証した。もしかして、私の未来を詠んだのだろうか？

「私が生き返るところを星詠みで視みたのですか？」

「いいえ。自分が見たのは、あなたが近い未来、愛しい王子様の腕に抱かれて口づけを交わす瞬間です。つまりあなたは生き返り、その未来に辿り着くことができると」

「ちょっとその王子様の部分を詳しく教えて下さい！」

「安心するといい。君の思っているとおりの人で間違いないよ」

「それは過去の話、ではなく？」

「いいえ、間違いなく未来の話だよ」

「そ、そうですか。私がライさんと……」

　口づけを交わす仲になる。そんな未来もあり得るのか。

　いや、すでに一度キス、しているんだけれど。あれは人命救助だったし、そう私も言ってしまったし、けれど今となってはあれが間違いなく初めてのキスだったわけで、でもできることなら恋人同士とお互いに認め合った上でのキスの方が。

「だがそれは絶対ではない」

「え？」

「自分が視る未来とは刻一刻と変わっていく不安定な未来だからね。君がそう願い、そのために足掻かなければ辿り着けないよ」

「足掻く……」

「どうやら、生きたいという気持ちが強くなったようだね？」

「ええ、そうですね。これも幸せな終わりかと思いましたが、それでももっと幸せな未来が待っているのなら、私は死にたくない」

「だが同時に、辛い未来が待っているかも知れないよ？」

　そんなことは分かっている。ライさんが受け入れてくれたといっても、私が咎持ちである事実は変わらないし、

「オープン」












　殺人鬼スキルの熟練度が限界まで高まっているのも変わらない。

　殺人衝動まで残すところあとひとつ。ほんの少し背中を押されただけで、私は殺人鬼に堕ちるだろう。

　それでも。

「それでも、私は最後のときまでライさんと一緒に生きたいと、そう思います」

　たったひとつのきっかけで世界は変わるのだ。私はもう、この世界を憎いとは思わない。この最後のひとつが変わらないようにと、歯を食いしばって、必死に足掻こうと思えるのだ。

「そうか」

　人喰いは私の返答に満足げに微笑んだ。

「よろしい。ならば自分からは、お詫びの気持ちも込めて予言を伝えよう」

「お詫びの気持ち、ですか？」

「そうさ、リカリアーナ。君はきっと、もうそういう風には思ってくれていないだろうけど。いや、そもそも最初からそういう風には思ってくれていなかっただろうけれど。それでも自分にとっての君は、この世界でたった一人の友人だからね」

　それは歪んだ友情であり歪んだ友愛だ。理解はできないし、しようとも思わない。この人喰いのした様々なことを許す日は来ないだろうけど、それでもかつて自分がこの男に、ほんのわずかとはいえ友情を抱いていたのは事実であった。

「そうですね。あなたがもう二度とライさんを襲わないと言うのであれば、ありがたくその予言とやらをお聞きしましょう」

「それは保証しよう。たとえ現世によみがえることができたとしても、自分はもう彼を襲わないよ。現時点で彼の方が強い上に、まだまだ彼は発展途上だ。一年、いや、半年も経てば、自分なんて一撃で倒せるようになるだろう。そもそも自分は技能系スキルの超越者であって、戦闘系スキルの超越者ではないのでね。恐ろしくてちょっかいなんて出せないさ」

　その言葉を信じるとしよう。かつてあった小さな友情に免じて。

「少なくとも、人喰いスキルを極めるまでは敵対する気はないよ」

「やはり私はあなたが嫌いです。大嫌いです」

「残念だ。自分は君のことがついついかじってしまうくらい好きなのに」

　人喰いの戯れ言に冷たい視線で返す。

　人喰いは肩をすくめて、それから少しだけ真剣な顔になって予言を口にした。

「予言しよう。リカリアーナ。君の大切な王子様はこの先の未来で、大きな三つの嵐に襲われるだろう」

　私のために、私の未来ではなく、ライさんの未来の予言を。

「それらは彼が本気で戦った上で、死ぬ可能性の方が高い戦いとなるだろう」

「ライさんが負けるかも知れないほどの強敵が現れる、ということですか？」

「そう、ひとつは迷宮の奥深くに潜む魔王との戦い。ひとつは強さを追い求める最強の超越者との戦い。だがこれらは上手く立ち回れば回避することが出来るだろう。君が上手くやれば、王子様を救うことができるかも知れない」

「私が、ライさんを救う」

　それならば、やはりここで死ぬわけにはいかない。

「それで最後の嵐は？」

「こればかりは君がどう足掻こうとも避けられない戦いとなるだろう。他の二人とは違って、この敵だけはライ・オルガスを敵視し、自ら襲いかかってくる。そういう意味では、最大の敵と言ってもいいかも知れない」

　そのとき、不意になにかが私の肩をつかんだ。

　ぐいっ、と思い切りどこかへと自分の魂というべきものが引っ張られていく。

　それは天の星々がかすんでしまうほどに神々しく輝く光であり、すべてを包み込むような優しき光であった。

「どうやらお迎えが来たみたいだね。君の王子様は、やはり王子様だったようだ。とんでもないものを引っ張り出してきたものだね」

「待ちなさい！　人喰い、最後の敵はなんなのですか!?　ライさんを殺そうとする敵は、私の敵はなんなのですか!?」

　優しくも拒否を許さぬ光に抗いながら、最後の答えを求める。

「それはね──……」

　人喰いはどこか愉たのしげに笑みを浮かべながら、他のふたつとは違って、それだけは明確な名を私に告げた。

　私も知っている、その名前を。

「ではね、リカリアーナ。縁があればまた会おう。二度と戦いたくはないが、それでも君と君の王子様の行く末には自分も興味があるからね」

　これから戦う敵の名を胸に刻み、人喰いに見送られながら、私は黄金の光に導かれるままに星の狭間より現世へと浮上していった。





　　　　　◇◆◇






　窓から差し込むまぶしい光を感じ、私は目を見開いた。

　細やかな細工が施された、見事な天井が視界に映り込む。

　私が目を覚ましたのは、これまで見たこともないような天てん蓋がい付つきの豪ごう奢しやなベッドの上だった。

　どうやら私は生きているらしい。しかも五体満足な形で。

　身体の傷は完全に治っており、食べられた両腕もきちんと存在していた。指先まできちんと神経が通っており、自由に動かすことができる。

　まるで今見ていた夢の続きのようだったが、それでもあの世界にはなかった現実感というものが今は存在していた。間違いない。ここは現世。私はあの致命傷から奇跡的に助かったのだ。

　そしてそれが誰のがんばりによるものなのかは言うまでもない。

　ベッドにもたれかかるようにして、ライさんがよだれを垂らして眠りこけていた。

「……ライさん」

　その子供みたいなあどけない寝顔を見て、胸に込み上げてくる多くの感情があった。それは感謝だとか、愛おしさだとか、本当に多くの感情だ。

　同時に星の狭間での人喰いとの話を思い出し、決意を固める。

　この人は私が守る。人喰いが最後に語った一人を除き、いずれ襲い来るであろう脅威がなんなのかはまだ分からないが、それでも上手く立ち回り、戦いを回避するように未来を動かすのだ。ライさんは絶対に死なせない。

「ライさんのほっぺ、ぷにぷにしてる」

　それはそれとして、もうなんかその寝顔が可か愛わいすぎてたまらないので、その頰を軽く指先で突く。

　ライさんはむにゃむにゃと寝苦しそうに眉を寄せる。そこをもみほぐすように人差し指で撫でると、また安らかな寝顔に戻った。それを三回ほど繰り返したところで、その唇に目がいく。そして一度行ったら今度は離せなくなる。あのときの感触を思い出して、唇に熱が通っていくのがわかった。

　キスしてしまおうか？　よし、キスさせていただこう。

　人喰いはいずれまた私とライさんの唇が重なる日は来ると言っていたが、その未来も変わるかも知れない。

　というより、ライさんともっと長く、強く、溶け合うようにふれ合っていたいという気持ちが身体中からあふれ出して止まらない。自分の身体が自分の身体ではないようだ。胸は爆発しそうなほど高鳴っており、際限を知らずどんどんと早くなっている。

　ああ、ダメだ。

　自分が生き延びたということがわかった瞬間から、もうどうしようもなくなってしまっていた。

「ライさん。好きです」

　リカリアーナ・リスティマイヤは、ライ・オルガスに恋している。

　きっと、ライさんが目を覚ましてしまえばこんなことは言えないし、できないだろうから、卑怯と分かっていながら、眠る王子様の唇へと自分の顔を近付けていく。

　そしてライさんとの距離がなくなろうとした瞬間、

「──はい、そこまで」

　誰かが私とライさんの顔の間に手を差し挟んで邪魔をした。

「それ以上はダメ。ライが起きちゃうじゃない」

　慌ててライさんから離れて声のした方を振り返る。

　そこには輝くような金色の髪に、澄んだ青い瞳の少女が立っていた。年齢は私とそう変わらないか、少し年下くらいか。教会のシスターが着るのと似た法ほう衣えを身につけている。

　知っている相手だった。かつて意味深なつぶやきを私に向けた相手。ライさんの幼なじみでもある教会の聖女、システィナ・レンゴバルトだ。

　……というか、全部、見られていた？　聞かれていた？

　部屋の中にライさん以外の人がいることを確認していなかった。というより、ライさん以外が目に入っていなかった。顔から火が出るくらい恥ずかしい。耳の先まで真っ赤になっているのが自分自身でわかった。

「ごめんね。あんまり邪魔するべきじゃないかなって思ったんだけど、ライ、あなたの傷が治るまでずっと心配して起きてたから、今はもう少し寝かせてあげて」

　聖女様はライさんの髪を優しく撫でながらそう言った。

　私には分かった。彼女がライさんに想いを寄せていることに。眠るライさんを見つめるその横顔は、慈いつくしみと愛いとおしさが込められていた。

　思わず私が凝ぎよう視ししてしまうと、聖女様は顔をあげて苦笑した。

「そんなににらまなくても、別に恋人とかそういうんじゃないから心配しないでいいわよ」

「この目は生まれつきです」

　心配しないでと言われても、心配しないわけにはいかない。まさか聖女様がライさんのことをこんなにも思っていたなんて。

　幼なじみで、輝かしいスキル持ちで、しかもライさんに恋をしている人。

　もはや彼女が存在しているこの時点で、私の敗北は決まったも同然だった。

「そんな涙ぐみながらにらみつけなくても、本当に大丈夫だから。むしろ私、あなたの恋を応援してるくらいよ」

「応援？」

　私がすぐ気付いたように、彼女も私の気持ちには気付いただろう。先程の恥ずかしい言動を聞いていたから絶対にわかるはずだ。私たちは恋こい敵がたきだと。

　それとももはや勝者は分かり切った上で、私に側室とか愛人になる許可を与えているということか。フレンス王国では一夫多妻が許されている。ただし教会の許可が必要で、貴族位以上を持っていなければ確実に許可など下りないらしいので、ほぼ王侯貴族のためだけの法律だが……。

　そこで私は思い出した。

　フィリーア教の聖女は神に捧げられた花嫁であり、従って結婚はできないのだ。

「あなたは……」

　私が悩んでいると、聖女様はまたライさんの頭を撫でながら言った。

「この馬鹿のこと、しっかり見ててあげてね。ほんとこいつ馬鹿だから、いつもいつも無茶するの。誰かが見ててあげないと、ほんと危なっかしくて」

「言われるまでもないことですが、なぜ私にそれを？」

「あー、それは恥ずかしいから言わないわ。けど、ほら、わかるでしょ？」

「……まあ、わかりますが」

　照れくさそうに頰を赤らめる聖女様。こちらは先程思い切り恥ずかしいことを彼女に聞かれたわけだが、彼女は直接口にするのは恥ずかしいという。

　……なぜライさんを見守る役割を私に譲ゆずるのか、その理由はわからないけれど。

「わかりました。ライさんのことは私にお任せ下さい」

「うん、ありがとう」

　聖女様は最後にもう一度、嚙みしめるようにゆっくりとライさんの頭を撫でたあと、そっと手を離した。

「ライがあなたみたいな人に出会えてて本当によかった。これで私も安心して、聖女としての責務に集中できる」

「聖女としての責務、ですか？」

　私の知るかぎり、フィリーア教の聖女が絶対にやらなければならない責務などなかったはずだが。

　聖女様は曖昧に微笑んで、私の問いかけを黙殺した。

「じゃあ、私はもう行くわね。ライにもよろしく言っておいて」

「少しお待ち下さい」

　立ち去ろうとした聖女様を呼び止め、私は頭を下げた。

「私の傷は明らかに致命傷でした。それをここまで回復させるなんて、それはたとえ高い熟練度とランクを誇る治癒魔法使いでも不可能でしょう。ならば、私を治したのはそれ以上の使い手ということになります」

　この世界における最高の治癒魔法使い。神に選ばれた超越者である聖女でなければ不可能な芸当だ。

「助けてくださってありがとうございます」

「いいのよ。あなたを助けたのはライに頼まれたからだけど、ライのことがなくても、私はあなたみたいにがんばってる人は大好きだもの。二人が幸せになってくれたらいいなって、そう素直に思えたから」

「ん……ぁ？」

　聖女様の言葉に反応したように、ライさんが身み動じろぐ。

　聖女様はライさんを見て、私を見て、最後にもう一度お願いを口にした。

「ライに伝えておいて。もう私のことは忘れて、あんたはあんたの夢を叶えなさいって。それが私の新しい夢だからって」

「リカ、さん？」

　よだれを拭ぬぐいつつ顔をあげたライさんの視線が、私の姿を捉え、一気に覚醒した。

「リカさん！　よかった！　目を覚ましたんだな！」

「ら、ライさん!?」

　感激したライさんに思い切り抱きしめられる。

　それは嬉しい。嬉しいのだが、ここには聖女様もいる。

「ライさん落ち着いてください！　聖女様も見ているので！」

「え？　システィナが？　どこに!?」

「はい、そこに」

　私が指さした方をライさんが見る。そのあと、私も見た。

「あれ？」

　だがそこに聖女様はいなかった。噴水広場のときと同じだ。忽こつ然ぜんと、最初からそこにいなかったかのように消え失せていた。出入り口である扉には開いた形跡はなく、しまった音もしなかったのに。

「おかしいですね。つい先程まで、そこに聖女様がいたのですが」

「……そっか」

　ライさんは一言そうつぶやくと、私の身体を離した。

「リカさん。あいつ、元気そうだったか？」

「元気そうでしたよ。それでライさんに伝えて欲しいことがあると言っていました」

「俺に伝えて欲しいこと？」

「なぜそう言ったのかまではわからないのですが」

　あのときの私のように、まるで別れの言葉を突きつけるように、彼女は言っていた。

「もう私のことは忘れて、あんたはあんたの夢を叶えなさい。それが私の新しい夢だから、と」

　聖女様の伝言を伝えると、ライさんはくしゃりと顔を歪めた。

　怒りと悲しみとやるせなさが混ざったような、そんな顔を。

　だがそれは一瞬のことで、ライさんはすぐにいつもの笑顔を浮かべた。だから私も、気付かなかったふりをした。

「リカさん。身体はもう大丈夫なのか？」

「はい。お陰様で。色々とご迷惑をおかけしてしまってすみませんでした」

「気にしないでくれ。俺がそうしたいと思ったからしたんだ」

「それでもありがとうございます。……それで、なんですが」

　言葉に迷う。ライさんに話したいことが、話さないといけないことがたくさんありすぎた。

　私のスキルのこととか。村を追放されたこととか。どうやら死んではいないらしい人喰いのこととか。その予言のこととか。

　それ以外にもたくさん聞いて欲しいことがあって、ライさんに聞かせて欲しいことがあったけど、それでもやはり今はこの一言を一番に伝えたい。

「ライさん」

「ん？」

　ライさんは首をかしげる。きっと彼は自分がしたことで私がどれだけ救われたのか、それに気付いてはいないだろう。あのときの私が好きだという言葉も、男女の色恋といったものでもないはずだ。

　だけど私はこの人に救われた。今までのすべてが報むくわれたのだ。

　だから──心からの感謝を。

　あなたが取り戻してくれた、この笑顔と共に。

「ありがとうございます。私、絶対に幸せになってみせますから」
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「お帰り、リカリアーナくん。戻ってきてくれて嬉うれしいよ」

　冒険者ギルドにある執務室で、私はギルドマスターと向かい合っていた。

　ちょうど人ひと喰くいのことがあった日から一週間。聖女様に癒いやしてもらった傷もまったく問題がなかったので、私は冒険者ギルドの仕事に戻ることになった。

　だがその前に、この男に聞いておかなければならないことがある。

「ギルドマスター。あなたに確認したいことがあります」

「いきなりだね。一体なにかな？」

「ライさんのことです」

「だろうね」

　ギルドマスターは笑みを浮かべたまま、私に先を促うながした。

「いいよ。言ってご覧」

「ではまず、あなたはかつて私に命令しました。ライさんの達成した偉業と呼ぶべきことはすべて自分に報告し、可能なかぎり隠いん蔽ぺいしろと。そのため、本当は強いのに、ライさんはほとんど名前を知られていません」

　これも私の罪のひとつだ。私はギルドマスターの指示を受けて、ライさんの功績を改ざんするような真似をしてしまった。どれだけライさんが騎士になりたいか知っていたのに……。

　ライさんに謝らないといけない。だがその前に、この男の真意を確かめなければならない。ライさんの夢を手伝うと決めた以上、私にできるのはまずそこからだ。

「教えなさい。ラファエル・グリムド。あなたは一体、この先ライさんをどうするつもりなのですか？」

「ふむ」

　ギルドマスターが、瞳ひとみにあの暗くら闇やみをのぞかせて私を見つめる。

「君の心配はもっともだ。彼は純粋だからね。私にいいように利用されないか、飼い殺しにされないか、気になって仕方がないのだろう」

「……そうです。もしもあなたがライさんを騎士にするつもりがないのなら」

「それは違う。私もライには騎士になってもらいたいと思っている」

「え？」

　それは一番予想していない言葉だった。しかも噓うそを言っている様子はない。

「ではなぜ功績の改ざんなどを？　あなたがその気なら、ライさんを騎士にすることくらいは簡単なはずです」

「それくらいは出来るとも。けれどそれでは意味がない。意味がないんだよ、リカリアーナくん。私はね、騎士は騎士でも、ライには特別な騎士になって欲しいと願っているんだ」

「特別な騎士？　騎士団長とか、そういうことですか？」

「いや、それよりももっと上だよ」

　意味がわからなかった。騎士団長よりも上の役職なんてあるだろうか？

「わかりません。どういうことですか？」

「残念だけど、それは秘密だ。今の君にはまだ言えないな」

　私は忍ばせていた短剣に手を伸ばす。だがその前に、どこからともなく近付いてきた男に剣の切っ先を突きつけられていた。

　ギルドマスターの影。見た目は老執事にしか見えない、ギルドナイト最強の男に。

　ギルドマスターが手をあげると、老執事は剣を下ろした。そして瞬きの間に、ギルドマスターの背後に移動する。

「リカリアーナくん。力ずくはやめよう。そういうのは君には向いていない」

「……私は今後、ライさんの味方につきます。この前の『大だい剣けん聖せい』のときのように、理由のわからない指示にはもう従えません」

　これだけは言っておかなければならない。たとえギルドを放ほう逐ちくされたとしてもだ。

「喜ばしいことだ。これからもライのことを頼むよ、リカリアーナくん」

　けれどやはり予想に反して、ギルドマスターは笑顔のままそう述べた。

　……わからない。私にはこの男がなにを考えていて、ライさんをなにに利用しようとしているのか、さっぱりわからなかった。

　わかるのは恐ろしい男であるということ。私も含め、冒険者ギルドには多くの咎とが持もちが密かに働いている。しかもギルドマスターの話が事実なら、それはフレンス王国の王政府の許可を得てのことだという。

　つまり私たちは国に認められてここで働いているということだ。冒険者ギルドに務めているかぎり、自由も身分も保証されている。

　逆をいえば、冒険者ギルドの一員でなくなった瞬間、寄よる辺べのない咎持ちに戻るということ。ゆえに誰もギルドマスターには逆らえない。今の普通の暮らしを思えば、裏切るなんて考えもつかないだろう。

　私も同じだ。先程ああは言ったが、下手なことはできなかった。

　自分だけならいい。ライさんさえ認めてくれるなら、他の人に咎持ちだとばれて嫌われても構わない。

　けれど、それを他のギルドの仲間たちにも強制できなかった。私がバレれば他の皆もばれかねない。

　だから私たちはお互いを監視し、庇かばい、助ける。

　今の幸せのために。みんなの幸せのために。

　それが冒険者ギルド。ここは咎持ち達による、咎持ちのためのギルドだ。

「……私が言いたいのは以上です。それでは私はこれで失礼します」

「ああ、待ちたまえ。リカリアーナくん」

　今はまだこれ以上なにもできないと判断し、退室しようとしたところ、ギルドマスターに呼び止められる。

「これだけは言っておこう。君は私のことが敵のように見えるのかも知れないが、ライにとっての本当の敵は別にいる」

「ライさんにとっての本当の敵？」

「そう。ちょうどいい時間だから、王城の前の大広場へ行ってみるといい」

　ギルドマスターはそこでようやく笑みを消して、続けた。

「ライにとっての、我々にとっての本当の敵がいるはずだ」




　王城前の大広場へ歩きながら、私はギルドマスターの言葉を考えていた。

　ライさんにとっての本当の敵。そう聞いて思い出すのは人喰いの残した予言だった。

　ライさんを襲うという三つの嵐あらし。

　迷宮の魔王。求道の超ちよう越えつ者しや。そして──神の寵ちよう児じ。

　その単語から推測するに、迷宮の魔王はドラゴン。

　求道の超越者は『大剣聖』か『大導師』だろうか。

　最初から名前が判明している神の寵児も含め、どれもが人喰いが予言したように、ライさんに匹敵するか、それ以上の怪物たちだ。もしも彼らとライさんがぶつかり合うような事態になれば、ライさんでも負けて死んでしまうかも知れない。

　もちろん、予言どおりの未来なんて来ないかも知れない。人喰いも未来は不確定であり、嵐は回避できると言っていた。

　ドラゴンはライさんをダンジョン攻略に参加させないように働きかければいい。『大剣聖』は人格者と聞くし、この前一度ライさんと顔を合わせている。敵対しないようにライさんに動いてもらえば問題ないだろう。求道の超越者の候補としては帝国最強の『大導師』も候補としてあげられるが、そちらは王国領内に足を踏み入れれば、必ず冒険者ギルドに話が入ってくる。先回りしてライさんを逃がすなりはできるだろう。

　そして、神の寵児。

　人喰いはある意味最大の敵であり、決してぶつかり合うことが避けられないと言っていたが、直接会って話してみて、私はこの人だけはライさんと敵対しないと確信していた。このことがあったからこそ、私は予言を絶対視せず、ライさんにも伝える必要はないと判断した。

　そうだ。大丈夫。心配することはなにもない。

　ライさんは強い。だから死ぬなんてことは絶対にあり得ない。

　それを再認識するためにも、私は王城前で行われた式典に足を運んだ。

　フレンス王国の建国より今日でちょうど五百年。その記念式典には各国から大勢の要人が祝いのために参列しており、その中には大陸でその名を知らない者のいない有名人も混ざっていた。しかも今回は特別に、市し井せいの前に顔を出して直接お話をしてくれるという。

　すでに王城前の広場にはたくさんの人が詰めかけていた。周囲では衛兵のみならず、白い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士たちの姿もあり全力で警護を行っている。

　そのとき王城のバルコニーより、国王陛下と共に現れた人を見て大きな歓声があがった。

　黄金に輝く髪に白い法ほう衣えを着た乙女。顔を白いベールで覆い隠しており、表情を読み取ることはできないが、柔らかな雰囲気から微笑んでいるだろうことが伝わってくる。

「ごきげんよう、フレンス王国の皆様」

　バルコニーから広場に集まった人々に対して彼女は声をかけた。声量は大きくないのに、その声は不思議とよく通った。

　彼女が話し出したことで、広場が噓のように静まりかえる。

　多くの人がその場に膝ひざをつき、彼女に対し祈る姿勢を取った。中には感激のあまり涙を流している信者すらいた。

　そう、彼女こそフレンス王国の国教であるフィリーア教の象徴にして指導者だった。

「わたくしは第五十八代聖女フィリーア。システィナ・レンゴバルトと申します」

　信者たちに朗らかに語りかける聖女様の姿を見て、私は胸の不安が消えていくのが分かった。彼女の姿と声には、人を自然と安心させる不思議な力があった。

「ギルドマスターの言葉も、人喰いの予言も、やはりあてになりませんね」

　ほっと胸を撫なで下ろす。やはりライさんが死ぬなんてことありえない。

　そんな風に思った私の内心を読んだかのように、耳元で囁ささやく声があった。

「──ああ、やはり君は優しくて甘いね、リカリアーナ」

「っ!?」

　耳みみ障ざわりなその声に後ろを振り返る。

　人混みの奥、そこにいるはずのない銀色の髪のエルフが立っていた。

「人喰い？　馬鹿な。なぜあなたがここにいるのですか？　あなたは星の狭はざ間まから戻ってこられないはずなのに」

　距離を隔へだててなお私のつぶやきを拾ったのか、それとも星詠みの力か、人喰いは私に微笑みかけた。

「その質問にはすでに答えているはずだよ」

　私にだけ聞こえるように答えて、人喰いは雑踏の中にその姿をくらましてしまった。

「待ちなさい！」

　咄とつ嗟さに彼を追うことができなかった。頭の中では、人喰いの言葉がぐるぐると回っていた。

　そう、すでに人喰いは私の疑問に答えている。星の狭間より戻ってくるには、現世の方から誰かに引っ張ってもらわなければならない。私のときがそうだったように、人喰いもまた誰かに招き寄せられたのだろう。

　そして、そんなことが出来るのは……。

「この世界は、神の愛であふれています」

　私の心の間かん隙げきを突くように、耳に聖女様の声が聞こえてきた。

「この世界に生きる者は、例外なく生まれながらに神の愛を得ています。ステータスこそがその証。それがどのようなスキルであれ、ランクがどれほどのものであれ、スキルを与えられずに生まれてくる命はありません」

　聖女様は神の愛を謳うたう。

「先日、この王都で連続殺人が行われたと聞きました。犯人は俗に言う咎持ちであったと。そして、その者は犯行に及んだ動機をこう述べたといいます。生まれながらに自分はそういうスキルを与えられた。だからその通りの咎人になったのだ、と」

　聖女は神の示した罪を問う。

「ですがこれは大きな間違いです。この世界には、咎人系スキルを与えられてなお、歯を食いしばって耐え続けている者もいます。神は試練としてこれを与えたに過ぎません。どうか乗り越えて、良き未来を摑んで欲しいと願われているのです。わたくしもまた、そう思います」

　ベールによって覆い隠された聖女様の眼まな差ざしが私を見つめる。

　それは気のせいかも知れない。聖女様は私の方へと一度顔を向けたあと、すぐに別の場所へと視線を移してしまった。

「ですから、我々の生には神の愛が満ちあふれております。だから己おのがステータスがどのようなものであれ、恥じることはありません。堂々と、生まれ持った神の愛を謳い上げてください」

　その視線の先にはライさんがいた。どれだけの人がいようとも、私が彼を見間違えるはずはない。

　ライさんはじっと聖女となった幼なじみを見上げている。

　その拳こぶしは震えるほどに強く握りしめられ、口元はきつく噤つぐまれていた。

　見つめ合う二人を見て、私の脳裏に人喰いの予言がよみがえった。

『──いずれ大きな三つの嵐に襲われるだろう』

　人喰いは私にそう告げた。

『ひとつは迷宮の奥深くに潜む魔王との戦い。ひとつは強さを追い求める最強の超越者との戦い』

　回避できるかも知れない二つの嵐のあとに、絶対に回避できない嵐として、星の予言者はその名を告げた。

　決して間違えることのないように、はっきりと。

『それはね──聖女フィリーアだよ』

　星の狭間に私を連れ戻しに来た黄金の影を指さしながら、彼はそう告げたのだ。

　けれどあり得ない。聖女フィリーアは、システィナさんは、ライさんの幼なじみで、ライさんに想いを寄せている。

　だからその予言が果たされることはないと思った。聖女様が敵になることはないと信じた。

　けれど今、見つめ合う二人の間にあるのは静かな敵意のみ。

　私の知らない過去でライさんと聖女様の間になにがあったのかは分からないが、二人の間には大きな亀き裂れつが生まれてしまっている。












「もう一度言いましょう。自分のステータスを読める者は皆、神に愛されて生まれてきたのです」

　そして今代の聖女フィリーアは、まるで宣戦布告をするように、ライさんを見下ろしながらはっきりと告げた。




「この世界は、ステータスがすべてです」




　彼女の言うとおり、この世界が生まれ持ったステータスがすべてだとすれば。

　どのようなスキルを持って生まれたとして、ステータスに刻まれたスキルこそが神に与えられた愛の形だとするのならば。

　果たして、生まれながらの咎人とは、一体どのようなステータスを生まれ持った存在を指しているのだろうか？









あとがき






　無事、二巻を発売することができました。

　夏な柘つ楽らく緒おです。

　一巻が発売された日が、もう何ヶ月も前だなんて信じられません。まるで昨日のことのように感じられるほど、あっという間の数ヶ月間でした。私生活での変化もあり、今までの人生の中でも特に忙しく、とても充実した日々でした。

　そんな中書きあげた二巻に出てくるエピソードは、実は自分がこの物語を書こうと思ったとき、真っ先に浮かんだエピソードになります。

　ステータスが重要視される世界。それを想像したとき、きっと便利な部分もあるけど、だからこそ生まれる問題もあるだろうと思いました。ステータスによって栄光を得た人もいれば、ステータスによって闇を抱えた人もいるはずだと。

　今回のエピソードはそんなステータス世界の『闇やみ』のお話。宿命に翻ほん弄ろうされる一人の女の子の、秘めた願いと祈りのお話となっております。

　これが書きたくて始動したこの物語。

　ＷＥＢの方ではかなり前に投稿したエピソードになりますが、今思えばもっとこうすればよかったと思う部分もあり、書籍版を発売するにあたって、かなりの修正を加える形になりました。ページ数に換算すると一○○ページ超でしょうか？　だいぶ変わっています。

　けれど最初に書きたかったものは変えることなく、よりパワーアップして書けたかなと思います。




　……しかしながら、一度は完成した原稿を改稿するというのは、自分が想像していたよりも結構難しかったりします。

　特に今回のような半分書き直しの場合、残したい部分を残しつつも新しく追加した部分との間で辻つじ褄つまがあっていないといけなかったりと、なんだかパズルを組み立てている感じでした。

　どちらかというと勢いで小説を書くことの多い自分ですので、大変ではありましたが、すごく新鮮な気持ちで楽しめました。

　どうぞ皆様に楽しんでいただければ幸いです。




　では最後に謝辞を述べさせていただきます。

　忙しい中、色々と自分では気付けなかった部分のフォローをいただけた編集のＨ様。一巻よりさらにパワーアップして、素晴らしいイラストを描いて下さった森もり沢さわ晴はる行ゆき様。その他、協力していただいた皆々様、この本を手に取って下さったあなた、本当にありがとうございます。




　また三巻で会えることを願っております。

　ありがとうございました。














著者
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Rakuo Natsu




小説と戯れる青春を送り、一度バイバイしても結局は戻ってきてしまう、そんなある種の物書き中毒者。人生をかけて楽しめるものを早くに見つけることができて幸運だったと最近では開き直って、日々楽しく小説と戯れております。
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